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ホタテガイの種苗生産に関する生態学的研究書

丸 邦 =益一事

(｣ヒ海芯iL戚培汎男捻分セノター)
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1. 緒 言

わが国におけるホタテガイ独英生確は近年詳しい拡大をもたらし10-15万 卜'/の年間生産を維持するよ

うになったが,粗茶生産が拡大に向ったのは1970年頃からである (ド.g lL, このような汎粟生推州大の作

矧 二は,これまでの自然個体群に依存していたすrL米生産から天然採市技術の進少による唖-街の犬猿生産と種

苗の中開Ifl.成技術を基礎とした垂下衣穀技祢iの発達,および種市の大l杜放流による漁期形成技術のJ淵発を基
盤とした増発難生産に移行してきたという生柾体系の変化が存A4=していることがあげられる｡ しかしなが

ら,現時点におけるホタテガイ増発細技術には.まだいくつかのTi!1軌11が残されていることは所定できな

いoその股も根幹をなす取掛 ま,すでに木下 (19LIO),Jll本 (1951d),rr仲 (1963)によ･,て折摘されているよ

うに,ホタテガイの桃前生産が天然採勘こ依存する形態をとっているため什rl'推仔個体群鬼に新しい年変動
があり,それを糊魂私技術体系のなかにどのように対応させ,生産の安定化を回るかということである｡こ

の探題の解決には,まず産卵生態から浮遊幼生,付ガ椎貝に至るまでの苑生初)帥こおける各発育段階の系統

的な生態学的知見,なかでも幼稚仔個体群の政見変動の実態を明らかにし.その変動要因を把腐することが

先決であり,ついで,ここから縛られた知見を採耶予測へと転化させ効率的な種苗生産技術に汽することが

一つの方向となろう｡

これまでのわが国におけるホタテガイに的する生態学的研兜には二つの源流があった,一つは北海道J河辺

梅域における諌早 (1933a)の生血域の無鍵田墳灸件とその変遷を主体とした調査にはじまり,諌早 (1933b,

L934),木下 (193Aa,I,,1935),木下 ･佐久間 (1935),木下 ･平野 (1935)による産卵期調査や食性調兼.水
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下 (19401木下 ･中島 (19401木下 ･渋芥 (19411JkTら(1943,1915)による産卵生魚 幼生生態の研究で

ある｡他は,陸奥帝を中心とした印刷 (194恥 iKi岡･山本 (1943),NISH101くAplul(194恥 IIJ木 (1943,

1950a,b,195la,b,C,a,1956a,b,1957)によるノヒ殖生唐,庶生動物群集による漁場評価,抵生椎仔個体
群の環境耐蝕などの生態ILl':的研究である｡

.+.タテガイ汎粟生姥のこれまでの発JiC柾過は,これらの課業机を進藤として朋党された技術に支えられて

きたことは胃うまでもない.しかし,これらの訪知見は.ホタテNイの生態t-i'-'的側面を各発作役柄ごとの㈹

別的知見として苔B'け ることに主力が世かれてきたために,産卵群から浮遊幼生群を経て什R椎火群にriiる

までの個体群動態を明らかにしようとする立uLではlL:かった｡したがって,個別的な発ff段耶ごとの知見が

盛礎となって増養殖技術の発達に捷めて -̂きい寄L7-をもたらし糾たことは疑いのないところであるが,採mJ

るとは言い#いJlr1.が戎されている.

~汗淋 ま,1964年以米 1978年まで,,+.クテカ'Jfの緋'F'll'生椎というjLL棚からサロて柵を研兜対射也に過び,

ホクテガイの生拙生態と産卵を支足する婆困,浮遊幼生群,(.Ĵ7樵JL群のLH.税と耶艮およびその変動繋IJlの
解析など,先帝段附の進掛こともなう個体群動態を究明してきた｡これらの成果は必ずしも卜分とほ許えな

いが,天然採甫技術の効串化を回るための予報技術の向上などを通して.i;タテガイ捷苗生産の安定化-の))'

鎌を見出すための砿礎郡科を締るに至ったので,ここにその知見を一桁することにした｡

この報告では,まず,サロマ湖におけるホクテガイ個体群の維持につながる産卵親躯Blの生態学的比性と

しての生殖I,A.lmJt掩卯を支配する要田を明らかにし,ついで産thされたiTj/l三群の砲変動と,これを規制する

矧札 卜川 ffkLt群の能変動とその要関を僻析し,これらの威光をJ占艇として機梢生裾の安定化に対する技術

的71策としての7･価技術について論じた｡

木祖に先立ち.この研究に終始和益なご助言を与えられ かつ顆槻めに際しご授1均と桁帝を鵜った北海近

火苧水産学部石iJ= 昭叔損に心より深謝するbまた.本論文の脈粥桝こ際し,多くの17益な='助言を頂き,

校閲の労をとられた同学部故TL卜且車夫叔摸,久新建一邸義援,ならびに本編美文のご投r畑を仰いだ近江彦

柴前身控に謹んで乱鑑をJlする｡さらに,浮遊幼生肝の拡散モデルについて緋々ご裁示をqiいた水産庁水産

l二号研究所の戚野静也環境改'g研究'和良に深く感謝するO最後に研究遂行に際しご助力を頂いた水産Ifjl‡海

区水産研究所和久井1;-L故企州迎織料戊をはじめ,網走支庁中部地区水腫技俳珊 及折井所,サp-/湖蕃難独禁

協同kl合の吸ハ各位に]-gく131礼巾し上げる｡
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11.サE)マ湖の板況

この研究を行ったサp7軌 ま,北海岩瀬部*ホ-ツタ海沿岸に位抑する糊J.I.191km,水両駅1492L(rrL2の

山水湖で,西北恥こ形成されている幅 270m,深さlrjlllの短い水辺に.iJ)かトーソク鰍こl朴~lしている.

糊はキムアネップ岬の桝qlを境にして,51三部水城とiJ帽i水域の二つからなっており,それぞれ水深13mと

19mの般深部をもつ湖允形膳を形成している(FIg礼

RIVerSdromabetsu

ヒ=三三±≡三≡三三≡1
0 1 2 3 4h

Fig.2. She(ch-mapoHAkeSaroma,sllOW.ng
thelSObathlnlneleT

赤潮籾こオホーyク血から水逝部を経て湖内へ沈入する外海水は.mI剛'r=iプJll･JへIJ･Jう綻九を主誰として火

所両方向-分派する(hLl鹿･萩野 1973)が,1潮時における海水交換等11全水昏前のはtf6% にすぎlJ:い (尾

崎ら 1969)た桝こ,1潮時lこ外海水が湖内水と舵介する葡組は湖n射 す近を中心とする-蒲分にとど士る｡

そのため,湖内にみられる平均旋速は湖n部付近では70-130cm/secであるのに比べて,紳火部では3-5

cm.さらに.そのJ,I.1必滅では捷めてを群となり,特に東部水域では2cm/sec以下となるrtliL:ら 1973k

水温は湖面の続水をみる冬PJr;E]lrこti-I0oC以下を,7け が,4月の郎水練の漸増を経て,lR僻朋である

8月には2t)oCに述する｡その後9月から対流m托こ入り,上下屑の水温佼Bはみられなくなり.水弧は舵下

にI.I.Jう(Flg3)aJZ柄水弧は-鰍 こ水深の淡い仲);王城では兼部水城に比べ榊対的にややX;し,水温分和を′Jけ

(ド】g4)那,水温のJ.f約三'At化はほは上に示した経過をたどる(FIg5)｡

サT,-/事恥こけ大′トト余の河川が沈入しているが,流生からみて西部水域Iblll!に流入する,{p-川と,東部

水噺糾 !に涜人するサロー7ベyJHがこの湖の塩分に大きい形甲を与えている｡これら河川の涜j;tは TableI

のようで,敵こT7時のLl～5月や降雨時には柑こ大きな維牡をJL汁｡ したがって,サpマ湖の塩分は湖∩部お

よび湖火部でははば33粒 を示すが,河川沈入をうける如部および酉執剛JJ域ではいく分低く LFLg LIL 特

に敵'叩寺の4･5月や人件Fli時には表層水で捷端な低姓分を示す水域があらわれち(Flg5L

弛畦質からなる糊火器を除いて,水深 ImからlLLmほどの水域にホタテ11イの生息がみられてbLl),そ

の分布密度は湖南松城から東部水域に高い (Flg6L -ノ)-,水面前の約52%に当る766km2が FIg6に
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Fig.3. SeasonalcllangeSOf(A)selltemPeratLlre(OC)

and(B)sallnlty(‰)0斤ToppLIShlln197LI

SeatempeTさture(℃)

August31 1969

Fig.4.Seatemperatureand
sallnllya【sLITfacelayer

(8fterKub｡1981)

Fig.5. DallyvarlatlOnOfselltemperaLure

andsallnltyOffToppushlln1980
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Table1. Monthlyavert.geVOILmle(n13/bec)ofthe川FtowLng

Walerlrom therlVerS(1975)

R)ヽrerS.LrOtllilbeLSll R)vcrBilrb
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叫
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D

o

朗
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%

21

77
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16
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69

%

訂

31

3

3
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29

2

5

6

2

2

臥

1

釦

00

74

17

訂

23

11

30

乃

40

5

朗

⊂コspatcollect.ngg,｡und
三≡≡iCultureground

fig･6･ 】kns･lyOrnat･､,eSCt,llopln1964(A)an【lscaHopculturegroun'l(L31



8 九 邦 狼

示すようにホダテガイ垂下頚殖場として利用されている｡益殖龍の一例を′バすとTable2のように, 良 ,I.-ii

3脳8,000 万個体の0齢個体,5,200万個体の 1齢個体,4,200万個体の2齢個体がここに収射されている｡こ

れらの栽殖ホクテカイ群は食物捌 kで威令凶床にある他の懸濁物捕食JTとともに,このJk域で生産される懸

濁卸 す機物に摂収エネルギーのすべてを依存しているO この水城の兆礎生iCHTab】e3)は11月から2月に

かけての紙氷在'rr7をみる冬期関には咋糊で椴も低導くとなり,150mgC/m2/-1"Yで,3-6月の1/20ほどにす

ぎないが,懸濁放れ倭物の収支蜘尉まこのように纏めて乏しい)J潤 生産i,もたらす冬)附 けこ如 ､ても収支の

y,J衡を維持する持せ非内にあり, 1977咋には今まででW.i;である約9,000トンのホタテガイ超穀生産があげら

れている｡サp-!軌 まホタテカーイの唖曲生苑地であるとともに,BE.L型的な七夕テガイ炎瀬切として利用され

ている水域である｡

Table2. AmoLU一10fculturedsc(111ops(×103)HlLakeSaromn

1975

Aug Sep Oct Nov Dec.

Mらド∩

.;

.

:･
I

9

3

6

QU
3

LL'

-

'L

r
.

■-

1

--

..
3
,

m
畑

756

｣

3

ノ1
i

2L1802 13Ll87 1386

44089 44LL47 452L9

384756 384756 384756

Mily Julle July

540 235 125

43833 43833 43833

38L1756 58550 58550

(afterL㍉りL,1980)

Table3. POCbudget(rrlg/m2/くIay)= LtTlkcSilrOIlla

T',pnmaryI)ror1"cl10n,I,lnflo､､′lngamOLlnLofPOC,a,nmounlOf

btodeposllby pltLllktOtlFeeder,ド くLmOuntOfPOC li'kenby
pl̀Lnktonfeeder,I).umoLlntOfPOCdlSSOIvellby■1-LCrObe,S,
slrLklngamountOrPOC

DuralLOn P l t3 F (l)+S:

June-Aug

Aug10cl

Ocl-Dec

Dec.-M乙lr

Mar-lllne

22L1 4 134 225 1094

9L)8 13 121 284 1776

032 13 235 440 853

1̀16 2 69 178 53

639 12 84 221 2506

(.lrLerFu)1,1980)

111. 生殖生態と産卵規模

生殖は,個体群の存続を鉄肺する鰍走として,生77T.史のなかでは必本的な1締切を形成するbしたがって,

生殖生態は個体群の生活過程を朗らかにする上では必嬰不可欠な分野を占めているはかりでなく,産卵別iL三

田の男的丑的脱税や,産卵にLM迎する生態的誹側両からもたらされる産卵11.iの変跡 こ対応する健靴 ヒ産技都I

の確立を検討する上でも進捗的な知見を授供することとなる｡
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これまで,ホクテJ/イの属するイクヤガイ料の生細生態にLNしては,生雑巣発達の季節的変化 (山本 19-13.

YÂ1AMOTO 195Da.MASON 1958,･lVI'野 ･掛 Il196L,弟Ⅰ久jf･小原 1967,HENNICK1970,NAlDU

1970,TAKAHASHI&MoTモ11971,九･小節 1973,小畑･giM 1975,OsANAI1975,九 1976.1g78,漉

ら 1977,廃･皮内 1m ,JH真田ら 1981,WALO8EK1982,Jll#Il119831,成熟を支配する要EEl(TufミNER

& 日ANKS1960,SAsTRY1963,1966,1968,1970,1971).di-卯帖Pはその年変動 (木下 1940,Ill本 195ld,

YAhlAMOTO1952)tL:どの多くの知見が腐6-1されてきた｡このうち,生細巣成熟過世を取扱った某所の大部

分は成体群をJl奴としており,幼体からIR体に至るまでの牲IR軌を生如細胞の形成と発育過程をもとにして

体系的に朗らかにしたのは MASO.～(1958)による PeELe′=〝LL,CIJJILLS自然個体群についての搬JL.I:と川英凹ら

(1981)によるホクテガイ垂下At縦群を対生としたR都をみるにすぎない｡

JR殖個体群が産卵親北田としてn然個体群とともに,ホタテカイ個体群の維持に大きく朗与していること

は,近年における垂下必勅の苑地からみで無税できない塊盤であろう｡この,L:T.を 服々するならは,ホタテガ

イの生拙生態にLNしては自然個体群のJkL軌過程とともに丑叔個体的こついてもllEJ柑こ把握しておくことが産

卵親授を推定する上で必要となる｡

この章では,自然他体群と凝細個体群について生地細胞の発17過程をもとにして幼体から成体に至るまで

の性成熟過程を比較し,産卵群にhLl人する個体の年齢と産卵Bl掛二はたす必允個体群の役'L,Wを明らかにする

とともに,産卵を支付する賓榊について倹肘を加えた｡

1 材料と方法

生弟細胞の形成過程を枚祭するため,R舶個体的 上Flg 7に,示した地点Aの裁舶施設より.また,〔l然

個体群は地点Bにおいて桁鰍こより妬)11回それぞれ30-L10個体を採集した｡採火他f如i戯LiをPl定披.
ただちに軟体部湿韮最を秤量した｡組織乍約枚祭のための生殖典中央部より蜘り頼った軌秩片は,ブT/氏

液で固定した後に迎常の力法によりJg:さ6-8FLのバラ7イ'/9川 とし,デラフィールドのへ-(トキンリソと
エオン/の二流染色を行い光や斬徴税秋芳引こ供した｡これとは別の釦軌 トをカルノ7液で尉足した後,ベー

カー法による PAS反応の検出横木およびリ･//法に上る臓Tf検出の摂本とし,卯l諌細胞の卯此形成税掛こ
川いた｡

r▲g.7. SketchmapoELakeSa-oma.showlngthelocalltleS

aLwheresampllng､､･aSlXrEormed

2 生井沖胞の形成jA捜

生殖巣は結合組織と筋肉畝織および娘状の中瀬より鰍犬されておJ),JJi如細胞は小･9<内側の生赦上皮細

胞の内側に配列している｡生雑細胞の形成適役は.)L【1976)により次のように区分されている (PJaLel,



10 九 邦 叢

Plate日 )｡

f.lf千形成 耶娘の′ト#腔にはI,.81I一にわたり核径6-10/Lの柄Iit細胞がみられ.神勅mJrこはjh'如 )製をく

り返して教を梢すとともに,細胞は小型化する(frTぶて細胞JgIL輔殖分製を終えた榊原細胞の核内では,淡色

糸が対令して核径はLl～5/Lとなり(折一次fIILfl細他人ついで,染色14:が赤道面に並んで第一次収熱分軌こ入

る｡防径は3fLほどである(抑二次t.nJ細胞期).節二次flniL細胞は引続き第二次成熟分割を行い,防圧15-

20FLをもつ耶細胞に発付する(甘Jt細胞期)｡削細胞は.その後,7変態してliさ3E･.肺 トー2/LのWI部と,長
さ50FLほどのF広郷をイiする郁子となる(郁+糊b

卵形成.卵巣′ト事には周,'T'-にわたり形状,大きさともfI怖く細胞とが似した卯蝶細粒が入られ 梢殖肌こ

く上Tf糸分裂を行って故を糊す (卵軒細胞期も 卯併細鰍ま淡色糸が71命すると核径7-10/̀とlL:り(対弁別),

成長にともない鰍也即の先端部が次邪に小難鮭へ犬山する形態をとる｡卵UL形成は核往 15/L位になるまで
はみられない(無卯yL肌.その後,抜径15-21/りこrJ:ると,核の外周辺の細胞質に卯刊の形成が締まり(那

荊形成I抑nlL核径20-40Fりこなる｡この細域か1汀朝型をJlL,細胞節会体に卵光球とaLl球が均一に分布す

るようになる (卯戯形収後期k 成滋の進展にともない卵柄部がくびれて細胞は小我腔へ逝ポし,抜径25-

LIO/I,卯径55-80ILの約-次卯l畑FIIKA(収糾J抑 となる｡

このようIL:生親細胞の形成過程をもとにして,Jk細巣の成熟過程を次の7枚恥こl享:分した (P一ateIll,

PlatelVL なお,段階の区分には雌雄個体とも令個体から101ト事を任意に適び出し,1小義中での各党†7-

段軌こ城する雌性生殖細胞が全紙掛こ占める百分比の平均臥 あるいはIfI'i脹小義l由肘こ対するfIT子塊のfJT

JC分化期 (0期).孤秩像から雌株の判別は肘姓で,生殖原細胞がGF一在する｡

分化朋 (火成熟個体)あるいは休止期 (朕体個体日妨 1朋).frt巣{･I王統楳細胞が増加し,卵巣では卵原細

胞と抄朋の卵T3細胞が小我艶に並 ぶ｡この期の後半には無卵我期の卵付卸値の出別が認められる｡

成妓刑期 (節II期) 耶巣では第一次.抑二次mIJ細胞と耶細胞までのJL軸細胞がみられる｡卵胞では卯

yt形RRJm朋の卵符細胞が出現し.卯苅形成後mlの卵柑細胞がJt生細細胞のはば20%を占めるようになる｡

成長後期 (祈tLT朋) 柄巣では郁(･がfIl.BLL,小事面81に対する附子塊の占める部分 (柄子比串)はほは
劫% に逮する｡卵巣では卵粥形成後期の卯柑細胞が20% 以上で,かつ成熟期の卵母細泊がほは20% を,Ji

める｡

IR熱風 儒 IVnl) 約束の小我は20-80%の横丁比率を′J叶｡卵胞′ト強は成熟期の卯IiL細胞が今生舶 l

胸の20-80%を占める｡

放出期 (第V期) f''ltJfあるいは成熟卵の放出に1り.fIt果,卵巣ともに小我中央部にIB隙が認められ,

柄者でl蛸与原細胞から耶細胞までの生水細胞が,後^では卵原鰍臥 無卯gl}肌 卵-3L形成JgJの卿せ細胞が小

我壁に少数認められる｡この肌 王,さらに柄f･および卯の放出度介により小葉中でのこれら成軌生細細胞の

(Ji有事が50%以上を保持しているdiJnは,放出が進み50%R沸となった後期とに分けられる｡

退化期 (未成熟個体)あるいは放Ell終了期 (JR体個体)(那Vl期) 成体個体の′ト書掛 王生殖細髄の放出に

より完全に空似となっているが.一部の小額では人故旧の班存f1-ilあるいは残存収熟卵がみられる｡また,

小嚢壁には甘嫌 ではf17l'j細胞が.卵巣では卯脱細胞と無卯拭JmのgPljJ細胞と退化途上の卯炎形JRnめ卵L.L細

胞が少数みられる｡これらの l̂放出生穀細軌 i食細噺再鍬こより退化吸収される性が認められる｡.た成熟個

体においてほ生稚巣の小我軽に空隙はないが,卿･l細椴やf,'tlLj細胞,郁細馳 ま食細胞活鰍こより吸収されて

いる0

3 生 薙 周 期

垂下衣鵜のl酌個体群と2齢個体群についての性分化と性状熟の様相を,liiIAJiで′)ミした生殖細胞の形成と

発育過掛こもとづいて′Jミしたのが Table4である｡l船群の5月の操典㈹体は令胴体が雌であり,収長JiiJ

PJと収戊後期に.核当する個体で'IJめられてjb.I),収約1抑こijSする個体は認められない｡6月から8月には,

これらの個触ま退化籾を経てA-分化Jglの個恥こ移 る｡9月から分仙仙こ入り,LO月にIiJRl硝淵 へ発達する

僻体も見出される｡10月以休作までは雄性個体では大部分の個体が分化nJにとどまっているのに対して.雌
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Table4. Seasonalchangesm lhegonadalmaLur.tyOElhescallop

Age c｡R:三?ed

Neuter Male Female

O I u IE IV V VT 1 H Trl]V V Vl

I-yeaT10Id May 20,1975 12 21

(CulLured) June 17 3 2 5

Aug 1 11 8
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9
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1
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S

;
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竹
山
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日

山

的

Aug

G

ocI
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De｡
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Aド

2-6-)rearsl01d May 2Ll.1963

(NallVe) June25

July 30

Aug.2LL

Sep 26

0ct 2g

Nov 14

Dec ll

lTeb 10.1964

MilT 13

1 6 5 1

4 2 12 10 4

12 4

7 6

10 17

17 1 15

Ll l3 10 5

15 2 2 15

6 1 4 3

3 10 1 1 12

APT 17 9 13

Note 0,und】ffcrenlはtedstage.I,d】fferen=atlngStage(1mmatl汀elndlV■dual)0日 estlng

stage(adultlndlV･duaL),打,earlygr0､､,1n轄Slage.Irl,lateJ;rOWlngStage,lV.maLurlng
sLage,V,breedlngStage,andVL,degeneraLlngSLage(ImmaturelndlVldua])orspent

stdge(adu)Ilndivlduall
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性個体では成長Il;JnJにまで発育する個体が多くなる｡このように, 1齢個体はBf_として位控づけらJtた後に

退化肌 R分化朋を経て雌株に性分化する｡以後.2輸個体にlL:るまでは糠では分化期として耶麻細粒の村

瀬期のまま,また.雌では卯炎形成後期の卵母細胞の発Jqが認められる過捉ま{･発育する点で雌雄による性

状熱過程の逮いが.沈められるが,いずれも成長後肋以掛 こまでは発育しない点で共油している｡

2齢個体では雌雌とも5月中旬から6月中旬にかけてEl抑 )の経過とともに,成熟Jglから放lEl.期,故山終了

Jyト と徐JtにそのEtJ.別新鹿を増し,7月には雌雌ともすべての個鰍はHcJE二期に放当する土l=机娘をもつように

なる｡その後,10月まで休lt二期の個体がは占しているが,11月からJR艮前期の個体が雌舵ともにこれに代

り,1月下1i)から2月上il7恥 こはばR後期に移行する個体が入られる｡4月にはすでに状軌跡こ入った個体

が-lW認められるようになり,5月中仙こは全個体が成熟生舶弟をもつに至る｡

2齢以上6齢までの個体からなるF'1然個体群のtLi難細胞の発育過軌 上,5月から6)Jにかけて放EIHgJJo-よ

び故山終 11PJの脈仏が大部分をJrlめているが.7)｣から10J]には休LU帥こ.その後.2)Jから3月卯までは

ば艮机肌 成長後肌 二,また,4月には全個体がJR射朋にまで･i至る｡これらの鮎J射 ま垂下Ztt細2齢個体群の

′iiす生鵜周期と榛めて類似している｡このことは,2恥以上の個体のたどる生耕J,q朋は臼然個体群.垂下衣

厳個体群を問わず同一であI),5月中11)から6月巾flJまでの生地糊,7月から10F=とでのITi滞期,11月か

ら3月までの先述肌 および4月の成熟期からなる1年をII.lJhlとするIai昂的な児ff過G!をとることを′1ミし

ている｡

生殖細胞の先付こともなうノ巨細典の相対的な -̂ききの変化は.軟体部ik盤に対する生殖典並iltのLtl'分率か

ら生殖姓桁数 (CSL)としてぷ小するりが背Alである｡浦2m以上の垂下養殖個体と自然個体の GSIを生殖

細胞の尭Jffを基埠として区分LI=成熟段Mごとにまとめたのが Table5である｡GS【はけ･1-成熟段断では

雌雄に上る差掛 1ほは認められず,生親細胞の発作が進むにともない増大し,その放出により淑少を′Lけ こ

とは明らか{･ある｡いま,概略的な GSTの平均僻をみると.成熟期にある個体では20を,政は.rlWJIこあ

る個体では15とみなすことができ,放州終 rJyJでは10以下ICある｡そこで,GSIが20な加える伽体が全

個体の50%以上を,71す幼和 上Bl紫紺が成熟肌 こあり,GSl20｣三浦の個体が全納体の50%以上を占める場

合は放LLJ.期にあり,それに引貨いて10人弟の CSIをボナ個体が全個体で占められる憐介には放ttS柊r期

にあるとみてよいであろう｡

Table5. ConparlSOnOfmeangonadsomaLiclndex
betweenrǹlle之Lndlel11̀lle

GonadsornaLIClndex
Gt川adslilge

Resting

Ea-Lygrowlng

LlttegrOWIng

MatuTInS

Ear)yL)reedH)g

I,Atebreedlng

Spent

Male Female

58±37 74±17

103土20 110±19

LL10j:5L1 166±30

21:Zj=45 20.4±3.7

159±42 167±45

98±31 13.0±35

56j=lL1 75士1.9

TestoF(Hrrerence

Fo F(OOS)

474>175

111<174

32LL>226

1.48<197

1.15<1.69

127<284

184<186

成熟期からJJi水仙こ該当するmJr;qt5-6月)における自然個体群からfL:る親雅粗のCSI職歴分和(Flg8)

は年に上り群成熟を.Jけ 時期が5月上付からSJ]T佃まで変動すること,57=としての産卵終了時朋もこれに

対応して6月上ilJから6月下tdまでのヱ三火を'l壬すこと,20を越えるGSlの瀬切I爪のみられる時期も大きな

追いがあること,E榔 iJ経過にともなうGSl収排他の接少串にZ壬火のあることの肌.'f.をあらわしている｡こ
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196旦 巨 主 よ
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Fig.8. Gona〔lsomallCIndexornal･VeSCallop

durLnglhespawnlngSeaさOn･

のこと仏 産卿梢始時期および産卵朋始から終了までのJp脚】が年にJ:り大きく変助していることや,産卵の

血的規模が年により庵めて大きな追いのあることを小蚊している｡

4 産卵規模の変動とその要因

姓卯瓜の大きさは.虎卯に㈹与する各iIニ齢群の個体数と各年齢群に鵬する雌性個体の放LLJ.卯iLtとのも●lt非と

して推定することができる｡Flg7に,I;した各地.･文において定面も■tの桁網の虫網により求めた'#度にもと

づいて傾度面甘l法より慮卯群の年齢別個体数を推定し,性比を11(和久-)卜･小脱 1967)としてこれから雌

性個体群の大きさを推止したのが 1､.TIt)1e6の結盟である｡ この際,垂下腰細個体については,各地点に設

ilVlした必殖施設の収容個体数を基礎にして仝垂下着席個体数を推近し TtLble6の下欄に′Jくした｡l僻体当

りの抱卵l誌(y)と生私巣のl泣虫見 (W)との間には,y-(2321u+19)xlOlで小されるような-次回捕式が成

立する仙 本 1964)ので.産卵開始時肋こ当る5月と終了)帥こ当る6月の生枇典韮並をもとにして,上式に

よって攻めたそれぞれのILWルこおける抱卵liとの道は産出卵l;i:に相当することになる｡Table7が令咋におい

て GSl他よりみて,Bl始P]が群成熟にある5月と放出終了にある6月における年齢群ごとの平均/Ji和典重
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さiとであり,上式を用いた抱卵且の基から産Zti卵且を求めて T('ble6に′Jモした産卵雌娘軌姑に乗じて総産山

卯i止を求めた結架が Table8である｡縫産出卵晶は年に上る産卵BL雅Blの年齢組成や生難典正造の追いを

反映して年により大きい変動を'71･し'Cいる.

産卵規膜の年に上る追いは,産卵Pl閃中に鮭川.される卵鹿の大きさとともに産卵時期の追いも考膚しなけ

れはならない｡いま2月から5月における自然個体群および衣Wl個体群の平均生殖iLil行数(G)と生息域の水

Table6. PoI)LLl.lLLOnSLZeOHenlalescallopS(×103tndlVldual).

sFceaT,aol.; Age 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971

2 792 J175

3 1084 1917

Ll 910 650

5 785 856

6 521 396

7< 2L152 3510 2

80

78

40

ぬ

41

6

.4.
5

5

6

0

2

㈹

912

5-6

148

醐

脚

調

00

58

89

劫

胡

Cultured 2 0 0 562 45LI7 4144 4132 7

33

17

02

86

%

過

つ
ー
2

日∠

3

▲q

CO2

33

17

15

拡

67

8

Totalno 6544 7804 8521 10026 8725 8625 12379

Age

Table7. Meangonild､ve)ght(wetgr.)ofna=vescallops

1964 1965 L966 1967 1969 1970 1971

MayJl】ne MayJune M;ly 】une MayJune May lLLne MayJune MayJune

2 52 30 62 28 55 35 73 I9 52 30 31 13 55 35

3 175 6:～ 182 78 144 70 232 55 232 79 99 47 193 40

4 283 105 261 139 255 8L1238 u 8 267 112 168 63 234 73

5 295 131 348 135 306 104 292 82 375 120 200 77 248 91

6 26I 134 366 178 345 119 367 L20 392 127 262 66 2Lt4 107

7< 335 1･15 425 153 343 145 L117Ll133 398 127 2g2 88 264 117

Table8. Number(×1012)oreggsreleased

FemalescLllloP Age l964 1965 1966 1967 1969 1970 1971

NatlVe

2 5 5 2 10 2 1 1

3 36 59 15 47 20 3 8

4 47 23 83 18 2LI 13 9

5 38 25 86 71 37 18 18

6 19 :22 42 44 L19 27 こ20

7< 137 279 182 144 170 154 122

C1】11tlred 2 0

ToLiLlno 282

56 20 43 54

390 322 259 232
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ai(I)のIXI休をみるとTab】C9のようになり,このrJ･]諸l糊こはE-OLI4LIG-6728という一次恒t桶閑孫が成立

する (lTlg9)｡親1J洞 が成熟馴 こ達するのは,CS120を示す個体が全個体の50%以上をlちめた時であるか

ら,回ん描 線よりGS【20に連する水温を球めると22oCとなる｡水温の定点観測地点である地点C(FIE7)
における午後 12僻の衣面水温dll僅幣料にもとづいて,成助肌こ適した4月より産卵時に入った5月末まで

の触Llの水温を2どCを起J.1ぇとした折井値として潔め,これを放出8.i界温度として ETlglOに'l<した｡こ

の図にはすでにIilJ'41IC･述べたように GSL20̂ i満の個体が令個体数の50% 以上を占める帆 .'!.を産卵般美即与

としているので,そのrll畔を F】g8から求め,それを FlglO中に矢印をもってRbしてある｡放出ill井

温度は各年次で水温の上11巌過により遅速はあるが,産卵のJ泣WIL判別は230oC･Elから315ccHlの聴取)内で

平均285oC･Elに過した時に破当しているO産卵地Mltl棚 Jの咋による追いは,この61i井温度に適する水温上
Jlが年による遅速に起l封するということができる｡

Table9. SeatemperatureaLwhlChsctlllol)S】nhab.le【l

at-dthegonadsomatiCIndexoFsc･･llop

ScillloL) Date

963

96

鰯

1

0

6

0

3
7
･

5

9

9

8

ウ
】
2

ウ
)
1

1

1

1

1

1

Feb

仙

A-r

…

M-･r

A-r

May

仙

May

May

aN

Temp(oC) GSl
15
.
-

15
.
-

崇

1-
.
l

l-
.
-

削

1-
.
-

2-
.
0

2-
.
-

9
.
-

㌫1

3

10 20 30
Go√伯dsorTLatk=lndex

fig.9. Relal･OnbetweenseatemperatureandgonadsomatlCIndex
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Fig.10. CumuhllVeSeatemPerLILure 5 考 察

su'lacesealenPeraLL■remorethiLn22｡C 'Ji称 こEMする生唐学的知見を紺るf段の1つとL

measuredatanchoredsLa=OnOECare て,本研究では生殖細胞の形成と発育を姑礎とした生

=lCCumulatedfro.一一AprlLI.nei.Chye.､r 細娘段肺をli分する力法をとった.この際,可能なはi
Arro､vslndLCatethepeakor叩.川,n･叩

り客観的な区分法をとるために生殖細胞の形態的特徴

の力とかま特に性成熟に関して,これまでun虫のあった若齢個体についての生殖巣成熟過掛こついての検討に
は1J'効であり,FIE llに快式的に,1け ことができるように, l齢個体の生瀬細胞の発育過掛1分化朋を捷

て成艮後期までは進tFが,その紋は成熟生地細胞の形成までには至らず,退化吸収されて再び分化期を経て

想年作に2齢個体となってから成熟に逮するという過程をとること｡また,2齢個体の生瀬7)と成熟過執ま垂

下At粒個体と自然個体で大きな差異のないことを明らかにした｡

産卵群としての2齢個体は3齢以上の個体よりig･出卵JJ:が仙対的に小さいこと(Table10)から産卵群の

王射鰍武nとはlJ:っていないが,秦殖生産のBl供拡大とともに収容個体数が畑火している養殖個体群もItLi生
産に鵬り･していることは･1りさであり,さらに収舛個体数がqE火するならは,何JJi産への関与の度合は芹は 19

TablelD. AmollnL(×104)ofeggsreleased
l)ernatIVefemiL)elndlVldllal

Age 196LI 1g65 1966 1967

2 631 1053 592 16LI5

3 3321 3078 2119 5I53

Ll 5217 3538 5006 3488

5 -1808 :狛20 5776 6185

6 3727 5555 6688 7237

7< 5567 7949 5800 8536

Mean 3879 L1015 4330 5374

細

別

仙

511

370

692

933

4

1970 1971

t

I

掴

脚

4-55

雌

40-｡

例

拙

僧

慨

は

糊

5--1

5--7

伽
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てくるであろう｡しかし.現在の衣兼免快のもとでは.産卵親柴田を構戒する年齢群のうち2脈個体群D鹿

産山卵丑への寄与は20% 以下にすぎない｡ したがって,種苗生産地としてのサロマ湖においては3rp･以上

の親躯団量をある水準以上に維持することが今後とも必要である｡

さらに浮遊幼生朋をもつ唖については.産出浮遊幼生の発育と成長はliJ体の柴衣状億によって膨廿される

(HEL･M eLal1973,B̂ yNEeLaL.1975)ので.唖甫生産の立切からほ産LLJ.卵血の大きさとともに年齢に上

る鹿川卵の形質や,妬出される個体の1埠生殖に対する膨邪が明らかにされたけれは兼穀2齢個体群のpi生産

の寄与を評価することはできない｡このような意味では卵形矧こ関する生FJ!/-1'Jl的,育唖迎伝竿的な諜魅が今

後に残されている｡

lV. 浮遊幼生群の動態

･+.タテガイ朝の浮遊幼生に関する菜掛ま,発生学的分野 (DREW 19価,GuTSELL1930,山木.西岡 19LI3,

SASTRY 1965),形瀬号的分野 (JoRGENSEh'1946,REFS1950.MERR】LL1961,宮崎 1962,LL=frIJ1964.

林･寺井 1964,CHAT(LEY& Az<DIミEIVS1971,九 1972,PENNEC1980).浮遊幼生の出現と分布に関す

る生慮学的分野 (三常 19L10,YAMA.VOT01950a,′mf1971,小原 ･九 1970,九ら 1973)があげられる

那,浮遊幼生個体群の動態を同一水域において経年的に究明した知見は捷めて乏しい｡

押逝幼生群の動態は,什R椎貝朋以降の個体群数且に大きくLMg-することは当然であるOこのことは,･i=

タテガイの唖苗生産という観点からは,効率的な採苗技術や採市予畝は どにfn:接つながる重要な誹雌を含ん

でいることになり,産卵脱鱗が年により大きい,変動を示している限り,押逝幼生eT･の動態についてもT<年に

わたり継続的に把握することが必要となる｡

この市では,まず,R然HrJL城に出現する各仰二枚flの浮遊W_liから♯タテガイ幼生を識別するための形態
的特徴をLyIらかにした後に,これにもとづいてホクテガイ77-遊幼生印のIIJ.秋穂とその変動の実態を1WJL,

ついで,敦盛変動を支hlする安閑について検討を加えた｡

1 方 法

浮遊幼生の操典は,5月下11)より7月上旬にかけて Flg 12に示した各地点において.Fj径30cm,網目

.XJ(13のプラ/クト./ネットにより氏層から玉樹までの垂直巧いこよった｡また,同時にいくつかの地点では

fig.12. SamplingSlteSforswlmm.nglarvaeandspats

A anda)ndlCateA reg10n(westpart)andら reg1011
(elLStPart)respec=vely
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ホソー/採水法に上る層別採躯を併用した｡採典試料は10% 中性.+.ルマリ./でrBl定の後,ホタテガイ幼生は

REF:S(1950)の))一法により次亜位索恨ソーダで幼生の軟体部を桝解後,新剤針で開放し,yリセL)-/ゼリー

上で仕出をRl正して奴の形態,特に蚊伽の秋祭に供したC

2 ホタテガイ浮立幼生の形態的特aL

ホクガイ幼生は敬借の位位,幼鏡板の歯式.後端部の形態など,これまでの幼生分加の折襟ではイガイ料

幼生と捷めて類似している(RE丘S1950)が,以下に示す特徴により識別することが可能である｡幼生の体

各部の名称liFlg.13に示した｡

:ト｣

･∴ 岬 -∴キ ー

L pH 1

'@ , ≫ 駕 ≪
2

::L':チ ::I/:I

＼も塩 </-

ノ〆 声〒 〒 句 ー

El tjiiiiiii55iiiiELru
Fig.13. DevelopmenLal､LageSOrlw10dLSSOCO'∫CJ'larva.■lsll'nge

morPhogenesISilndlermtnologyusedlrtdescrlPtl0n

l D-shape一日ilrVa(SL145jL) 2Ear】yllmboslagelt､rỳL(SL170IJL

3 Umbostage]̀lrVa(SL228FL) LIFull-gro､vnlLLrVa(S1-270FL).

A anLerLOr,AD….antero-dorsalmtlrgLn,AM anlcr･orrrLargln,
HL,hlnge)lne,LV,left､･alve,PR,provlnCulum,PDM,l)OSterO-

dorsal.nargLn.PM ,poslerlEJrmargLn,R＼■:rlghLvalve,SL,
ShelHength,U,umbo,andI-M,vent'almargin,

D型期 穀長は100-150F･｡嫌藩軌 ま舵線状で,放aiの膨出はみられない｡奴の形状は即1後不等で,前軸

部の円弧 i後操部に,tベてやや崇い｡蚊鮫の前部と後部には.それぞれ2ないし3個の疲歯がある｡イガイ

初期殻Jjn畑 放良は150-200FLをイJする｡･Bt形は脱線方向へ仲良して長円形であり,奴恥1嫌布線の中

央にやや膨山した形をしている｡3-4個の軟栂をOiL'lえている｡ この恥こは省外が.沈められるようになる｡

放前期 200～230FLの助長をもつ｡叔qiの膨出は作軸部の荊後にまで及ぶようにIj:るが,まだ弟しい膨
出部を形成するには至らない｡叡形は卵FIJ形となり.鎖&-の前後軸端部にそれぞれ3ないし5仰の攻歯を

もつ,後閉殻筋が体後練瓢に現われ,足の先述がみられる｡
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成熟脱 穀lJ'<lま230-310FLに適する｡穀頂は著しく膨=するようになり乳WLI犬を崇する｡I,-&Iy7線満のFJi

L弧は鋭くなり,ここから収録中火付近までは山線状に近く,それより後細部にかけては円形を抹つ｡鍍船は

5ないし6僻となる｡放長が240FL近くなると,唇弁の).⊆部イ･l近に直径5FりまどのFR･加 も出現し,よく発達

した足をもつようになる｡

3 幼生の出現期と分布

それぞれの発帝過程でII711Jiで'),したような形態的特赦をもつ浮遊幼生について, その出現消長を近ノ.Fェ(地

点2)において触媒した結巣が Flg 14である｡早期に推卵が1511的された1968年を焼 くと各年とも5月下ifJ

より浮遊助JJiのELJ.秋がみられ,罷的にr;TJ越している6月を経て7月上旬ないし中イl)(こほLu現個体は認められ

なくなる｡このF札 5月下旬から6月上伽 こかけてD型邦書幼生が憤LiTするが,6月中仙こなると初期叔Ⅵ肌

および叡JJjl期幼生がこれに代るようになり,6月下旬からほJR熟胸幼生のLLJ.現鬼が大きな'rDJ合を占める.令

I,l一次に地/:I.2で採鉱された幼生群のうちで山現場が最も多かったjg=ほ 示したのが Tablellで,これより
竹咋次とも幼生群の瓜大軽度は6月にみられていることで典姐しているe

これらの幼生の放浪iIPl娃結火 (ng 15)は推LLJ.時を典にするいくつかの幼生群をもつ坤のあることを示蚊

May June Ju一y

下Jg.14. AppearELnCeOfswlmmLnglarvaeatst2
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Tablell. MtlXHTMm numberors､vlmm】叩

tarvaeapl)earetlaLst2

T)aleWhenlarvaeabLlndt1■ltl)叩peared Max一m､】m dens】ty(ln(l/Tn3)

June 5,1964

Jtlne 5,1965

Jtlne17,1966

Jtlne12,1967

June 3,196B

June28,1969

June12,1970

J11ne 4,1971

Jllne12,1972

(%)Auuanba,｣

I_I./〇一必定宣 _:::--I-_-:-_::一二 一才瓜Ju〔111

二二..1,.I;::二言･_..･

∴∴

-∴~∴-ll:∵:∴二二‡.:∴ShelHength(̂10JL)
Fig･151 H'stogramsstlOW,ngthefrequencyorshelllengthof
swlmmlnglarvaeandseverallt=edno,matcL】r､rCSCalcul{Lted

bytheprobabll･LygraphrrLeltlOd
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しているOすなわち,1968,1969,197L,1972年は1肝

から,1967年は2群から,また L970年は3肝から桝

成されているOいま,各時点の山BL幼生群が示す戯此

分和から構成している群をCASSIE(1954)の確率耗法

にJ:り分難し,それぞれの群の改良の位新値 (Fly15)

を求めて採集E日脚こ対応させると,狩迩期間中におけ

る幼生の成長過程を辿ることができるcFLg16がそ

れであり,いずれのGfも-次回柿的係で示されるよう

な成長過程をたどる｡各採jL三時を5月lHを起点とし

た経過Tj教 (D)とし,これと対応する幼生穀iu L･)と

から成長式を求めると 1､able12のように罪ILJ.され

る｡この成艮式の-次回相称 ま成長率を,7,.すもので,

浮遊幼生の1El当りの腕足は32FLから63FLの毅･動

はあるが.平均 51FLとなる｡令年次における浮遊幼

生群は,lTlg14および Flg15に示す採継目以降に 訪lBO
-10

はLI慨 が認められないへこの稚魚は,このJgH=l以降に 100

ほ浮遊幼生畔が-ZF生生活へ移行した結巣と考えられ

る｡もし,そうであるならば最終測定日における幼生

穀長の放朔lhLは-fli生生活移行屯r】iJの成熟幼生の赦良を

あらわしており,浮遊生活終)yJの大きさに骸ulすると

考えられる｡Flg 16に示すJR大値がこれで,ほは殻

長 260/Jとみなすことができる｡座付.された成熟卵径

は約80FL(P】ateII,F)g8)であり,殻長 120/Lほど

の識別可憶に近いD型幼生までの発育時間は8-9oC

下でほは2迎r;TIとされている(lrr本.西岡19LI3)ので,

この間も前述の心線的な成戊をたどるとみるならは,

Table12の一次回帰式の左qjに受桁卵の平均卯径

80/Lを代入して柑られるFI数は5月lEEを起点とした

260
220
180
Ilo
100
0
2も0220180140一oo
20th 30 10 50 60 708

Days(fromMayl)

Fig.16.GroⅥthOfswltllm】nglarv̀Ie

Table12. Dllr.L=OnOHarva】swlmmlngStage

year RoeF'leaSrSJaolngfroorllvITlla Gr;;I:dIこyr,ate Du'a-.onor,(S,ご;rm】ngstage

1967 事 L=51D-769 51 35

相 I,=47/)-1103 47 39

196B i-43D+238 43 42

1969 L,=321)+270 32 56

1970 ★ L=58D-4LL5 58 32

◆◆ ⊥-60上)-963 60 30

*◆暮L=63D11768 63 28

1971 L.=51D1468 51 35

1972 L=57D1610 57 31

NoLe iandDlndlCaLeShe‖length(.a)anddayrespectlVely
l)aysareaccumulatedslnCeMay1 Slmbots書,H and*榊 】ndlCatelらt,2ndand3rd
groupOHarv'Il…lpPearanCereSPeCtlVely
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産EJlまでのn数を.また,260jLを代入LてLrlられるF=l政は5月Irlをhl,Fl･としたflJ生生活移行までのFl数
をあらわすこととな,),いhJJBの基は押逝)別間を示すこととなる.このようにして算LLlした浮遊期間の推定伯

('nLble12の右側)は28日間から56I=糊こ及び,平均36n間が狩られる.

I日.I.】BJ移動を行っている (Flg 17)｡ この分IJFfは日中は中層域に,夜間は盛岡城に中心をもつような帆[りを

とる.発育段附が進むにともない,このqI.r.'朋1-樹齢瀬となり,しかも分JrJ'の中心は収用域に移行するよう

な様相を示すようである(FI芭 18)｡

浮遊幼生の水平的な分布 (FLg 19)は,いずれの叫においても浮遊JyJFhrlの初期には-il三部水域と,これに挽

く糊口域に向う北Jiと域にT.j密度分布を形成している｡このことから,婚度に差兆はあるが,湖全掛こ広く分

May29 TlrTlelnI.似.lrS

. ~-_-- :: ~ 二‥ ~

~.1 ∵ 二 _I
1rd nooHaTVaerrT

Fig.17 Verl.catdlSLnl⊃l】LIOnOf5､､日¶m･nglarvaeillS16Ln1968

May2930 0m

Lr - ､- _-:: 一･.~~｢~~｢■~■~..･ー_一一一■王
ら≡聖跡 -
;.T■_ 9〔 __ _

TLmelnhoUrS [コD-5haped⊂】E叫 unbc

=LA umわ ー Fu"" h

TIrTlelnhours

Fig.18. I)lL･rnal･1PI,earn.IceOfs､V=一一rTllngltlr､′aeLn

(llfterenLta〉eTS.llS16Jn1968
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悔 呂. ≡憲 S･真.ef.lT:,aye..
UZ LJmtOSl■皇el■rya･e
F 一ull.grown与tage larvae

下ig, 19. 71orlZOnt.lld■sLrlbut10nOrSWlmrr"nglarvae

布していることではいずれの年においても兆泡している｡しかも,浮遊JVlの終j軌こおいては分和'#&:が~汗し

く減少し,浮遊)PlHり中の大きな減耗のあることを排'jjlさせてはいるが,分Jrl'hXは湖食掛こわたっており.I'.●石

碑皮分祁城もTwルほほはr･,J-水域にiimされている｡

4 浮並幼生群のt変動

すでに Flg 19で,1;したように,幼ノl三の糖度分-仙土火脚の海域でT,'占く,糊内部へ向うにつれて希縛にな

ち.ここで,この竹LA'ク川丁にもとづいてサ17-!湖全体の幼七.aを推定するため,湘内を西部(A)と東部 (JiJ

の2水域に区分し(F■g.12),各水域ごとの77逝幼生の現存亀を Flg 19より糾JJ.Lた結盟が TIlble13で

ある｡浮遊幼生の税存且は L969年を除いて,いずれの年も西部海域で多く,東部で低い｡産卵桝始より

12-14FlPの浮遊幼生の現存俵をみると,1967年の5L12×109を最多として,1970年の106×109がこれに次

いで多く,1969年のILL8×l(pが最も少なく.幼生鬼に大き1L:年変動がみられる｡この3年間ICは産LIJ.卯呈
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は1967,1969,1970年の月かこ多い (Table8)那,浮遊幼生の現存畳とは必ずしも平行開床にはないことから,

このような年による幼生IrlRの大きな安臥 1,幼生群の年による減耗の差異を反映していると乃えられる｡

そこで,浮遊幼生の現存ilLLが少ない1969年と現存巌が多い1970年における浮遊幼生鬼の収支を放卵丑か

ら推定することにより比較してみた｡幼生の締庶分科 まI'■g19に示すように,湖西部では煎袖であるのに

Table13. ToLalamount(×109)ofs､vlmmlng
larvaelnLakeSaroma

Dale Reg10n

June12

1967 -

D UI U2 ド Tottla

A 1597 744 0 0 234.1

B 2352 727 0 0 3079

To【a1 3499 1471 0 0 5420

A O4 157 269 80 510

July 5 B O3 27 121 28 179

Tolal O7 184 390 108 689

A 66 274 136 12 ∠t88

B O8 38 30 0 76

Tota1 74 312 166 12 564

A a1 O7 17 99 124

B 0 O2 06 22 30

1､otal O1 09 23 121 154

May 29

1969

Jし】ne23

A 37 06 0 0 43

B 72 31 02 0 105

Tota1 109 37 02 0 148

人 03 24 49 17 93

B O 13 63 53 129

Total O3 37 112 70 222

A 96 199 306 97 698

B 134 107 83 38 362

Tota1 230 306 389 135 1060

A 96 15LI 336 277 863

li 18 13 59 60 150

Total llL1 167 395 337 1013

Note D.D-shapedstagelarvae.Ul,earl)umbostagelarvae,U2,Umbostagelarvae,

andド,fuIトgroWnstagelarvae
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対して,湖火部では渡襟であるので,サロマ糊を F)g19のi/J生の'#度分かこしたがって,A,Bの2海域

にtX_介し.湖 llとA海域との肌.およびA,8両海域柵TLFiqにおける虎LtS卵にはじまり.後期浮遊幼生期に

Iiiるまでの浮遊)P川iJ中での死亡や外海城への維日日こ起関する減耗血を拡散モデルによ.?て検討してみた.

A,BW･J梅城でrii位相和に発JJiした押逝幼ノkは一定の減耗率のもとで減耗i･つづけると関目Sに,それぞれ

の海域榊71-閲の海水交換によって隣接海域へ分散流去する｡すなわちある海域で,ある岬ノかこ苑生した幼生

鬼の時間的射 ヒは.隣凍海域との海水交換による幼生の分散.流去娘から,その海域の減耗鬼を益引いた低に

等しい.そして,77-逝幼くl三朋を過ぎると生前していた幼生はすべて什L'-して,77-遜幼生糖度は0となると仮
定する｡したがって,A,13両海域での浮遊幼生隻の収支別保はl′A,l′llをA,aIJ･J海域それぞれの平均水容

HLt,SA.SJl,SoをそれぞれA海JS,B海域お上び外温域の77一遇幼生車齢 Qo,Qをそれぞれ外海と^海峡.
A海域とB海域との海水交換丑, '̂を妹耗係数とおくことにより次式で.Jミしうる｡

V̂ 豊 -(Sけ-SA)Q- ･̂SAV̂ -(SAIS.)Q｡ (1)

vH普 --LsB-SA)Q-FLS1.,V,, (2)

いま,A,B両海域におけるiii位時間当りの幼生尭生見をそれぞれ rA,F'JJとすると,初期車齢 iそれぞれ

の海域で PA/VA,PEE/VLIとしてあらわすことができ,これを初JgJ粂件として(lH2)を解けは,任意のf時
における7Y･逝幼生襟度のポは(3),(4)式と[J:る｡

Ŝ - 荒 lH:AA･(吐 ㌣ r̂-1):;BB)(I-Io~::-̂')C-U･-r･,∫

-(;̂̂ I(lo-'ao~̂'-I)鋸 (1- lo'rno~ '̂)e-(.･･r･7･] (3,

S･,-荒 [((;̂̂I(Io''qoq̂,-1)鋸e-(,･-,I,.
一日;̂A･(/0~'qo~̂ '-.)託.ト ー(,･･,･,･]

ここで 什- 氏 , q｡= t9̂ (7.-g:I.- i(叫 小 a-.'2Xl
T-(Lr+〟)(6〇十 '̂)+ r̂Ero, To=､J孟-7'

(4)

A,alh'海域での産卵から任濃の後退時における押遜幼生杏齢 ま,(3),(4)式の各味軌がわかれば求めるこ

とができる｡ここで,l′̂.l'lIは深挽回 Flg2からそれぞれ8338×108m3および406JIx108m3と井Eltで
き,QoとQは戚野の計井他 (1980)によると,866×107m3および284×107m3である.またSoは湖nJ周

辺粘城では幼/-kHJ.BLが認められないので0とした｡しかし,l'̂.J'tLおよび '̂については,耐接戦duLた値
は凍められていないので,糸瓜lJ.卯血を,Ttした Tal))e8,浮遊∬Jrl"'はノ斥した Table12.A,B両軸城別の

浮遊幼生菜を7)さした Table13を一括した Table14から次のように推起した.

(3),(4)式の左辺に,浮遊幼生の広大JJJ.現1日Tablell)以降のIIkをへだてた2L竺lの耕廷｢l(1970年6月

12日,6月181日 に政当するA,13fa･i海域のそれぞれのT字遊幼生禽度を代入することに上り,Iを舟こする

2風の迎立式が紺られる｡これを解くことに上り,PA,PEI,̂ 'が求められる｡ただし.1969年については.

浮遊幼生徳度が殺大出恥 l以件に扱iFIされた結果はなく,それに近い6月23Hの幼生rdf度を左辺に代入し,

右辺のPAとPJIは耗産卵且と産卵期間のtt.に1970年のPA,Pllがそれぞれ比例すると仮定して界出した｡

また, '̂はく3),(Ll)式を甘扮 して唖 の々 '̂引 t:入して別助での77遊幼生rCLだと一致する値を淡めた｡これら

の推捌 〔沖一括したのが T.1ble15であり,碗めた各係数llllを右辺に代人すJtは.任意のn数f岬での浮遊
幼生密度が求められる｡さらに,浮遊幼′巨の現存Eiは0からL時までの浮遊幼'-E締R:の611界lLEfにそれぞれの
海域の水髄節を乗ずることで強められる｡

各年の鹿卵開始時からTl･逝幼生調査を行った時期までにおける捻拒出卵血にはじまる浮遊幼生鬼収支をま

とめると171g20のようにあらわすことが山来る.ここで1970年の産出卯鹿は T.lb】e14に′Jミしたように
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Table)4. FuTldELnlenLal亡lalaTorcalcLllallOnOHarvLLLdensLty

spa､､･n)ng Amoorunt Ouroaruon Standlngstockofs"1mm)ngla-Vac

Year per■od releegagsed s､､'こttna器ng .n"Ts'tal芸.ed uOan'sSeta'1㌢ Dens"y ǹo/m～
(day) (×101一) (day) SPa､､n=ng Areslon BreglOn

lg69 26 31y_7 56 June23 37 15 23

1970 35 259 30
June12 14 41 172
IILne18 20 17 212

Table15. IknS)tyOfoccumnghrvae(P＼り(no/m3/1211rS).

Year Reg10n PV K

A 268

Ⅰ3 2206

A 160

B 1318

Note:P.noofoccuTrlnglan,aeper12hrs.V.volt)meOfseal＼aLer.

andK,coerrlClentOfnor(a)lt),

1969
(AmountbudgetoI37thdayafteronsetofspawn･ng)

FertlllZatIOn
-一一一一1---日‥一一･〉

3.22×1014 116×1011(AreglOn)
4.66×lou(BTeg■on)
5.82×1011

4.60×1010(A)
620×1010(B)
1080×1010(186rE)

I.35×1010(A)
1.90×1010(a)

325×1010(5570)

442×10H(759r.)

106×loll(39.770)

下ig.20. BudgeLOfsw･mrn川 glarvae
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71-逝幼Jl三の胡瓜Elが産卵1胡蝶=lよJ)20L相 で産卵期rLuの35I1以仙こ当っているので捲産出卵塵を産卵漸ni)

で険し,それに虎卵fNI蛤Hより調付 け でのII丑を娘じて瓢 tl.した･JAL牛とも浮遊幼JJi期の初期までに推卵

llとの998%ほどに.u当する幼生Flが准椛をうけること'CJt一血しているが その級,77･遊朋後肌 こ幸る間の減

経には両iT=で大きい追いがjLられている.この間の純化のうち,77点_iJJJl=_肋糾期の芯に対する百分率は肺心

IJlに′トされて1,･り,自然死亡による裸船上両年とも17-18% であるが.外海への維Hiiこ起LJlする減耗111970

年の40%に対して1969年では76%に通しており,そのy.状 として77･遊nJ後期の幼生JE残串に大きな'Y_兆

を')-えている｡ 19691トと197011-の77崩拭耶illi.それそれ56日および30日と推定されているので,浮遊朋

I;;lの良期化にともfL:い.外むへの錐川.品が輔大して仙郷付.こ河内における浮遊幼生のBL拝見の沖少をもたら

していると言えよう

5 考 事

押退助′l三の密度'/IJIJhま.いずれの叫にわいても5llA.i.粥水跡 こl':い､ドl月 19J-このことは,これらの幼生群は

この水城の席卯親LIさr71;こILl*することをEl.隆させるものであり.火沸水城でQ)席卵淡紫田並が(.7I'#度に存在

するり･''i;6)ことと倣い閑適があるであろう｡また.耕dl潤の地形がキム7不 ′フの市坪により糊盆形態に

つくり上げられているf=め糊内部水域とのlHのifti水交換ilとが1い .ことが幼LL拡散を低率におさえて,幼生

の火糊盆に柿付すろ紙火を招いていると々 えられる,

ホタラ･･/)イi.7-退助二Lの光亡による減托こ̀ついては.1)i)伸助とLIJglからかJIJl肋幼′t三の関と,2)什B跡 こ高い

死亡ヰく/a:′バすことが知られている rYAhlANOTO1977) サrJ-!湖で産附された卯は発生如脚ほ での過6!で

olJ%が/L=賎し.さらに収糾Lg]幼生として什7り抑二通するまでに001-008%がiLl賎すると榊起された ll･Lg

20)｡このltIuまTl遊期糾PJの幼生ri主の5-43% に放りしていることが l:lg20に′バされている.自然条件下で

の~牧lLXfl搾遊幼′l=_の′I=_矧こlX1する報Jl.ほ余り多くはないQす7卜/め/ JI.l･LLL'IL･,･LLr'(･幼1-での00013%
(̂ yt三RS1956). ヨー Lつッバザル ノ]'イ し'lL/d'LI〝日 ,fIIl/l･でQ)0004-0tX旭%(KRISTF.NSEN1957)という報

作があり,また,-I?/辛 (C′･aJSM/r(agLgrJ.)ではⅠ)型畑Jから什/f幼′tiJy)までのL暮三残串は20%以下 (小金

沢 1978)と搬11.されている｡.+･タテガイで求めた推'ji:生戎ヰ乙は,これらの轍11.とJt較して際立って大きな

JY_火を小しているとは,すえず.はば妥当な偶を小したものと々えられようD

T浮遊幼ノ1▲の外海-のbf川J.I.臼こついて1969叶のG._卯より37t=1 19701I-の推卵より_JOtlFlの収1をlt較

してみると.浮遊JgJrHlが1969if-が1970年の2f5-であるため,併州卯Gij:に対する流山崩の比率もこれにJJ心

し.1969年はL970年の約2f畠になっている｡この1969呼における77退肋間のLl期化は浮遊J抑こおける水TL'L

上朴の避妊 (ZT)g 10)によるものである亡TjICKIE(1955)紘,伏水tuは J'/rJru/X･'IL･/= ′I'lgtJ//〟′･(llISの幼ノk

としていろ_

ホタテ7'J'イ77遜幼′L=.朋の減絡 ま,死亡と凍.Lliの-1射称こよってJ.:-iiJされるが,サp-.･執こおいては,水弧

上汁により女付される浮遊期r岩JのIT<さが幼生の外血への弧 tI.最の大きさをJi:右し,押逝期後期の幼/liGTp_の年

IAl劫を文A!する資LJslに+i:っているとも■,題づけられる.

V. 付着椎貝の動態

ホクテガ†については.77-遊生前から足糸により鵜Tfへ 711'lこして什TI/l:前に移行した糊rfを什茄推 札 足

糸を切って抜/L=,生前に移った個体のうち. 1齢水深の佃作を族JI:_#HL l齢rJ肺 1'齢Jt演の帆体を幼Jiと呼
称している(山本 196Jl),什jl推只や艦′Li推川 上./a述た肘kLL主と諮'lFIL'1●!の発過にともない生理T,7i性も大きく

射 ヒする咋J的こ¶っている.そのために,体欄の解った幼lLは成体他l如こ比べて環境の射 ヒに対する耐性は

低い といわれている仙 本 L96LlI,I+･9テカイ唖苗生産ICは,畦ノー=_捗rT期から故良3-5crnはどの大きさに

適するまでの先帝過払上,人為的fL:育JRにより自然死亡を低串におさえて 局噂机杭ノJを僻えた~次繰加群

とするための中間抑戊という形態がとられ,この二次涼加印を梢超殖JJi席のための機首として用いている｡

ホタテカイ椎11にLNする形態 (木下 1949,EIIlI11958,MERRlLL1961),生虐 (木下 1935,.血rii1934),
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減耗非凶 (山本 195Ll,Ŷ lヽAMOTO1960),環ER耐性 (木下 19｣9,LIL本 1956b,1957,FH村ら 1956,菊Hl

ら 197LL,佐藤 1977,!lHl1976.)H跡 Il･西沢 1980)などのこれまでの(消炎机は,このような中間軌光技
術の偶発や発展に大きく谷FJしてきたが,日,間fi瓜 こ先行するIĴyT'机JPJにおける椎貝辞の1.t史跡こ蛸する生

態一▲7-的･J螺 を収倣った知見は極めて乏しい｡

ここではけ茄もlJJPJから殻艮1cm ぐらいまでの梶川肺を対象として日̂yII/1柄への移'(-)-岬胸やけL後の数ili:

'変動なt',主として付着生活Tu働くこおける椎貝群の胸態をlrl扱うこととした.それは,この大きさに述する

までの付着ffuLの教血変動が唖肪/l塵の窮一段附として中間育成に允当すべき健脚かこlfi棲l潟連をもつ故

に,天然採苗技術の効率化や採胡T,鞘まを行う上でイJJJな手がかりを拙桝することになるからであるa

l 材料 と方法

ffは の付捌 キRIJおよびHŶ]Liは.F'g 12に小したiLEW_他ノ1r､にホリエチレ/フィルム(lSx50cm)をIIĴT
盛ffとし,これを lmあるいは-2m間隔に垂LllqJに,7hJ'E-1した簡易採AJ群を採用して糾鮎したb令訴脚 ,IfqこJl戻

り上げた採戯J.i;門を淡水を満たした水析中でフィル･L長雨を江恵探く刷1:で洗いY'&して付着椎貝を非flから
分離した後.jj仏好徴鎧下でf柑休教および殻良の洲淀を行った｡日放条件下での舵爪の脱搭率は,縦Llの什

Fig.21, Spat(SheHLength390〝,/州(ILSSO【0′Jr/'Shel1280/A)
･】10rtLyafterbel‖emenL

LP,)englh,,r/"(wI'ul''o′∫〟L SP.secon〔L/,′ulIL'､uLU'化h,
.ill(lSS,sl)之LtSheH

1967 1968
n1181
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室 ｡

2 40

g 20
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n.numberm eLISured,JL,meLlnValue,and5,51i'ndartl'levl.lllon

1972
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m1.とがほほ庫大地に適した時肋 こサランネット(網EI25mm)をはったr⊥】杓形 (II'主従 19cm,丁■tlさ55cm)の

捕捉川網{･什m兆Tfをおおい,一定時r.i)lH偏 で板り上げ,採街娼ffに什Bしている椎Jl群とこの捕捉用網で
hli促された脱孫純Il群のそれぞれの個体数から評定した｡
2 稚貝の付*時頼

什JU椎貝は兆frに什ぷ血後から稚く透明1L:成穀を(DL'SSCLEO′JEh)卵二僚叡 (SeEO/Jd♪rodis50CO′′CJ')の周辺

に急速に分泌して川辺殻 (SpatSheH)を形成するので, 什Tr時の大きさは第二解放の大きさを測定するこ

とにより知ることができる(Flg 21)｡什ZfMごとに什m椎八の妨二附故の大きさを洲正した結束が Flg 22
である｡いずれの軌こおいても,また,いずれの年においても榊八郎の示す節二原激の大きさはlli棒型gi度

分-JITとして示される｡これらの頻度分布を CAssJE(1954)の確率妖泣により止脱化し理為度数から求めた

各榊滋.R科ごとの平均旭を J;.g 22の回申に示した,祈二拐轍 の平EJ的な大きさは257fLから278Iりこ及ん

でいるが,全,試料を込みにした平均は2634士132fLとなる｡このことは,ホタテカイ浮遊幼生が戯長260FL

MJPr mOくkot山 川1p8Lh

Pd巾Or rnOdeoIshQIILen島th 1967

頚 憲 ,po.el:kkdooe,llSSb,I:･':tnT:n'g
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Fig.23. CrowlhoEs､Mmml叩 hrvae
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ほどに成侵した捌臥こ付h生前へ移行したことを′)け ものである｡したがって.浮遊幼生が什府生活へ移行

するのは,浮遊期間の終肌こ該当する浮遊幼生群が示す放艮恥LLqの上限および下駄に位把する個体が戯艮

260F･に述する時PLであり.それぞれのJf.柑Jが付着の開始帖と終了時となる｡

押退助生鮮の勅兵乱収の捉峠変化を′Jくした Flg16の右l,巣にもとづき叡長の榊大過鑑をたどると,いずれ

の年においても捉過柑IrlJとのl抑こは一次riTI仙LH係が状立する(Fl居23)｡穀長260Iりこ逮する血PJの個体の成

長串がそれまでと同一であるとするならは,この時朋の浮遊幼生群の奴長範Ullの上限と下限の位臣から,そ

の群の示すAii絵と平行する曲線が260FLに連した時期がそれぞれ付着開始時朋と澱丁時期となり,Fl等23

のように′Jこされる｡たとえは,1967年では6月21日と7月2111が開始時と終 /叫となる｡

Tabte16. SeiLSOnalchangesolthespatatlacllmenL
()ndLV)(ll】iLl/15(氾cm2)atst.21n1967.
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いせ地点2に垂下した採酋掛こ付mした推Tl群のうちでいまだ成故の形成の入られない個体,すなわち付

ŷl直後の脚体の日収刑Liをみると(Table16),1967畔にTLIJめて付着が認められたのは6月24Ilであり,汁

必個体の認められlL:くたったのは7)12LHl以降である｡ これらの結果は,浮遊幼生の成戊から付ぷ川.W悼

推定した FLg23がJ六ナmJ問と穣めて近似していることはLyjちかである｡このT咋火は,浮遊幼生の戯堤から

のけ者時mJ推定は払い料L&=をもつことを示すものであり,これにもとづくと,サL,て軌こおける押退助生鮮

の付必生活への移行は年に上り遊淋土あるが,6月中itIから下郎)にかけて輪まり,遠くとも7J=J中旬には終

了するとみTL:しうる,
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3 付暮椎貝の成長

1967年の7月 ヒ旬から下旬にかけて縛られたけガ推只の叡長乱朕を粥栽時期ごとに示したのが Flg24で

ある.CASStE(195LI)の方法に上り投合されている正Bt分和を分社すると,ほぼ2群に分けられ.Tab)e16

1り約 1群は6月下旬に付着した群であり,荊2群は7月上旬から中旬にかけて付点した辞であると推定さ

れる｡早期に付かした約1群は第2群に比べて相対的に総めて少数個休で併収されているので,採inJの対敵

として有効な群は約2群となろう｡

いま,それぞれの群について浮遊幼生 (Fly 15)から付着椎只 (lrlg24)に至るまでの叡長からみた成長

経過 (F■g25)をみると,浮遊幼生の敷浪の榊火はほ蛾庄線的であるのに対してィ,J竹椎貝群の教典梢大は摘

Shelller唱-h(JL)

fig.24. ShelllengthCOmlX)SLtionotspatsLincludingdepth
oE2,4,6,8andlOm layer)lnlg67 SupcrLTnpOSednormal
cuT-Yesarederivedfrom methodofCassie'sanaLy51号

JLAy

Fig.25. C,owLhcl･rVeSdurlngtheeaTlydeveloptnenlaLstageoFsea)lop･n1967･
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F;g.26. Crowlhc.･rves叩 lO10tnm she日sH･.e.

教的となI).Fr崩LJ降は.'it迎な成jl<に捗ることがわかる｡このようにして,1968咋と1969坤について,発

生からか艮 10mm前後に成長するまでの駅弁日数(I))と助成 (I.)とのLW操を詞べたのが F唱 兆 である｡

それぞれの坤は L-00199(乃0531DとL=00029eO伽1Dで示され.いずれの咋においても中riBl冊戊に用いら

れる叡艮 10zTlmの撞掛こ過するには,児生後ほほ'10011を亜している｡

4 付*椎貝群のtb態
けB測地時期である6月中仙こ定点(地ノ.'.(2)に設粧した揺前掛こほ&肘から庶帥こ至るまで什月経只が入
られるが,什ぷ期間を過して中周から床軌こかけて分 Ĵ'の中心をもつ帆t.Jhi入られる(Table16)｡このよう

Aug2 Aug31 0C1 5

_∴ 一････二･･I. ･.- - .- - ニ

ShelLlength(m)

Fig.27. SheHlenghcompoSLL'OnOfspatsln1968

UpperhistogriLm,SpatOnCOllector.lowerhlSIOgram,

spaLdetachedfrom collec10r
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なけ1̂層別分和称にもとづいて採補訂1兆当りのけ

/j'樵見個体数の変動をみると(Table161付M期r川
の終了"､ほ では州 -̂を′六すが,終了時を過ぎると減

少に転じている｡この州大は浮遊生活からLl̂Yf/LI沼

へ移行した個体の火脚こよるものであり,減少は自

然死亡や脱掛こ起凶するもの'<･あろう｡

什Zt群.および採石答に甘いをして捕捉した脱Tlk

群のそれぞれの叔長臥戒を′T.'したのが F)g27であ

る｡このb!祭では,脱T'5-個体のうち男死個附ま作東

であったことから,脱指は死亡によるものではなく,

l∃然脱ly'5'と′据えられる｡8月上旬における脱紡個体

の放良はL)～6111mであり,rtfZf椎貝と同一赦兵権

肋こある.しかし,この械仙18月下軸こほどしい

追いを')､す｡すなわち,H眉個体,脱落個体ともに,

助長約511川1と約 13mrnに倍械値をもつ2つの群

を形JRL,付B個体数は8月上tIJとは逆に脱蒲個体
数よりも少なく. しかもこのHl(''･tは叔長 13mrnの

辞ほど斬首となる｡ さらに 10月上11)(こは脱T'#群は

放長 18-20rnmに最頻値をもち,個体数ではけZt

群より̂ ･きく上まわっている,脱措辞は各洞炎JVJIHJ

に脱指した個体の総数であり,そのIJ札 成蚊を焼け

ているので,この脱落群のなかには足糸をr:tlら少Jっ

て庶生生前へ移行する叡艮6-10tllmの推11(lllホ

1964)と.波浪などによる採蹄'ktの秘跡こ原関する

物理的襲抑こ山東する脱落推LLの両方が己It.在するこ

とになる｡

以上のように,付Zl.･後に採宙誅より#脱する推Il

li極めて..:b･串にのはることは ITlg27からも明らか Fig･28･Hor-wnLdldistT.bul■On

であり,その1.刊介は同一年次でも水域に上り追いが
orSpats(tntりmZl

みられ (TilbleL7),また,時期に上っても雅なっているrr.Ible18)那,6月下旬から7月上仙 こかけて付

点生活に移行した付か樺山群が中Iilけ7成のための鹿部となる赦艮ほは10111111の大きさに適する8月下旬

(Flg26)には,既l外戚火I､JJH血の50%が什̂Yt推Llとして操がTJ'/XTLに残存しているとみてよいであろう｡
中田情状へ移すための,什必推LLの採収をJlTう8月中fTJから9月上旬におけ引寸JIYj推只の'9度分Jrii･小し

たのが Flg28である｡r6度の大きさや分小域の姑がりは年にJ:I)A-きく異なるが,T･.7)'#度分布域はいずれ

の年においても湖AT鰍こ偏在しているのが棉徴{･ある｡

Table17. Detachlngr.tte(ro)Dfsl)atSillSeveralsLal10nS.

D.lLe St.2 St.12 St.13 St9

July 16,1976 2835(00) 584(00) 520(00) 393(00)

Aug 6 1252(559) 500(14EI) 250(520) 252(359)

AL鳩 25 803(717) 318(LI56) 170(673) 204(481)

Note. flgureSlnJICatenumberofspatspercoHecLOr



34 * # &

Table18. SeこISOTlatChanがbOr'letachtng
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Aug 26

S印. 8
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ln＼,eS‖gLlted
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㈱
弼
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835
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8月中10から下11)にかけて,湖iLT部に設ihLされている拭iE施設から射乍為に仙lJ.Lた数施設について什Ŷ.'

推以数を諾l数したも1.火を Table19にまとめてみた｡施設の形式は寵採Hl灘,オリエテレソフィルム採耶

乳 jり エチレ/網採前群なと'が採用されているが,湖東都城での採西海城では梅咋ほはガl似した数品規模

の組合せで採問がなされており.また,施設数もほぼ同じ船齢こ制限されているので.ここに′)､された付着

椎貝数は.この操船切における年変動をそのまま放映しているとみて大きな誤 りはないようである｡また,

サロマ湖における採恥lFtg6に′J､すように,このA淵i海域の採市場のみでrTっているので,ここで'Tlし

た什ぷ推IAl掛 ま,そのままサロマ湖における什荊fTWU止をあらわしている｡その他は,800JJ一個体から3L股
個体で,年によl)大きい変動を′Jミしている(Table皿)｡

Tablc20. Numberofsc.llLoE)SP.llさCOllecledm LakeSarolll.1

year rI､y｡e■納 ■lpmecn.i"e｡LO, CL･TlY"nOeFn. esqp:a17psm7tfenrL 軍 を

･964 B{.aprct,(W&ooI'_':nn;SILFnei apnoLye,LnEesnke.nnlm･b哨 486 17,200 8･359

1965 i'noi''e,ltlleylemnees,TllnblisbkaeS 280 74,500 20,856

1966 LongI.ne 293 600,(X氾 175,800

1967 F霊 e:lleysIlTEaP]:gl& 3.0 1,342･600 416･219

1968 310 52LI,000 162,Ll40

1969 320 155,cm 49,628

1970 350 1.232,L100 431,323

L97L 596 2,01LL,000 1,ZOO,34L1

1972 6Ll6 677,000 437,970

1973 945 こ～,428,000 2,294,LI60

1974 682 Ll,668,000 3,183,576

1t､vest'gitLlOnS､VereCarrledoutfrom l̀tLcAugusttOearlySeplembere､･eryyear

5 考 察

椎奥内では7Jl中1,Jないし下イ･1g盲.叔艮6-101T川llill後の付JYJr推知 1足糸をリ)ってn然林下すると報告さ
れている(rtMTら 1965)｡本研究でも,HZ.t樵1日川 ŷt後8月兼までに約50%が脱搭することが認められた

(T乙Iblc17,18)が,脱終群と付.tjYI群の朋には大きさの逝兆は認められていない. したがって,サp-!湖にお

けるホクテガイ付苅榔只肝が足糸をgJ.-'て自然捕下に移るのは,少なくとも叔長 10mmと脱泣することは

できない｡サp-[湖では秋から初冬にかけて北nJの季節鼠がIBiまる特例には,吹送流や吐出fj:と'によって海

水の統動が前党になり,払底でもfJI流効果をもつ流れがみられるようになる (駒木 1978)｡脱tlkが起こるの

は椎貝が放生生活に移行する門性と合せて,このような湖水の流況による採苗黙自体の振動がblLわり,惟只

那ll,IYf韮Tiから離脱され易いことに人きlj:紫凶があるように々えられるo椎貝の脱満BL奴には淡出が大きく
tX1JJ-していることは, C/./〟JJ/γ日 ,/nJrC,LLarLJや l'L･･/LJ,･,lL"tJ′′川上のけZ.椎貝についても軸岱されている
(BRANDi,Il1/1980)0

以上述べた自然海域での付点柵月評の脱港税奴は,什If椎llliとの年変助に影響を及ぼしているが,押退助
J_i=.品のiF一変掛こ由来する什ŷI'椎川 lEの変動栃を劫えるほど大きなものではない｡
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Vl. 種苗生産の予報

組齢iLi産の安定化のうちで技術的に残されており,かつ~瓜頻 な.雄雌とされているのは,天然採爪というホ

クテガイの蛙箱/生産の性桁上,確実かつ効率的な採否を仰たにするための-ノi法としての1･報技術があげら
れる｡

ホタテガイ唖歯生舷の技d̂.i的な第 1段桁は,採蔚技術,IL:かでも計由的な付n俳flの確鈍である｡これに
は採苗lEbIの投入時期と,72位海域を予iNすることが第 1の灘雌{･あり,ついで唖齢となる叡艮 10mm以上の

fE-荊脈只の鼠とjB切な採砺時期を1･iNすることが荊2の諜他となる｡この2.･:えが沸たされるならは.感崩生

産の計Rj化は大きく前進するものと考えられる｡

l純章までに.+.タテ11'イのJ_ti親からTF一遊幼生,什月経只に空ろまでの各発ff段脚の動感について′J､して来た

が,これらの威光は,そのまま唖甫Jti虎の安妊化への寄1･という形で庶XZ技術に叱､用,展榊がHJ臆な多くの

知見を含んでいるが,ここでは練蒲生雌の1,報化にJ.i点を命わせ,縛られた収火を鹿付伽こJJ'出して.その

なかから1･報方式を検討し,あわせてIJl出す引1J順 点を挺起することにした｡

1 予報の方式化

サロマ湖におけるホタテガイの生活恥 ま.すでにこれまでの各章で各生活段桁ごとにまとめてきた｡ホタ

テガイは2取個体から虎卵親lL!F31としてbu入するが,保イ了する卯鬼からみると産卵群の主鰍RllとTJ:るのlま
3輸以上の個体である｡産山卵は受fI†後.浮遊幼生群として約 1カ月間の浮遊生活を経過 した後に足糸で什

rl盛矧こB生して付着生活に捗る｡この什/t推仙土8月下旬から9月上旬までに政見 10mmに成長するgi

から放生生活に移行し,蚊/Ji継11,幼1-1と呼はれろ過良を捷て2掛 こ発fllして成体となる｡ノトのとこち.柄
遜允の口的でこのような/Ji折原のなかに入関がLkl与しうる位臣は2つある｡ 1つは押滋幼生が什rttk掛 こ移

へ移行する此生移行期で,肱生移行l削りの付,lYf舵ilを級肺として採取し,これを環境に対する机抗をLYl火さ

せるために行う人為管浬がいわゆる中間fFJ衣技術である｡このlAJ'F;･が捜酋生産技術といわれている内容であ

る｡IiiL九 こついては,採宙谷の設定時期とその海域を予め知りうろことが塩苗/生産の立切からは必頻不可欠

tf･J巧iであり,これには産卵時期にはじまる浮遊幼生群の敬とその杜時的変動が7朋 のための変瓶となろ

う｡また,後者については,付着推火が【ljr;qfflRに移せる殻戊に通する時期とその盟の丁桝が生産の計由化

にはどうしても必要であり,付着推只畳とその柾時的変動が1･iMのための変屋となる｡このようfJ:bZ.I.'i.から

ホクテガイの生活用と増益殖技術としての撞HIJ生燕の位班および予測との相互tN供をまとめると Flg 29

のように一括しうる.これに対して,これま'r･サロマ湖においては,I)TQ幼生のttT,別最頻｢ⅠあるいはかmガJ

幼生の州税Ilからその按の成長を推定することで付か舵ilへの移行時JgJを予iltlJLてきた(木下 1945,月I久)I

1965)が,桃川のィ,JrJ'鼠および採頼時)gJ,そのl･T能_FIとについてのTP洲は挺軟的な判断の域を出ず,そのため

に計由的な生産数iTfをT･搬するまでには至らなかった｡

もともと,ある･J強 の変鍬こもとづいである染地を予測するには,変動仙韮HjJに7i:在する凶ALLM係のしく

L.･･ GyCh 巨∃-霊空二･一･LIJg - tBq,C.tLLoMrhh7i-至当-ヒヨ

ー ･ --~t-I --:I-::-:∴ :- ･ ---: - ∴ ∴ -

し

艦:ニ;ds:iT.'lP.:三?n:n.dh.Sl!･."tocrt｡,is:b.udn.C:nl:.cI.78sed.a.Le
Fig.29. Pred･ct･onforprOduct･onoEsee【lsc..lLol〉S
wllhTeferencetotheprOCedllreSOfsc.1110p
culLurelnLakeSaroma
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人が全体的に把握できるようIL:部奴の体系化が2.Ejt.条目:となることは丁うまでもない｡すでに肺病してきた
ように,.+.タテガイの産卵から唖前の採収こ至るまでの生態′I'-約諾･推奴に脚する訪知見は,このような並木

条件を詐たす変且として把脱するに糾捷TJ:I:り軌 J･1.%残しているのが現状である,ここでは,このようfL:'R態
をふまえて,この研究で糾られた成kiにもとづいて部分的な予mlJを並列的に求めることで予報のプ)'式化を検

討するはかtL:い｡T･bLIJにもとづいて予朝し,それを'L_姓晒動に放映させるには,それぞれの当=推活動がli際
に行いうるだけの岬;,l的な余裕がとれtL:くてはT,報としての.U.妹はない｡産卵規模については,蔽接そのrJi

魚が±l三戯 占勅につながることはないので必ずしもT鰍こIま不日T火ではないが,採筒や牡苗としての什前椎11

の採qlについては,採蔚怨の及VtやrI･閃fF成鳥丑の触投tJ:どが予測にもとづいて計内的に禅肺されなくてほ

生尭括掛こつながらない｡この点を考[鼓し,前章までに得られたホクテガイの耗卯から磯節採取までの救!'1'-

公私にE娼する研兜成射 こもとづいて予測の方式を'Jl-

し.ついで予測の通分性を検討するためにr･洲とlf測

A.i児とを1975年から1978年までの各年次ごとに比較

することにした｡

座卿 キ朋 Fig･30が8.1解放uJ.温度を示した紙柴

で,推卯帖期のT･榊11である285oC･日の折井温度に

過するHが阿中に欠rlJで示されている｡各年の苑卵瓜

櫛HはTF遊幼生の成艮式から外挿法で推定することが

できる(F'g 16)ので,折井温度によるT,軌 王浮遊幼

/Jiの赦良の実測より求めたIR及式から糾た政見80lL

の11と比較することで検証しうる｡予榊を行った1975

咋から1978年までの各年次ごとの浮遊幼生の穀長城

此分和をFLgSI仁,またこれにもとづいて赦11倍Wl
値とその範鋼を｢lEl与に対応して成長両線として示した

のが F'g32である｡8-仰 臥 U.温度で予洲した弗卯位

頃Hは.1975,1976,1977,1978iTlでそれぞれ5J127

日,5月18日,5月23日,5月1911であり叩lg30),
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これに対して狩遊幼生の成長式 (Flg32)から推定した口帖は,PIJ講を対比して示した Table21でも明ら

かなように,それぞれの年次で1-3nほどの題光として求められ,榛めて近い口時をT,洲しているo

Table21.Pred]ct)ngt‖11eOTpeilko(spa≠n)ng

year Anll叩 ;'三三IOTefLopI:I,aaFl?;lemtllとllc'l Formtgl,a.woEhl̀IrVILI Es帯 霊 T£■n

M.ly 27 /一二432ルー3184 MiLy 26

May 18 L--478D- 2豹 May 17

May 23 L-538D-2577 May 20

May 19 L-565D-2328 May 18

付Ŷf時期 サロマ湖においては,浮遊幼主I=が11.11独活に移行するのは6月中佃から7月中旬のほは1カ

月 (Flg23,'rilb】eL6)なので.付薪の盛好いごある6月下旬までに採宙器の設艦を終了するためには,遅く

ともその10Flほど前の6月巾佃までには付/t時期のT,髄を行う必要があろう｡押逝幼生が付着椎貝に移行

する大きさは,節二閉殻の大きさから平均叔長260/Lである(F,g22)｡そこで Flg31から6月中旬まで

の浮遊幼生の穀長組成を辿び,糾られた成長過程 (F,g33)にもとづいて,各咋次の平戸遊幼生帯が平均叔長

260/一に達する帖期.すなわちIJZl'盛期の日を幼生の成l蓬式から予測すると TzLt)】e22のようにノJくされる｡

押逝幼生の成長とELl.現の実測紙巣を′Jミした F･g 32と Flg34で,浮遊幼生のILJ.uがみられなくなったLl
紘,汁,lYl'移行の終了を/J､す実洲日に,TLh当することがわかる.サロマ抑こおける浮遊幼生の什若柳間はほは

l劫月 (Flg23,Table16)であるから,トhyl'盛Rllは付Zl'解 /Hから10日ほどIIL朋にあることになろう.

Tab一e22より,付fl盛mJの予測と実測の関には2-6日h'】の隔 りが料られたが,予洲には耐え糾る聴聞と考

えられる｡

Table22, Prc(1･ct･onfortl･en.Ll)OrSell,ngper】OLlofspat

yc･Lr FormtL･･1.;LtOo'鵠 ngerowll. r:i,t:ntFeertLt17ogrl(.ll;ltlea 等 .aoo,rnvl:117;≡,f:o憲 Ll･邑

1975 T･-374D-630 Juty 10 ll】1y 7

L976 L-429D+1516 JLlnC26 TlmC 2J1

1977 上-4557)十266 1lllle25 Illne23

1978 L-378D+4535 hlne26 TuLy I

椎貝の採脚 吉例と織部苗 卜憎 柵只を細即として巾ri;情成のために採】l三する帖肌 i,殻艮10'mnに透し

た時期をその貼恥としているbFI芭26の耕朋から,この時期は発生後はti'100日目に該当するので,BL併

収川温度で予測した姥卵椴頻Hの100n後が予dLlJllとなる｡Table21の折2fMのE=T時から予洲したFTを各
乍次ごとにがしたのが T̀Lble23の第3神代ある｡これらの予測日は,それぞれの年次におけるィ,1̂TIIfff只の

出足測定結果から糾た成叔式 rFlg 35)にもとづいて求めた叔長 10Tm一､に適した期｢1と対比することによ

り,予測の適合性を確かめることができる｡Table23より子ilnJ11は付ŷi舵J:Lの勅裁測定から糾たJg‖rとは

5Flの追いを/)け 年もあるが,撞めて近似したIlを予測していることは明らかである｡

ほぼ1カ月の浮遊幼生)UJをもつホタテガイ幼生 ('rabLe12)は,この期Iとf)に大きな減耗をうけて,発作の

進展にともない三品-的に減少をきたす｡減耗の大きな要卜削土自然死亡と糊nでの海水交換にともなう外海への

流uけ あり, この址は F･g20で示したように搾遊期間の長洲 ヒにともtL:い大きな値をとる｡ しかし,こ

れらの減耗要因による丑的減少率は,今のところ浮遊幼生群の外海への拡散モデルによって推定 (Fl居20)
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Table23. PredlCll叩 daleOfseed (sl-elHe nglh lOmm)col1ectLOn

^ntI⊂)PatlOn Aclunllty

year spGaut.onfg Dcaこ7leOcr..Soened cro"th,om-.aors,,at 藁 .7gl'llLeIeln;gPI.;..I-

1975 May 27

1976 Mily 18

1977 M乙Ly 23

L978 M.1y 19

Sep 4 /.-00273eOO6JM Sep

L,=00303IJIO591n

L=00631(I)0591/)

lJ=0 0528LJ)0526/)

V 20 1的 60 JO 一oov 20 0 60 30 100
0Jy～JlttfferLllLZ■L一･l D▲y■JlttrlerLlhzJlか

下ig.35. Growthcur､･esupt｡10mrnsheHslZe･

Table24. MaKLmum densltyOfswlmTTHngl乙IrYi)e
an(lnumt)eTOfspatsalSt2

,e.lr " rlX'm2L蒜 pd?nnsまilye.7E.e.:請.eo､rer Nu-herors.,乙LIS‖1】i.teAl･guS.
(no./mユ) (×101/equlpnlenl)

967 75

968 1:_4

969 3(方

970 554

971 566

972 12A

973 329

1343

52Ll

l55

1232

2014

677

2428

することで,ごく大まかに見diづけがなしえたにすぎず,浮遊期間を主として支配する水温粂件や湖内外の

苗として採取される殻艮10mlTtほどにJR艮する(Flg26)までにほ浮遊期間の40n間を差引くと,おおよ

そ60日を要し.At難作業1二僻では Flg-29に,I;すように,中r川ff収のための施設設匠がこの間に始められ

ち. したがって,態帯の採】扶放映は浮遊幼生が付必ftULtへと博行した時期から2-3迎fli)以内に予報される
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Table25. Maxlmun densLLyOfswlmmlnglarvae
aTtdnumbero-spats

MAXlmMllrlensltyOHarvae
Year over200 7日nShelllength

(noJmユ)

1976 1198

1977 880

1978 983

Numbero†spats(×lot/eqLHPmenL)

]"ly(a) lateAugusl(b) R.1t･00lnl0l}

3473 1J136 0.1日

3867 2268 058

8660 ∠1820 056

Table26. NumberorspatsLI=ache(lto collector
･nspatcollecL･ngground

Noo【 No oI

Year 霊 .Tcto.i c3,.C.coLnOg' '.7:5
)ne (100m)

1975 Poly-eLhylene 4(伽 722net

1976 4003 889

1977 LL00) 797

I978 4000 789

(一u

auKlJnba
.OL

X)

一S
n
Snく
3
7
8l

UIS一edslO
-3q∈nN

Da.te Noo【 Noofspat 'rotalno
ln､･eStlgated SPa一四r (×103)per o【S]}at

coHecLOr eqUIPment (xlO6)
July15 2427 9709 7010
August27 L135 1740 1256

July16 868 3472 3087

ALlguSL25 359 1436 1276

July13 967 3867 3082

AugLlSL2A 567 2268 1808

Ju))20 2165 8659 6832

August25 1205 4820 3802

500 100 I500

"蒜 mr sdhT.S'ミニ;tfhS諾 mlnS)'川 eOver

Fig.36. RehLLOnSTllpbet≠eennlLrnberorspats
anddensityor sWImm)nglarvae
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ことが望ましいこととなる｡これらの条件を浦たしつつ.できるだけrL古い桃度の予測を行うためには.押逝

生活の終月山こ近い押遊幼生群の量的奴協を基礎として億析且を推起し,ついで付眉初nlの推月並から捗止す

ち)J横 が実施可能な予測法として実際的である｡ 各年次における放1主200 FL以上の大きさの浮遊幼生群鬼

(FIE 15.FIg 31)と8月下仙こおける什弟縦穴J'誼rrilble20)を一括したのが Ttlb)e24である｡幼′E芸と

(m体敦/m3)を.ど,推fl!7..(個件数/施設)をyとすると,lJ.JrH抑こは y-17388Z+6787×101で示しうる一

次同相関係が見rl!lされる｡もし,この開床を1･机こ用いるのであれは,1976,1977および 1978年の待年次
での200/L以上の大きさに遺した浮遊幼生拝見 (lTJg3°)を小した Table25の第2伽の他に対して,付着

推只桑の実淋依 (Tab)e26)からまとめた Table25の那4Mの8月下ilJのlr邪推只見も,上武{･あらわさ

れた阿仙在役から大きく隔たらない位臣になければならない｡F】g36に Table24で糾られた回輔関係の

他に 1976,1977および1978年での括柴を加えて′Jミしてあり,この中には 1978年のように隔りのある年も

みられる｡この隔りは付着直HIIの77遊幼生と付,G蔽後の推IAlの宅的鍋係がyJらかにされていtL:いために起る

ものと考えられ,そこにはまだ悶鳳L如;或されている｡

6月下山から7月上付にかけて付着生掛 こ移行したけB樵fl軌1,8月下iiJには中間冊Rのための種Siと
して採収することになるが,この間にはは50%の個体が脱落する rrable17,18)ことはすでに明らかにさ

れている｡このことは.7月上旬から申iLJにかけての付n維只且の50% を徒市の止的親授として予iNするこ

とができることを示蚊している｡そこで什Jt如肋の離八鹿を過料こして･IJrulff収のための付着椎只見を予測

それぞれ0･u,058.056であり.いずれも50% ri;J'後の他をとっており. このT,洲は実測伯と矩めて近似し

た他をとっていることがわかる｡

以上に柑られた予測の検証結果から,T･離方式を-耗したのが Tllble27であるC主として浮遊幼生のI.I

･1憶とさせ,鹿Iml生碓技術のtL:かに八体的なT･報という形で削込入うる嬢に述したと言えよう｡

Table27. Predlcl】VeSystemOl1St:Lll】opseedI)rOdLlCtlOn
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ConLenlof TlmeOF
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PeakoI

SpaⅥnlng

Major
HmeOf
seu)emenL
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sca一eo【
lilrヽ'a

Daleofsee(I
collecI10n

shelllengthanda"acl-edspat Quan"aLl､e COllecl10n
lnlaLe-A"gust scaleoFseed
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2 予iN上の間Jl点

班されているr糊乱･!･.紘,人別して2つある｡ 1つは浮遊幼生群の減耗葵円のT･消化に関することであり.

他はこれに就く什rlt舵Jl耶G:の予軌こ介在する技術的な閃価と脱耗要恥こ関することである｡

虎姫個体群が宛卯GT-にhH人するのは21釦こ漣してから(T.LbleLl)であるが,2齢群の産EtJ.卵Iiは現在の虎

姫Bl股でも農産Zll.卵EItの20%を超えてはいない(TtLblC2,Table恥 したがって,サp-,軌こおける,llタ

群に依存する度介い,換訂すればサF]て糊に確保しておくべき自然個体群の大きさがどのくらいなのかは.

々後ともrtil旭にされなくてほならない0度卵塊股は叶的mJ戊ごとの雌個体仰の大きさと各'LI-鰍こbiする胴体

の産卵PJFiilA後のJI制gJにおける生殖典韮虫の題とのふ仰 伯として求めることができる rrable8)那. 今のと
ころ,これに巌く押逝ilJ/Ji群ikを産卵娩悦から推淀するまでにIま篭っていない｡浮遊幼生群の減耗襲LXlのう

ち,纏めて大きい年変動をもたらすのは,水温上卯の避妊にともなう押遜期間のF<肘 ヒに新田する外海への

浮遊幼生の碓rtJ.と乃えられている (F■g20)｡ もし,経に上る771遊幼生の維山嵐が明らかにされるTL:らば.

姥Ili卵最と浮遊幼生iitとのltiJでの閑連の検札 ひいては浮遊幼生拝見に対する自然個体群-の依存度につい
て検討する方IT佃ir対lけるかも知れない｡このためにも,産卵奴段の推妊とともに.外海-の誰uJ.Iこ起関する

嫉托丑の実態とその予iNが採蔚TJ報の約度l･',J上には必要となるであろう｡

陸奥湾では政見 200/･以上の浮遊朋挨j恥こ適した幼生杯盤と什B推月群止との間には相関が見川.されてい

るが (lTOeLaI1975).本研究では幼生丑と推只見との間の相鵬はそれ程訂古く1L:く,予測値と実甜ldIの抑こ

は,tL:お隔りが大きいこと(F■g36)は否定できず,ごく大まかなT･洲帖として予報せざるを紺ない｡この

f･iPl)J一式は,できるだけ什苅J抑こ近い成熟期幼/-tiの敬をJ占鍵とすることに上り什b塵をより変動帖の小さい

((/(として予iIPlLようとするところに立脚しているが,ここには搾退潮の後期になるにしたがいか艮260 /Fを

也える僻体が付rJL生活へ移Jf-Tするために押退助/l三r,-tは次折に減少して,かえって変動幅を増大するという矛

Irlがir-ltする｡したがって,排他としての放火10mmほどに適した什/t榔flFtを,よりT.古いf17度で1･洲する
には.什苅初)gJの耽れ拝Iiとに畔拠するのが今後のノJI･'･Jであり,これにbLIえて什fJt維只群の脱祐筆凶の兜uJJと,
そのTJ州法を抄】ちかにすることが大きな諏畑とIL:ろう｡

Vlt. 要 約

.i=タテガイ俺市′Li虎の安定化と増大をはかるため.サロマ湖における.+.タテガイの生殖生億と産卵をJtJh!

する要凡 押逝幼生群,付茄推只肝のLLJ.BIと刑Jと.(｡よぴその変動要円の解析など先fF段隅の進展にともな
う偶作群動態を兜明し,次の結果を柑た.

(1)/Li雛腿の軌La:-をJJL机細胞の形成とその刷桃.との射 ヒにもとづいて,,k分化l臥 分化期または仙L乱

伐艮J】TJ-肌 成艮後胤 成熟PJ,放山肌 放JH.終L1mまたは退化朋の7期にr･(:分し,これな)&叩lとして垂下虎

姫群およびにl然個体群の/生新周期を検討したn

(2)遜赦1齢群の/Li叔娘発途は,成長iTWJ5月,lRJl<後ルj5′-6凡 退化)馴 6-8fl.｣､分化n716-

9月,分化ml9-3月,JRr<IiTJPl10-3月という過程をたどる｡生殖典は成艮捕り馴および後)抑こ雌として

位位づけちれた後,退化肌 人分化期を鈍て仰排に分化するが,成長後脚J以降までは発rffLfj:い｡

毛細およびFL然群の2脈以上の個体群の生机).I.】)抑まともに好l似した過程を,J<し,成熟】glLl～6月.放EIl.

ml5-6月,B(川終了JPJ6月,休止期 7-to月,成Jを舶用1ll-2月,成長後期 2-3月という1年を

1),q胤とする循環的な允過過程をたどる｡

(3) 産Hi卵の鋭執ま推卯親LlきBlの大きさ,年齢81成,および生新炎TrL最の速いにより支丘さJ1..年に上り

200-L100×1012の大きい変動を示している｡

(4)生殖巣の柵対的な大きさをあらわす生殖典朽数 ･GSl)11捷堆に上る益井はなく,休止期7.成JモIiT棚

10,成F<後期15,ば軌勅20,放出前期16,放uJ.後期 11,放tLl終/期7という平均値をとる｡したがって.

GSIが20をLBえる僻作が全fM体の50%LJJ二を′J-;す切合には,個体群は成熟期にあると判定される｡
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(5) 生殖巣指数の大きさは生息域の水弧と正の刷淵を示し,個体群が成熟期に過した時の水弘は22oCで

ある.21-rCを超える&'仰 温度が285oC･Eヨに適した時期が産卵娘頻剛こあたる｡年による産卵時期の通い

紘-この有l井温度の臨非伯に逮するまでの水弧上1-7の遅速に起困している｡

(6)浮遊幼生は5月下旬よ州 J.BLL,6月にjiと的にrJ.i越し,7月上イJないし中仙二は認められなくなる｡

この肌 5月下iTJから6月上旬にかけてDTQ肋幼′Lが俊占し,6月中仙こほれ)gIかnJり軌 ,,-atTrl)plW_E.に代ヮ,

6月下旬から成熟期幼生へ移行する｡

(7) 浮遊幼生の水平分れ ま東部水城と, これに競く湖｡城に向う北Jiと城に荊襟度を示し, この軌r.'りは浮
遊期間を通して変らない｡この関に大きな減耗をうけて搾遊脚1後ルルこl土盛LLi並の001-008%の生残にとど

まる｡減耗は発生初伽こ収も大きく,外海への桃川と自然死亡がこれについでいる｡このうち,外軸への流

ttlは水温上井の遅延にともなう浮遊)PLIiiJの艮)馴化に即E封しているO

(8)浮遊幼生の成r<は1次回榊でホされ 叔良の成長率は平均5】/'川 を示す｡汗遊幼当三のィ､ばrRZト の移
行時の大きさは,新二原殻の洲定結紫から2634±132F̀と桃淀され,この大きさに述するには28日から56

rl,平均36日の浮遊生活を必要とする｡

(9)浮遊幼生の付着生活への移行は,6月中旬から下i')Iこかけて始まり,7月*佃には終了するb椎貝の

付か 土讃脚より底月別こまで及んでいるが,中層から蛙層にかけての水深域がLJJ7月の中心となっているbサ

ロて湖ではいずれの年においても1･J/1t離ftの筒密度分布域は湖北都城に偏在しており,8月下旬での湖西都

城の5-70個体/m2に対して槻東部域では200-300個体/m2を′J､す｡

(10) 付弟後の椎貝は指数的tL:戯戊の梢大をたどり.傭衝として中間育成に用いられる赦長10mmの個体

にまで成長するには発生後ほは 100rl,付着生活への移行後ほぼ60Hを要している｡その時恥 ま8月下旬

であり, この時期までに初期付rr丑の約50%が自然脱淋する｡ 自焦脱稀を経て8月下旬に付着掛 こ残存す

る付fl'耶只iliは恐長200l･以上の大きさの浮遊幼生辞職とは一次回帰開床 が.溜められる｡

(ll)生殖生嵐 浮遊幼生qF.付茄椎貝群の個体群動態の成果にもとづき,,+.クテカーイ種苗生産の安定と

計朽化のために種苗/Ji産にl娼する予測方式を検討し,T･報方式の傑案とその検証を行った紙果,次のプ)'式が
健確生産技術体系のなかに削み込むことが可能なことをU】ちかにしたe1)席卯般卯 経 ず 4月 lElを起点と

する22oC以上の転nの恥皮のhLt井値で示される耶新政JllfhlL度が285oCに漣するII｡2)IIĴyrR寺JPl 6月FPilJ

までの浮遊幼生の戯長の成)を過程を示す成長式から叡艮260Fりこ達するH｡3川りLの採脚 .‡期 もLi新政州は

iili(a)と8月下旬における廠街並 (y)との一次lTTI九tI式 y-17388.r+6787× 10Lに談当年の芯を代入するこ

とで求められる2TLおよび7JLl=イ小こおける初jglHrlt離JJul主の50% に該当するTii-｡
(12)予報約度の向上のためには,今後産卵親JJ洞lとしてサロー,軌こ維持すべき3齢以上の自然個体群の

施娩操の検討,水温上井の連延による浮遊幼生仲川りの長期化の予flLEJ法と外海への枕ftJ.規模の予測艶.机mJI寸
心椎貝丑の予測法に側する検討が必要であることな′J､した｡
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ホクテガイの発育初期における温度と比重耐性

丸 邦 題●

(北海滋止点培汲芸稔令It:ソタ-)
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,+.タテ力'イの耐性にl*]しては,収休における水制と塩分について研究がなされているが (山本1956.1957,

中Ptl1977),初期発生より若齢j軌こ乍る発育如胸の耐性については,ほとんど軸告がない｡

このような観.▲rえから,讃者はホタテカ'ィの文机卵,浮遊幼生,付議附1, 1齢個体を用いて,外発pfT段階
における水温と比弧の耐性実敬を行い,第十の知見を糾たので,その右l盲光を報告する｡

材料及び実験方法

材料仏 附 こついては能rL湖沖のオホ-ノク海で採収した5齢個体から産卵誘発'(･竿iた受1-F-f卯をJT]いたC

その他の材料はすべて能取湖で採収した｡押遊幼生はプランクトンネットで採兆し,秋期水狐.比取と同灸

件で1左圭硬水肘 卜で馴致した幼生を,付JtfTf仙 ま採TH1-掛こ付,lYJしたffrHを,また1齢個体は中ILIJ帝成された
個体をそれぞれJIlいた｡これら供.三式材料の大きさを,rriLl)】elに′バした.

火鮫は1977咋5月から9月に行われ,輿死串,腿の擁1:運動,心は拍動数,頼#粥汁量を梢蚊ミとし,水氾

と比魂耐性を朋べた｡突放粂件は Tat)】e2に7Jくしたとkりで,恒札 止水条件下で天然油過海水を用い,

弧Lh:耐性実験では梅l]同弧比の溢水と交換したO低比主Ti粘水は誰何水をナ柾水に掘加し,FiJ比虫dLf丸 ま海水を
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ColleいOr 140-203rnm

CuILur】ngb(LSkcL 274-565mm

Table2. MeLl10(I
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8 23512900

ELTl㌻t'-】ng 告 - MorLt,･11, ≡;256 芸;5_271982 3gだscscl,ati/loc° PCrrOrmed

Sl)̀lI

1-year101d

W 'r 18-28 250 3L per(ormed

S ｡ MorLa-1ly 169_1901239_2653 82 E崇S((.L,Cb)20/3L

W T Mortal】Ly 18-28 2L12 82 4Lpb 6/4L peTformed

C日larymOVement 0-30 L}397-253082 - - -

日eartrate -1-30 2349-253182 - - -

02COnSumptlOn 5-25 9A69 82 4Lpb 15/4L

S G Mortallty 98-11397-2418 83 LILpb 20/4L -

ClllarymOVemen1 20 95-302 82 - - -
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.rL沸し それぞれ p日を-淀に弟依した1乳 ')哨 式比並計と塩分計に1り撚昨比延(dlS)に換井し,(L･lS-I)

×103で表示した,陳の発生段帆 i観察個体が50%u上を占めている状態でt三分した,

苑死率は失死偶作教 ×l00 供.1̂個体放とし､弊1E判rAjiIは,牡では細胞桝境,77-遊幼生では内膜の運動軌 L:.
lr,tT舵ftおよび1齢桝体では解剖帥 こ上る棲息刺･扱反応.のけ止によった亡また.足糸の付か串はhi糸什/t個

体数×LOOl供試個体数とし.観察ごとの平均値とした｡

畔の除毛運動は帆L̂只の継より3-5mmの小)tなり)州SL.一指夜砧水 (tlI5-2397-2530,l)H8.2)に

貯え粘液を取り除き,火鮫川訂正水に1)0分FFH馴致した後,EI,煉 件にしたン1･-レ中のガラス坂上で7-10′ト
パfa:1TUHJさせ,li1位‖!fr'LH当りの速度を測出した｡

心は拍動数の8gJか ま,LJt.抗日の左殻馴 王除き,心臓針rTmJ.させた後.外弧虻段附の海水に入れ,10分FH】馴

放した後,碑位特IiL11りの柏勅数を測正した｡

触求刑典塵は,海水を耕した水綿の端にと/ナコッタ'C･例じた採水川のホースを取付け,班,1̂Jtを収ザf牲
水Irliを呼さ2cmの流動-ラ7ィ/で埋った水Mと,Jf･1-滋松の供訳flを入れない対照水縛を,それぞれ所

出の水温に謁整したtlj弧帖に入れ,実験桝軌ri後とLIOll.80分経過後に採水し,ウインターー/一法によりiii

L如制ill,]ii位個体鴨俵1りの横糸消費止を求めた,

実 験 結 果

】 肱

旺の水温による発生捷過を F】g lに7Jミした｡水温4⊃Cから2Bocまでのうら,28oCで実験した阻 上受fI'i

後15時間の搬祭ですべて弟死した｡また,23oCでは輪形の川.BLが神ytの8oCの5倍で庵めて多かった.そ
の他の水私ではlL'R,.な児tl三であった｡発生辿LB･はJIOCで退く,8-16oCが中鮎度で,20oCで后もEliか19た｡
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比重による耐性 (Fl居.2)では,比取2-16に入れた受柄卵はすべて難死し,比重18-20,2gでは輪形が

対照比並23の3-6倍で出現した,正･kな発生個体の出現が崩かったのは比耽21-26に入れたもので,比弧

23で先生が瓜も進んだ｡

2 浮 立 幼 生

lヂCと14oCに1左右夜研鼓した浮遊幼生を2-26ccに移し,2LI柑'ri】後の熊死串を示したのが Flg 3{･あ

oaccl'nAted.to.1号空 r'-~8-一一

∫

-A-

/

2 5 8 ll 14 17 20 2コ 26 I Z コ 4 5 6 7 8

W.terl帥Per-torerC) D.ys,equlredtordeath
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る｡幼生は12oC以下の水温に移されても邦托しないが,これを用えると応弧になる樫発死串が苅くなり,

20oC以上では100% となった.

比gl耐性(Flg.4)では比TTi17未満で2LHF.W川後に弟死率が50%以上となった｡比耽17以上では弊死率が
低くなり,25近くでは0% とtL:った｡しかし.JtTTi27になるとiTLび発死がみられた｡
3 付 * 稚 貝

付Zt推Llを18-28℃ の7,7-水温で封rffL,発死に要するn数を詞べたのが F'g5である｡全教舞死までに
2Bocでは16時間,2アCでは2日,26oCでは5日,24oCで81化 夢した,22oCでは8Hで10%余りが弊

死し,20oC,18'Cでは8n株過しても男死が入られなかった､あわせて椴黙した足糸の什B串は,水温が高

くIL:るにつれて低下した (Flg6)｡

比敢耐性 (Flg7)は比iri15以下で1時FF'】後に葬死が

みられ,比Trj.124では67岬叩後に全数が熊死した｡比

了ri17J<)上25までは67岬ri】粍過しても巣死がみられな

かったが,265では=E･1二の苑死がみられた｡足糸の什ガ

率は比Tri23-25で巌もl.:占く.この範囲をはずれるにつれ

て低下した｡

4 1ltI tt

高水温に上る耐性 (Flg 8)では,全数舞死は28oCで

4時間,26oCでは3日を要した.24oC以下18oCまでの

こ一

= 50

皇

DAySreqULreJfordez･th

禁 誓 C9:.芸諾 oL:三雲芸憲 崇 h<意 FiF'87̀【･Lq"e鵠 oh'1-a';eea:-toe.ndlPSeC:altL:rpes

外-1!:脱は収の線に沿うか内仙こ後退し,蝕T=は収秘し動

かない個体が4,く,粘液の分泌が汽しかった('r.lute3)｡
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水温による脱の紙で迎勅の速度(FIE9)は0'C近く'<･は0にIL:るが,まったく机上するわけではなく,好l

徴税較祭では銀毛がわずかに動いていた,水温が上昇するにつれて擁t運動の速射 1次掛こ速弓ムり,20｡C
近くではEt称こ達し,25oCでは逆に減少した,BILの個体に上る18oCから30｡Cまでの温Bfrul東の狭い洲定
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では22-23'Cで瓜7.1となり,その後練少し,3αニCで0にIL:った｡

し,23ccで叔I.lsとなり,26oCでは適に狭少した｡別の榊体では21PC,2アCに掻大船が認められた｡

頼兼耶幣紙(FIぢ ll)は,水温が低い時には刑焚敬も抵いが,水温が上汁するにつれて拓くなり,20oCで

粒(.-iとなり,25-Cでは減少した｡

比711耐性 (1Ttg 12)は比窮 1640から発死が入られ.これより低い比範で,かつ捉過時間が良いほど弊死

串が苅くたった｡比屯 1882より2418までは67帖Rfl捷過後も弊死は入られなかった.比重9-12の実玖群

のホタテdイのかは最初一部の個体で噸く[判じていたが,噂l悶経過とともに少しl用け,その後･すべての個
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体が大きく跳けた (Tab】e4)｡ また,外食股は勅の内側-後退し,触手は収新し粘液をLLJ.し,形のJ諒jれた粘

液状の糞を排推した｡これに対し,比重164以上の実験群では激が少しE凋き,外怒膜が灘の外へ実LH.し,触

手がよく伸びて動き,lE常な糞を抑陛したB

比延による見習繊毛迎軌の速度 (Flg 13)紘,比重 1247,1020では0で,15-17にかけて./LI激に速度を増

し,さらに比蕊が高まると速度を糊し続け24-25で郎 -かこ通し,比Iri25を超えると速度は71iび低下した.
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考 察

.ilクテガイの先生適水温,塩分として,NISIHOKAl･/a/(1949)比lo-15bC,30-do‰,なかでも12oC,

377(OをJGi適としている｡今回,:粁者が糾た先生適水温は8-16cc,適比並は23-26である｡発生通弧は
NISIllOKAela/とはは一致するが,鮎分の40‰は比7Ti(･7.5)に換節すると2985となり,著者の実畝では

この値で11崎形が多く,好適とは言えなかIDた｡

外用穂についてみると,PL,ELLJ''N'aXJ'llt'Sの発生適温は150Cで,18oCと20oCでほ的形幼生が川現し,

後期幼'J=まで至らなかった (CoMELY1972)｡同機の別の12,15,18,25oCの幼生飼育では成長は18oCでよ

く,生残串は15oCで巌も詫く,25ccで0% であった (GRUFFYI)D&BEAUMONT1972)｡ また,Placo一
〆CLL,''//Lagella'HNS幼生の12-19oCの飼育では15oCで pedNel】gerに過し,19oCで大茄に弊死し,数

分は169-300‰ で了F常TL:発rf托 した(CuLLINEY197LI)O さらに,一Irgv♪ecle'･g'bb,,5(CosTELLO1973)

では水温 230±20oC,塩分350/LWで,AL,'/,･tPe'leJtJr′･lLdtL7′LS(SASTRl1965)では水温2JIO土10cc,塩分

30‰ で,それぞれ幼生飼称こ成功している｡

これらをまとめると,好潜水蔽および塩分は機によって異なるが,好適水温内の低めの水温で飼辞した勘

合に生笈率が訂古く,高めの水温では成長率がよいと言える｡これは,若井の一定温度に酬致した幼生の生残

率が低温では閃く,20℃ 以上の高温では低かったことと一致している)したがって,天然海域での浮遊幼生

は水弧が急激に低下する勘合よりも,むしろ急軌 こ上井した時のjfが減耗が大きく,7.'古狐駁非は20oC付近

にあると考えられる｡浮遊幼生の好適比取は,比TTT耐性試験から陳の適比韮とほほ阿鎌の比7Ti23-26にあ

り,i".i比範の27で葬死がみられたことから上肘 ま27近く,下限は22イf近と椎出され,極めて秋塩性であ

ると言える｡

付着椎只と1齢個体の耶弧に対する耐性をみると,全数難死に要する日数は26oCで付Tl推只では5日,
1齢個体では3日を要し,付ZIL一能Llの))がl齢個体よりも才.rJ弧耐性では放分強いO佐藤はか (1977)によれは

水氾25-26oCの飼育では0齢個体は17円El.1齢個体では7EIEl,2齢個体では2日目で難yt:'し,年齢の進

んだ貝は砧水温に弱い｡J'/alo/N IL,H/NagLJL/〟JElJJLISの上限温度は200-235bcであり(DICKIE1958),loo°

で最大成長率を,示し.若齢只は年齢の進んだ只よりも苅水弧に観い(I)OSGAY1953,DTCIくIF_& MEDCOF

ホタテガイ成只弛′州-の繊毛迎勅は,lll本 (1964)によれはOoC付近では瞬間的にEtまり,5oCから20oC

の間では弧度の上州 こともなって速くなるが,23oCに適すると庫度に低下すると述べている｡また,心肺拍

動数 俄耕2齢個体)は中西 (1977)によると,水温の上井にともない糊加し,23oC近くで伯T.̀5値を7Jくし.

28oCでは0になるというOこれら報告の只の咋齢および大きさは本研究で陸川したものとは炎なっている｡

しかし,水温に対する耐性は本研究と同様な帆句である｡このような帆TT)は酸素消軒並でもみられ,刑多卑見

が20oCよりも25oCで減少していることから,消政見が最大となる粘度は22-23oCと推起される｡ MoRl

(1975)によると,ホクテガイ令書附立の軌跡 ま2L～24oC以上の稲水温では麟能しないという｡ZHtRMUNSKY

eLal(1977日1,,+.クテガイの7.'5温限界は2L7oC,低弧限界は -13oCで,これらは鯉地毛の上皮細胞の温

度適作と一致すると述べている｡ 以上の都債を鹿括すると,ホタテカーイのT.▲む阻限料 ま22-23oCであると推

察される｡

比砥耐性について,山本 (1956,1957)は椎貝(叙位10-13mm)の継の繊宅運動は次版性が著しく,塩素

見･1299-2562rN(q15-1716-3756)で巡勤し,成只(殻長110-140mm)とともに正rF17WB水 (18.11‰)より

も市棚水 (21L19‰,′715-2893)で4-13% も7.1い活動性を示したと報告しており,この).J､では著者と火なる｡

中西(1977)によると,心臓拍励数は80%海水 (･115-190g)でも(･･Jちかの膨甥を受け,40-60% 海水 (''l5

-915-1412)に敦死浪虻があったと述べている｡出田 (1976)によれは,0齢個体 (殻長23-34mm)は

Cl10,665ppm (d15-1395)では1g帖間で,成只(戯長982-1150mm)は8,851pptl-(015-ll44)では22

時ru'J後に苑死したことから.0齢個肘土成只に比べ淡水化には弱いことを報[出している｡また,佐藤 (1977)
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によれは,0齢個体は1,2的個体よりも弱く,比範16以下になると5帖I;i)以内にほとんど弗死すると述べ
ている.31着の実軌では.付着経穴と1齢個体では実験水温の速いがあって,正確な比並耐性の比較が不可
能であった｡ しかし,両者とも比砿17以下では危険と言える｡両F;のj由比紙は,足糸の什LIt串とJg鞭毛運

動の速度-からして,23-26と二考えられろ｡

摘 要

.+tタテガイの初朋発生から若齢朋に至る令発育段晴の温度-,比釆耐性について実襲し,次の結果を持た｡

1 狂の発生速度11JoCで遅く,8-16oCが中程度で,20BCでBtも甲かった｡23oCではや形が出現し,

28oCではすべて弟死した｡比菰2-16に入れた受耶卯は弊死し.比耽18-20,29ではや形がuJ.現し,23-26

は止常であった.

2 1グCとILlOCに91鼓した771遊幼生を2-12oCの水温に移しても典死がみられなかった.しかし,140C

以上の水温ではI.?]軌こなるほど舞死革が高く,20oC以上ではすべて弟死した｡比重は25近くでは典死がみ

られtL:かったが,これ以外の比重では葬死がみられた｡

3. 什B椎八は22℃ 以上では&屯が苗い世,発死に要する柑ulが短かった｡また,椎貝は比兎17-25で

生存したが,この範謝外では発死した｡推只足糸の付着串は水温が/.7IくfEるにつJtで低下し.比頚が23-25

で巌も胡かった｡

4 1齢個体の3.1温耐性は,28DCで4時間,26℃ では3日でそれぞれ全教が難死した｡しかし.18-240C

の1152r群は9日経過しても葬死がみられなかった｡

5 1脈個体の打古狐搾l非は,WJ.繊毛運動の逆波.億娼刑的Lli,心推Nl軌数から,22-23oCと考えられた.
6 1齢個体は比BI164から難死がみられ,これより比Triが低下し,かっ炭過柑iBlが長いほど熊死串が孤

かった｡しかし,比gL19-2LLでは弊死がみられなかった.

7 1齢個体の弛繊毛遊動の速度は,比延24-25で娘A.iJをノJ..した｡
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1ll'1'火 湾 海 域 に お け る養 姉 ホ タ テ ガ イ

生 殖 瀧 の 発 達 異 常

川 上'上Ell:r出 tFr.1

(北海jEJ_舵n水曲試験場)

Abnol●nlalgolladdcvclopnle-1tObse1-ve(1illthe

sca‖ops,Pa/i-I/OjbeC/P′′Je550e′/SILS(Ĵr),
cu)tul･edinFunkaBay,Hokkal'do

KenJlK.＼W.lM T̂.4
lIoL上aiEJoll'akha,'a'F'sl'erL'L,5I･Jp7r'N'e′tlu/S/L'I'o〝
llo′ⅥL,u'ahho"uI,IIo舶oJdo097,JoJ加′L

Tostud)IthefactoroHllghmortalltymCultLlre(l5Callopslnドt'nk.1t}ly,Hokka･do,monthly

chi.∩ges】nfrequencleSOfnormal,こIbI10rmLLl.Ln(lllea(tsc.lllopsl＼,ereStu(lledfrom Ma〉1980LO

Aprl】1981 Thecuhure'LscaLLopsusedLnthepresentsludy､､･creone)rearol(l Monthly

chilt-gasOlgonadcort(lltLOnOrCtLlture'lsctlLlol)S､､ereeX.lrn'ne【lrr-川lAl'r■1198010SeptcMber

1981 TlllくeXill--1n乙1110n＼＼.lSrrO11日tle)‖SLOloglCa1.1ndgona(日11(teXIC=lLpo川lor､r】e＼＼
'n･em.lIntenanCCOlmatt=-eeon(ll110rLOrgOtladslnSl川1111er､､,aSnlOreremarkablelnLLbzIOr-

malscaHopstllilnlnnormalones ThlSISlrlJeOrbotllOneyeLlrOl(ltln(lt肌OyearsOldsc.11】ops,

FTequenCyOfabnormalsc.1日0pSlnere;l'edlLtrge))From juneloSel)te■11ber1980 Frequencl･Or

(le.ldsc;L‖ops)nCreaSedfrom July10l)ecember1980 Thel11こIlnlCnanCCOfm=LtureCOndltHJrLOr

gonadsdurlngthesummerseasonSeeZllb10 beassoc･alerl",･lhI"ghfrequencleSOfabnornlaL

anddeadsca‖ops Theabnormalgona【lrlevelopmentlSOneOrthelm])OrlanllaclOrSC.ll-引ng

hlgllr710TI;llLtylnぐuhuredseaHopslnFUnk.Irkly

PJE火紙で1977畔から1980咋にかけて,上として1齢益勅.+･タテガイに粍常へい発現盤が発生した.その

Ii;I:仙こついては,(り適地耶月l技術の劣化.(2)軌切符頃の変化,(3)ホタテガイrl体の代alyC常などの講説
が掛 目.Sれてきたが,別在に至ってもその節関は特定されていlL:い｡居れ i,外常-い死Bl奴に胸逃してPJf

火湾においては垂下丑新の了E常個体群と放旋個体群r抑こIi成熟過軌こ差があること.したがって,挑成熟は

垂下裁新形態に上り変化をきたすことを明らかにしてきた)-2)｡ ここでは,これに引き絞き.へい死別奴の

みられている1齢から2齢までの衣殖矧i;]lJlで,lf一冊仰体とへい光のIm5E‡鋭奴とみられている火備仰体3)と
の成熟過程を比較して.舛珊個体はillに形態だけではなく性成掛 こも朋僻がみられることをRHtしたので報

告するb

本文に先立ち.Jt一研究に棟/{のご助言と木論文のご按l相を勝った北海道大''芦水産学部宮上 断裁掛こ探越

の謝意を表する｡また,Il料採JJiにあたりご脇プ)いただいた砂睨1町の祐tll敏氏にお礼申し上げる｡

軸文番号 1 130(1985勾こ3J126日受丑)
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材 料 と 方 法

ここでJ71いたホタテガイは,噴火抑 コに位綻する兜部において1979年に採肺して中開TFJ尤した後,1980

年4月から198L年9月まで砂原沖合の餐兼施設 (水深10m周)に垂下兼成した個体である｡このうちl齢
個体の試料は,1980咋5月から1981年4月まで,l段あたり11-12胴体収容した10段九かご(瓜径50cm.

嗣EI21cm)による垂下磯戊を1980年4月に朋始した群から侭月110-120個体採耶した｡炎常個体やへい

死個体の出現率を刑べた後,このなかから34-100個休を組織学的搬料こ供した｡ただし,共常群が多くHJ.

現し始めたのが1980咋7月からであり,それ以rmの試料は1980年りJの瀬下時のものに限られた.また,
2脈個体の訳料u,10段九かごにtE'H,個体と犬常個体とを舵ぜて1枚に5-6個体収容すること'<･1981年

4月に垂下糞成し始めた群から5月から9月まで侮月40-60個体採収した｡

供訣個体は.外部形億の果常や貝殻縁辺部への淋液状付B物に上り犬常個体と正常個体とを区BIJL,その

後にそれぞれの魚拓.軟体謙重量,生殖集光Jtを洲起した｡また,LE常個体と異常個体の生細典中央誰から

約 1cml宙で9]り中った生井巣片を,プ丁'/氏液'<･糊起した後に逝常のバラフ.(ソ法により8FLの連携卯ト
とし,デラフ.l-ル√ゎ-てトキ/リl/とェ*y'/の二兎染色をAJして縦秩号的観察に供した｡

結 果 と 考 察

ir=傭群と犬常群の生殖発売達過程を,Jrl井mらIlの区分基雅にもとづいて親祭した結果が Tzll)】elで
ある｡正常肝･典常辞ともに雌株を関わず,沸 1齢から2齢4カ月までの成熟過軌三,放tIJ.肌 退化･吸収

肌 成長前期,成長後胤 成熟執 政日脚といった一連の性成熱過程をたどることでは火ibしている｡しか

し,′1､ablelでyJらかなように,1約7仁僻岬では6月以附 ま退化 ･吸収1帥こ談MEするJPI体が訂古い1l.(lJ合をLJl軌

成長後抑こ故当する仰体のJLJ.jRをみるのはLO)Jgl,lR軌期の個体の出現をみるのは12-り]以W.であるの

に対し,異常群では雌舵ともに産卵検証Pは姐して冬期まで退化 ･吸収nJO占めるr.q合は低率にとどまり,

成長後期および成熟肌こ故当する個体がかなり打払､割合を占めており,柑こ株価体節ここの帆;･Jが跡Tf.であ

る｡このように興溜群が虎卵期間後にも成軌肋の個体を多数床桁していることは.2相こ売fFした仏体群に

ついてもみられることが柱[lされろ｡ この紙Ai,iE常群では,9-11月には成熟一柳の僻体のilJ.現がほとんど

みられないのに比べて.異常群ではその時胸にも全体の7-22%に当たるLH体が成熟期を7J;･しているという

庫めて大きな違いが見iLはれることとなる.このようlL:成熟過程の速いは,生那典指数が児常群で正常群よ

り7.等い値を常に保っていることでもあらわされている(Flg 1).しかし,IHJ時期に調べた砂原放流ホタテガ

イでは,産卵期に成熟生雛細胞の故山が尤全に行われるため,残余の生細細胞の退化･吸収が短期間で紫了

し,退化 ･吸収期の個体が8月以恥 まとんどみられないうえ,夏期における成熟期の個体の机恥 1まったく

みられない2)｡それに比べて,今回の正常群は,7-8月に成熟期の個体が11例 していたり,退化 ･吸収mJO

個体が11月まで州税しているtL:どの違いがEI立つ｡すなわち,衣殖ホタテガイ1脈群全体として,産卵畑J

における成熟生難細胞のB(出活動や夏期における退化･吸収活動が不尤令で,その結果による成熟状態の持

茂が新著であるとTTえようO

佃月の調庶仰体数 日10-120個体)に対するへい死と兄'TIA'iTの仰体数の淵合を′Jくしたのが F】g2である｡

38-'#個体の1朝命が大きく増加ILたのは6月から7月の問と,8J:Jから9月のr川であり,R常個体の梢加に1-

3カ月連れてへい死個体のIL,k書命の増加が7月から9月の間と,10月から12月の間にみられた,1980年4月

から1981年4月までのrFJlに垂下着成した1齢群の約50%が-い死し,残余の80%が異常個体で,正常個体

はわずか20% という括果となった, このような非常個体とへい死桝体のEIJ.BL串の推掛も 1977年から1980

年まで貨いたyt火所での災常-い死現象でも死亡年搬群が1齢個体であったことと類似している｡

前報りで述べたように,噴火帝産毛弟ホタテ7IIイは0書も5カ月で性分化が,その後2カ月で性格抄TTが起

きることや,講 1齢で成熟期に達し,雄は政柄するが雌は故卵LTJ:いなどの特徴をもち,児常へい死の起き
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た 瀬 棚 If圭.-Slや椎奥村 Iと同様に性成熟が促進されている｡その lYd附体で今阿W_祭された産卵期を過ぎ

たgiからの火'#個体とへい死個体のIHBLの糊hllとiC.卯nJからひきつづく成始nJの個体の出勤 t,yC-'P.へい光

の冴しかった';㌻fg,MlHl所でも報告されている7)｡
以上のことから,この生瀬巣の発達舛常は,人為的にht耕形態をとったことによる養殖.+-タテガイにJt･通

した代謝邦僻の lつの別れであり,性成熟が早まったことに上り産卵所動がJlくrje全になったり,成熟生殖細

胞の辿化 ･吸収が不 卜分なことによって夏期に成熟状態が件淡さ̂ るなど性JJq朋の乱れが生じ,そのことが

火H.個体やへい光個捗のIII.BLを柄htlさせる一閃となったと乃えられる.そこには,MoRll)が報L.=t=fしている

のとI.,1校IL:生PI!的T7T,牡を低下させるような横僻があるものと.UJJ?Jtろが,今のところこれをyJく.ための虎姫

背理上の下段は拙示できない｡

要 約

兼鹿.+･タテガイの児常へい死の原関を見当づけるために,PJt火祁砂原で就1齢から瀦2脈になるまでの期

r;Tfの熊常個体とへい死個体のtlJ.別過程の税祭とあわせ,浦 )脈から2齢4カ月までのLE常群と災常群の成熟
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過程を組織学的に観察した糸fihi,次のことが朗らかになった｡

1 1齢と2齢の正常群および災常群では,成熟期の個休が夏期に 10-30%LLl呪したが.異常群の方が正
常群よりも出現率が高く,長期IijlfこわたってllJ.現した.

2 児常個体は6月から10月の間に大きく増加したが,へい死個体はそれに1-3カ月遅れて増加したb

この娘常個体とへい死個体の梢加と成熟期の個体の出Biとが並行して挽祭された｡

3 讃赦ホタテガイでは,性成熟の促進による産卵活動の不完全さや退化.吸収活動の不十分さIL:t'による

成熟状倍の持続などの性]月例の乱れが,升171;個体やへい死個体の出現を増加させた-E勾であるとjiえられた｡
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忍路湾の磯浜に生,lil.するカニ類の生態

(.:5倍和光●･宮本姓樹 ･水托純堆 ◆●･伊藤雅一●●

(北海道上中火水辞.試験場)

●1後.i-Jt部地区水轟技掛け及締各所)
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は じ め に

横浜に生息するカニ双は,7ワヒ知やウニ類の譲轍の一つとしてn=llされている)-6)と しかし,これらカ
ニ桝の生態については.'y数の報告があるだけでイこ別IE.['f.が多く,粗 こ此触並においては知られていない｡

#lrらは.忍粗相こおけるこれらカニ新の生唐詞炎と飼†Tl'R験を行し,2,3の知見を糾たのでここに報JLTi

する｡

+ 収 北海逝正面心木廉試験場宝輔立切
' Presentaddress l̂L･･'ora,･BrL",/･,IIokJ･L7'do ll(LJ:udl'le F'S/lLJ,･JeSE-LIJ･L･'･'NLe′'(EJlStu/lo′′.
FL,"aJIL･-rho,iuL,rO,･uJ･,HohkLZLdo05I.JLJFd′一

報文折rJL A13日L985年3月 26日受S.)
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報告に先立ち,詞血 こ='協))L､ただいた北海逝̂-･'IJl忍綿飴海実戦所,日大和郎氏に厚く御礼申し上げる.
また.カニ加の飼ff'R鉄の城所を挫供していただくとともに,実鰍 こ際し多 -̂のご協力をいただいた小樽水

産7.'S等p-lv･投IIJ平淡弔所の戦ハート1に感謝する.

材料および方法

l 分 布 粥 王

(1) 調k.地点の板野

摘心 ま日本海約1ilの必件約日-[gI)で行った｡.凋企鰍 ま,朽の西iiiQ)中火郷から朽奥部にかけて5線 (E～

＼リ,刺 ;を朽奥部に1}線 (VI,＼●lL)を設けた (I:･gl')｡

濁点税別の地形と弟瓜ノミは lTtg 3に′itしたとおりである｡ l鰍 土平磯上の湖耐l)と,それに放く7邦であ

る｡ H,Ⅰ＼rおよびVl鰍 ま平俵端の斜面に続く掻い悌斜の転石地僻,lll線は汀線から掻くqt斜する転Tf他

作である｡V線は砂鎌畦で 水深を増すほど長石の敦が少なくなる,VH線はIR7r7ヒ題炎施.設IJlで.四ノJ'

をコ'/クー)-ト壁で脱まれた例耕性の強い特殊なfq境である｡

a1I6LJl
FLg.】. MLll)SShoWlnglheSlleSWherethepresentStudycarr】edout.

∴

)

Fig.2.SitnpllngbL.llLOnSln

OsllOrOBiI)

: st.I-S!2 1□ R｡ck
囚 B｡uk,er

[コsand

ニ ー平 一･一 -.･主

10 20 30 40 60
DIStanCe(n)

Flg･3.Sect･onaltl･叩rL--SOlthe
experlmenLiLllllleS
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Tab)e1. DISlanCefrom tlteshorellneilnddepthan(tlhC

bollon=)peOfeacllSLatlOn

憲 一El.;e;nn茎'r:.Ist㌫ごni?hlo:(ltrjae.?.17nle: I,(e: ,Ih
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リ
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リ
一

Ⅳ
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E;lStSltlc

BoltOm type

A Somebou一ders(30-50)onthelIdtll什at

17 09 A

'.11 30 B MiLnyboul【lers(10-50)

lJ7 ′15 】3

12 10 日 (10-loo)

35 35 11 日0-50)

9 10 ll (10-30)

25 38 C.SM1lCbotllders(10-30)

8 10 】):SorllebouLder3'(10-30)ontheら.lnd

14 15 1)
5

3

8

14

40

卯

0
A MitnyPebbles.Ln(He､､houLrlt･rSIlo-30)
tMlthetldaLfluL

^ SumeboIII(lers(:泊-50)I)nthetlllaHhL

li MilnyboLILderz,(10-50)

li

C SollleboLl[(lers(10-50)

C

11 1 8 05 E MiInyPebb)es

P.1rentheSIZednumberさilredlameleT(i.m)oftxIllIders.

t̂t凋Jf鰍 こ.Btp正己した詞推['!1.のJIi岸,水深および底fiを TtIbLelにまとめて'示した｡各詞叔J.I.･.の庇TIを次

のように5卦こJメ介した,

A型 平鹿上で,いくらかの転イ了や多くの鎌が散/Iけ るb

l与他 多数の転石が1,-21剛こ舶肌している｡

C型 B型にIt.べると転石のElが少なく,鎌やLeiLi態 の'.11介が4'い ｡

J)鼎 砂疎抜に伝才了が.･lJl.在する｡

1三世. 棟が姓hltする｡

(コ)a丘の)j法

1983年6J:Jから198Llil三6月まで.ほは帖JJll‖l諸点を行った｡カニ加の採射 ま.lm2枠をJHいてスキュ

ー,:治水によって行った｡探放したカニXEiの性別,卯の和無を凋べ,甲解,食塊鬼および第6脱節付を洲起

した｡

2 角 育 実 検

lii糾過の射 ヒを枚'#するたW.llT平町 (171搾 りにある小幡水産Tt-b等学校■11-平淡門所で飼育淡奴を行った｡

供訳個体は/dlr,[の分布鈎if_ll:･糾られたヒライノ･Jfことイソガ二で,令/'を大小2辞に分け.魚群4-12個

体をL18×38x3LIcmのアクリル徴水脈こ収容し.かけ凍LでェI/レーシsrI/をしながら向背した｡&構内に

は,こぶし火の小石を岩当Lt敷いた｡
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同一胴体の飼ffは,飼ff朗掛 軸 lら次の分AiP櫨 までの約 1カ月間とし, 1983年6月中旬から1984咋 7

月中11)まで練り起し行った_ただし,1984年 1月および3月は分布釣女を行わなかったため,1983年12月

からの飼ffと1984年2月からのものは,IJll-個体を約2カ月間飼伸した｡なお,分布謁並は月の中佃に行っ

たため.1=とえは6月の飼育実験は,6月中flJから7月･1】佃にかけて行ったものである｡

併科としてr:yl故筋を切斬したムラサキイガイを,顔付きのまま卜分地l)'･え.2-5日ごとに交換した,ただ

し,1984年6月の実族では,エゾイガイを一部JTIいた,

イガイ期の軟体臥 特に生殖巣は,死亡後封度低下にともなって子削lけ るため,イガイBiだけ入れた対照

水折を設け,その_qind:練少屯により各群の桝桝鹿を始正した｡折桝串 (Ill体並1g当りのZ!i郎jrlrL.J㌦)は別
科交換ごとに井出し.それらの平均を各月の平均心EPf串 (Fr,)とした｡

FJp-(rL･F.//FcrFJ),Ii:Bll,'

Fft-i:rJTIIJ

ここで.rllま投即位.F/は残糾rJQl･,Fclは対照水的投卯崩.F,/は対照水的妓桝見,日工役柄から交換まで
のIト政.∑Bll′は供,訳個体の冶及最.''はt"1-個体飼町中の何科交換回教を′J汁 ｡なお,菰農はすべて鮎TTl
且で小し,ui.tJt個体の貌鬼は'R簸開始時の他を川いた｡また,領丑増bt]弔 (u'n)紘,ll′JF(tY/-1Vl)･100/
ll′tの式より3割IJ.Lた.ll′Llま供.拭個体の実験川柳 ,宇総iri鬼.ll'/は終J'叫始弧地である｡

結 果

1 分 布

TllblC2に′六したFRJ丘別8楓 )■ヰ旭y12級が採兆された,ただし,炎掩加でも十ドカリ加は多数分和して

いたが採ilさしなかった｡挟放された10唖のうち,ニTt,I/-/メガニダマン,ヒメケブカJJ'こ.スエヒロガこ,

コイ-1-9ウガこ,コプカニダてyは,採娘個体数が少ないので以下の筋炎および考'iiiから拓いた,

カニ耕5概の襟度の)H1年射 ヒを,Pl-JL,lの調悉線 】～V(以後西lilとする)と火Jr.iの訴裸線VI,VII(以後メ上

iliとする)に分け,庶'Eの型と水帆こよって並理し,T｡ble3-7に'ilした0億ごとの特徴は次のとおりであ

っ九二.

ヒライ/ガニ 西岸'CはA型とB他の水深 1mで糖度がl朋 三[均かった｡次に密度が(.'占かったのはl)型

の水深 1111であるが.12月から5月までは分布がみられなかった｡Ii型の水深 3-35mおよびD型の水探

15mでは.10月から3月まで分jIfがほとんど入られず.また糖虻も低かった,C型の水深38mでは9月

のみ分布がみられ,Jl丑の水深45mでは分布がJJtlff=-入られなかった｡

jfi坪では,A.BおよびE型で周年分布がみられ,A,E型の襟齢 ilJ･Jl;緒 通じて鮫も訂紬､った｡C型の

水深25-4mでは7月から11月まで適役して分布がみられたが, このうち水深4mに分布していたのは8

月のみであった (Table3),

イソガニ 西1ユ圭ではA型で川中Irj満腔な分JIfがみられ その'teh三は内枠を逝じて巌もajIかった｡J3.C

lalよぴL)丑では各水深 とも怒度が低く,分布が人らitた月数も13型の水探 11.1を除いて3カ月以下であ

った｡

火lpではA,E型で俳 F分布がみられたが糖度はばらつきが多かった｡B型では密度が低いが多くのJJで

分巾がみられた,C型では水探2.5mで7,8月および3月に,水探4mで8,9月のみに低い'9度で分布が

みられた (TableLI)｡

ケ7サイソガこ 西i;!では分布がみられlJ:かった｡

dfHiのE型でl-.1年(.A.1い幣虻の分布がみられた｡その他では.A.Tl丑でわずかにみられたにすぎIL:い

(TiLble5)｡

コツ-モガニ 蜘'Iとでは,B型の水深 1mで脚 fi分布が入られたが.9-3月のrEJlで軽度が高かつた｡A

型ではil叩Tl平均襟度はB型の水深 Im とほ はI"1じであつたが.分布がみられたのは10-2月のみであった｡
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SclenllLicname

BRACHYURA CalJl'Ledei･reゞ､〟j(Ⅰ)E1-Ⅰ̂ N̂)
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Table3. G deI"eSJILS Seasonalchi'nge'ndensILy(N/m2)ortlleCrと1bCOllected
from dlfferentI)1.leeslnOsll0rOBay

Llne B7it,oe- D(emp,tt- statlOnNo 応 ｢ 芯 Allg Sle9p? ｡cL Now ｡e｡. 忘 Mar1㌔ 7-正二㌻ Mean±SD

I-V A O9 Ⅰ-1,2 55 35 45 05 140 50 15 05 15 65 30 42±38

B 10 ITT-1,Ⅰ7-1 05 40 50 45 65 30 LIO 35 Ll5 10 95 42±25
30-35 7I11,Tq-2 15 0 0 0 0 0 0 0 0 10 0 02±05
45 Ⅰト2 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0

C 38 ⅠⅤ-2 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0.l上o3

D 10 V-1 80 70 20 60 30 10 0 0 0 0 90 33士36
15 V-2 0 0 20 10 0 0 30 0 0 10 10 07土10

A ～05 Ⅵ-1,2 35 215 130 40 200 95 40 165 50 130 150 114±66

13 07-09 Vト3,4 05 20 15 05 65 45 35 105 115 35 125 52士4

C 25-40 Ⅵ15,6 0 0 1.0 05 10 0,5 0 0 05 0 05 0Ll±0

1三 05 Ⅵト1 60 130 120 55 70 280 40 250 50 120 50 111j=83
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Table5. llpL,llI'1/IL'/Iパ SeaSOn.llchilngelndenslly(Nn12)oftlleCr.Ibc0日ectcd
fromdlfferentplacestnOshoTOliay

L･ne -3?,L,tSm Tmp,t一一 S･aLionNo

I-＼ ヽ 09 l-1,2

B 1.0 m-1,17-1
30-35 【111,m-2
LI5 1トZ

C 38 lV-2
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Table6. PqLLalI/･IEJI･N† Seasonalcha叩elndenbit).(Nrn2)o【thecrabcollected
rrom rllfferentplLICeSlnOshoroBay
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78 お始和寛 ･官本姓例 ･水鳥塊椎.伊dk取-

GdeIJreSS〃J･ II.s-gwilIPrIS

JuL:T3｢ { b IM[,I-ll ,一二血.l _ 【ノ し
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F.L98.1｢… 【1 Ĵl r_,Jl n
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M.,ll Jー lJ一 .1 1ー′L l 〔 _∩

Jm ll .外 IJJL-1 lq rT叫 .J rh -
ん ふ よ 10 品 》 10 20刀 川 ふ ふふ

CJr叩aCeVridth(I)
fig.4. G de♪,･ess〟sand〃 脚〃g〟･,te"5･Sensor)alchangeslnSl維Ifrequency
dlSlrlbutl0nSOrtheCrabcollectedmOshoroBay Sl叩Pledbarsrepresen(
t沌rrledfemilLes

13型の水探Im以外およびC,D型はいずれも'#LBIJが低く,

分JFIJがみられたのは9､3J:Jの問に多かった｡B型の水沫JI5

m でIiJ.q年分IJrfがみられなかったO

戎Jliではどの製も),即lJ-を油して襟度が低く抑 I'圭と同様.分

布がみられたのは9-3FJに多かった (T.lble6)ら

イポトゲガニ:西梓ICは B型のIrn,3-35mでJ糾 三分

巾がみられた｡その他の卦 iいずれも襟度が低かったり

如 きではB型で周年I':古い照度の分布が入られ,その徳政は

市川!を通じて位もr'.1かった,C型でも,いずれの水環とも用

2 甲 積 組 成

採胎個体教が多かったヒライソ カニ.イソJJ'ニおよびイポ

トゲガ二の甲GT鰍kLのJ.笥年変化を,それぞれ ITig4.5に'J;

した｡

ヒライソJJ'二は雌で1-2,排で3-4の椎が.みられる月が

多かった｡採舶個体の最大甲帆ま3.15lrHll,殿中叩17nま25

mm'C･あった｡イソ1/二は雌で2-3.雌で3-LIの椎がみら

れる月が多かった,広大,巌小甲l副まそれぞれ410.37mm

であった,イポトゲガ二は雌で2.椎で3-4の畔がみられ

る月が多かった,位大.崩′ト甲幅は282,40mm'<･あった,

なお,ィ.i･:I.yガこの甲幅的 10mm以下の個体では.外見上

雌樵の判定が#しいため,蛙として示した｡

これらの甲仲臥成回は各月の指炎個体数が'yないため,冬

Ju:y983To止 ｣』L
Aug:L八 LJ』.
sept-ol JL lノーしへへ

oct!:ok l』｣
■- 三上∫1..Llニ ー=_
Dec･川｣ 山 l ,A __

Fごb98. .0L .a Ir孔｣ _
Ap,:L 血 _｣凸 ー
-詳し乱 Iノ｣_

CAraPaCeYklth(-)

flg.5. Jl･de,,lolQISeasonalchanges
lnsl宝e-ETequenCydIStTlbutl0nSOEthe
crabcoHecledlnOshoroBay SllPI
pledbilrSrepresentberrledferna1es



.tJ.旅巾の破折に生息するカニ軌の生傭 79

lrtdl>kJuals

fig.6. SIZe-Frequency'llStr,butlOnSlorrLVeSPeC･eSCri,bscollected

lrom No＼･ernber1983toAprll198LI

糊の収良はfL:いと仮正し(後述).lT】g6に上方亡3席とケ7サイソガこ,ヨy-モガェの1L～LIFlの採火仰体
を-爪したrfl怖糾成問を/ThしたCまた上.記3機のこれらFIl佃糸Ll戊周について,止規分布が3および4あると

仮nIしたIr!fの適介肢を亦榊のプロク'ラム7)を用いて水めた｡計恥 ま階級幅をImmおよび2tl川1として行

い,適作の良いプIの純米を ′rab)e8に示したoJj1線佃のIIlk.1削JRの特徴は次のとおりであった｡

ヒライソJJ'二 雌は12-14,16-18mmの2つの岬が見らJtる｡これを肺級仙 11mllで3つのTT?.鋭//I

/tJに分けると.その平P,)値は,129,175および205mmであった｡ この分析は1%水坤で兼月】されるが,

これは甲九日0mm以下の階級におけるZ2への寄Ji-が -̂きいためで.10mm以上の題令は悪くない｡llI鮎分

和む4つに仮正すると,適合は良くなるが,36'rlの止鋭分巾の偏晶が非常に小さく,不自然lL:杭火となっ
た.肋 よ4つのIE奴分布の平均が123,189,26511,･よぴ30811川1であった｡3番目の正規分JJ'265⊥396

を,2LL7士163と284-093の2つに分けても. 他の3つの止脱分神はほとんどF'']じであったが,全体の適

でH125%水iVlで兼AJされた｡各々の平均値を雌雌IC･Jt較すると,節 目削111はは等しく,2番口では雌の
プアがわずかに小さい｡3宙口以降では雌の方がかtL:り小さかった｡

イソガこ. 雌は10-12,20-22,24-26mmにItが見られる｡これを3つの正規分布に分けると,その

平均値は各 ,々107.193,246mmとなった｡3蘇FlのIl三奴分布をさらに分けると,ほとんど重なり介って

分れ.1節目と2祈RのTE規分れ iほとんど変らなかった｡掛 i20-22,2Ll-26mmに蜂が見られろ｡これ

を桁抜帖1mmで3つのTE娩分布に分けると,1布目と3帝Bのjf.奴分布のt5恥fi差が40以上と非常に Ĵ

きくなった｡Jlつに分けるとその平均値は各 ,々168,204,255,306mmとなったが,1番Elの正規分布の

摂叩偏晶はやはり401ソJ二であった, l番Rの正吸分布をさらに2つに分けると128±368と152±031に

なり,最初の了l:鋭分巾の携唯fii題は小さくならない｡正奴分布を4つとする仮定は1%水準で棄却されたが.

叩幅 10mm以下と35mm以上の両端における22-の寄与が大きかった,雌株を比較すると1布目の正規

分れ ま汗しくX･つていfC.しかし,雌の10mrnliTE後の腱1体はAt僻 に多く,和讃の雌の人を分p-rすると,3rP,

0025-001)または 4(P.025101)に分けた甥合とも,l轟FlのIE奴分和の平均仙 ま158-159mmとな

った｡

イ･i=:トゲJJ'二. 雌は11-12,13～】4,16-17お上び18-19mmに峰が見られる｡ これを3つの正規分

布に分けると,その平均値は各々110,134.166mmであるが,分析の抵北は棄月Jされた,4つの正規分布

にすると,仁=l収 が0となり倹tjiZはできないが,その平均lLruは各,{62,101,135,190mmと1L:り.4帝EI



Table8. Tes10fgoodnessOf丘‖lngbetweentheObservedfreqllenく:ydisLrlbutlOn
an(ltheGLLednormalctlrVe

Sl)eCleS Sex

C.
(lp/N-L･SSL'-

∫/

dl･17/lIIll

Noof
～D+

C lass No I
InteトviLl++

No 2 No 3 No 4

r Mean SI) l MeaTI SD f MciLn Sl) f MeiLn SD
72 (IE P

(n.m ) (ro) (Tn) (yn) Lrh)

1 Ll22 129 182 303 175 1.14 275 205 166 1819 6 001-0005

4 1 300 12Ll 327 186 135 131 155 17.0 031 359 198 179 641 5 050-0:ま5

3 2 二と22 12_lJ 1O4 672 21_2 751 10_6 303 09:2 673 7 050--025

394 123 211 150 189 160 386 265 396 70 308 035 :2105 15 0251010

63 107 09′1 551 193 378 387 246 336 17411 15 050-025

64 107 095 407 18Ll 345 380 237 3_51 1J18 2LI3 356 1690 13 0:25-010

ll8 12.0 477 449 193 334 433 263 447 726 8 075-050

313 16.8 415 297 20Ll 208 232 255 154 158 30_6 189 29.47 13 001-0α冶

241) 110 083 463 134 091 :泊5 166 122 949 1 0005>

♂ 3 1 63LI 99 336 24_3 118 :264 l_)3 207 266 1021 13 075｣)50

4 1 222 6.2 218 37.4 101 136 213 135 127 191 190 388 75_) 10 075-050

* No.oEN D No ornormaldlSlrlbutLOn

M ClassInterヽ･dl:ClasslnLer､,alofobservedfrequenC)･dlSlrLbutl0T)

80

討
嘉
A
l神

･
吟
&
提
要

･
h
(
L
b薫
き

二
Jt簸
幕
-
･



Juユe983柑〕凸_･..i 且 _ _

Jur,.づ一 JL_Jli _
Aug柑]一 .･.El ⊂ユ｣ー -

septTO∃- ..=｣._L - -

O｡t_loョ_｣凸 一〇且_且_
10〕凸 ｣=ゝ_よし 一く=,

Dec -10]- __｣1｣コ_一皿_-

Felb984-0]_ 上皿_｡1_
Apr lD]A En ...=L Jこし-

･ay lOL =ユ 止 且 一己_-
Juneloョ,A rn 皿｢凸 ｢巾

20-10 21)40 2040 21)40 2040
Carapaceyr･dth(rM)

LlnenO I Ⅱ Ⅵ Ⅵ Ⅵ
80uomtype A a A B C
Depth(rn) 89 10 く05 07-09 25-40

Junle98310]上 土_ ー _ _

July '0]n A エ ー -

Aug lつ一工｣ー - - -

sep11つー 且ー--
｡ctJ.生山_A__
･ov章一o〕且止血__
.ec i.l上上_ _ _ _

Feb198411』 ._ 止 ー _

A,,.0]旺⊥凸且 一
･a, 10]｣1 - ⊂ユ=｣4 -

June '0〕前 ｢_｢∩_指 』 ｢,_R rm
lO 20 1020 1020 1020 102c
carapaCev･Ldth(rqn)

Lneno 1 I VL Ⅵ Ⅵ

Boll(,mtypeA E) A a C
Deplh(m)09 10 ＼05 07-0925-40

flg.7.G dL,f･･-LJSS,J∫ Seasonalchangesln fLg･8. ll 5(･′･g"LJLL,LLJ Seasonalchanges.n

SlZe-frequencydtstrlbutl0nSOfLllecrab stZ:e-freqL)enL:ytllSlrlbuLIOnSOfthet･T乙Ib

collectedfrom thedlfferenLplaces col】ecledlrum ltle(llfferenlp】aces

Jul383…L 且_止血

July lOL凸_凸ユ

Aug lO]_Jl A 皿 A

sept Ioョ_ _ _ 』__
oct_Jo〕_ 皿 _ 凸 よ し

"ov萱.oL止 血 凸Ji
De.C,8;10L 皿 _ 凸 且

Feb lD]- よし _ 凸 _ ⊥

Apr -1_ il_皿 n A

"ay ll_ h A [吐血

June 11¶ 札 ¶ 凸 ,a
20 2020 20 2c

carapace wldth (Trn)

LrrTeI.り l n 1ヽ 1JI ll

80uontypeA a A a C
Depth(n)09 10 050ト0925-40
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の襟神偏選が388と大きくなった,雌推i,比較すると雄の3燕11と雌の2粛nがよく-鼓した｡

ケ7寸←イソガニ 雌は10-12,16-18mmをモーrとする'1つの峰がみられたが,掛i列般な株は入ら

れなかった｡

ヨy-モカ■ニ 雌は8-10,16-18.20-22mmをモート'とする3つの位がみられ,雄は6-10.18-22

11川1を41-ドとする2つの作がみられた.

地形.肱ff別にlfF榊別状をみるため,I,日,Vl縦のヒライソガ二,イソカニlb.エぴイポトy力'この月別

の甲幅削収を各JtF･g7～9に,I;した｡捷BIJの特徴は次のとおりであった｡

ヒライソガ三 甲頼10mrn):一清の個体はVl線のA型に多く,1簸お上びHl娘,Vl汝のB型でもみ

られたが,C型にはみられなかった｡また.C型にみられた個体の多くは,甲仲20Tnm以上の伸体であった｡

イソ)/ニ 甲肺10mm大浦の肘掛土VL鮫 A卦 こ多くみられ,特に5,6月に多かった｡1,III線およ

びVl紋の13型では.わずかにみられたが,C型にはみられなかった｡また,C型にみられた仰仙ますべて

Fl]帖20mm以上で,BP_にみられた個体も劫111111u上のものが多かった｡
イポトyガニ 13丑が主要IL:分JIJJ&となっており,どの -̂ききの個体もB型に多かった｡

3 抱卵や体の出現時期

各段の抱卵雌の巌′川】佃は.ヒライ

ソガ二で111111m, イソガニで185

mm, ィ.i-:トゲ1/二で93mmであっ

た(Flg4,5)｡また.ケ7サイノガ二

は140mm,ヨy-モガ二は200mm

であった｡

抱卵雌の般′ト甲怖以上の個体で,抱

卵している雌の'JtlL介を月ごとにT乙Ible

9に亦した｡ヒライノガ二の抱卵個体

は.1983年では7月の85% を収縮に

6-9月にみられたが,1984年は6月

IC･すでに60% の'Lq合でみられた｡イ

ソガこの抱卵個恥1,7月の73%を最

T.'古に6-8月にみられた｡ィ,i･:トゲカ'

二は11-5月まで抱卵個体がみられ,

その'[切令は11-LIJllr･80% 以上であ

った｡その他のカニ加では,採31!個体

が少1Lいが,各便とも6-8月に抱卵個

体がみられた｡

LI 甲帖とftおよび甲幅と凍野NEの

関係

ヒライソガニおよびイソu二の198･1

年2月における雌雄別のrP幅と放血の

l対孫を FlglOに示した,両統とも雌

の力が雌に比べて,叩栃が大きくなる

に従って地史が大きくなった.

また,P'J唖の雌雌別のEII輔と節6脱

(31
-
)･･J
t･･二
･一●AL

＼.

./●＼.

/ ＼＼. / /

＼.～.ノ/

JIN JJIAttS～(k一八I･EkĴ r▲ LLL Ay KlllA′■
fig.12.G ,Eel"･eSSLL5and lI･幻,･g･=〃e〟S Seasonal
chLLngeSln､､,tLtCrtemper･lture(i.),feed】ngr･lLeLb)

.In°themte｡f‖1CreilSelnbo(ly､veLgllL(C)lnthe

lLLbor.,LtOry-re.Iredcr乙IbsordIlTerenlsIZeS.

'LArge-sl･LegrOt･1,''Snall･slZCgroup
飾幅/甲帖の開床を1983年 11月と1984年2月採非分を一括して Flg llに示した｡採躯されたイ'/ガニ姓

の中には.雄と雌の中r;Tl的な形態の加称をもつものが見られた｡これらには,フクpムツが寄生しているも

のとそうでないものがあ19た.これらはl庄繰回柿式の計界から除いた｡また,雌はr･1･)蝕とも,位小の抱卵個
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体より大きい個体の也線固相式を井Luした｡
5 角 書 実 喰

′J{した｡また,4群の実挨畑地時の甲kIJと7rf塵の平均値を TablelOに/Jiした｡

71を粥串は.各群とも外敵朋の6-8月に増加し,8月にピークとなり,9月からの肺氾朋には減少した0

1-3月は振めて低く,4月からrliび増加した,ヒータの8月の1主!何事は.ヒライソ1/ニ(大)8.I,(小)283,イ

ソガニ(大)74,(小)273%であり,1-3月では各 ,々001-03,02-05.05-10,08-18% であった｡

弛農村加筆もiiモ桝半とほぼ同じ変化を示したが.ヒータは9月で,如何串のど-クより1カ月遵かった｡
イソガニ(小)は4月から王rirJ:LfMll串が上目したが.ヒライノガニトト)は6Flから上井した｡ピークの9月の

帆 よ,ヒライソ1/ニ(人)30-2,(小)755,イソガニ(人)103% であった｡fJ:丸 9月のイソJJ'ニ(小)は'R弓剣川

柳 I3似休であったが,飼育ll,に2個体が逃亡し,奴った11円体も比較的大きい個体であったため,データ

として採用しなかった｡

摂糾*.体_qTi増加率とも(大)群より(小)辞の方が荊い悌向を′Jモした,

各群のlE験期間中の脱皮個体の･nq合を Tablellに示した｡ヒライソカニ(小)は7-9月の80%をEt称こ

6-10月に脱岐個体が入られ,イノガニ(小)も7月の80% を椴.･.Bに1983年6-10月および198Jl年5月にみ

られた｡ しかし, ヒライソガニL̂･)は8,9月に待,<60%,イソ-/rニ(j:)は9月に劫%が脱皮したにすぎ

IL:い｡

各群の-J働 期間中の死亡個体の21台を T.Ible12に,1<した｡ヒライソガニ(大)118,9月に各々40% が死

亡した｡ イソIJl'ニ(大)も8,9月に各々21%が死亡Lf=.ヒー'イソガニt,J､)は198LL年4-6月に9-11%死

亡し,イノ〝ニ(小)は 1983年6月に20%,8月に60%,198LL年6月に13% の死亡個体が人らJLたB

Tablell. Proporl■On(ro)orthemnll■ng■ndt､･.dutllsLOtheretlredcrabs

1983 1984

SpecleS SIZe+June jLllyAuk SeplOcINow Dec JamFeb･MaTAp√MayJune

C deprL･SSLLS

I/ ､fL,IS"I′･L'･′･

L 0 O 60 60 0 0000 000 0
S 20 80 80 80 60 0 00 00 0 0 22
L 0 O 60 60 0 0000 000 0

S 60 80 LIO 50 50 0 000 00 15 38
' L large-SIZegroup.S Smal)-slZeg√l)ul'

Table12. Morlilllt)OftherearedcriLbs.

1983 1 垂

SpccleS SIN:JLlneJulyALlg SeptOcLNow1)ec Jam FebM･lr p̂rMayJl】ne

G deJ,rL･SSNS

lJ sa,lgII/llLrLI､

I. 0 0 Ll0 40 0 00 00 0 0 0 0
S 000 0 0000 O 0 10 9 11
L0 0 20 20 0 0 00 20 0 00 0
5 20 0 60 0 0 00 00000 13
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考 棄

1.分 布

衣路帝の鎖か'Gにtli息するカニ期の分小 ま,調漉もー,架から3つの府噴射Jqとのl対係がみられた｡
1つは内祷LAiである｡忍旅所の碑奥恥上紙rl部より当然内約鹿が幼いであろう｡たとえば,忍銘柄のTf･.ソ

ノコンプ個体群の生態は,掛 コ部と朽央部で児り,それは塀唖の違いによるとされていが)｡木鶏丑で,ケ

フサイソガこの分 ]̂'は巌も内湾度が或いであろう施設内 (V目線)にほとんど限定されている(Table5)｡ヒ

ライソガ二とイソガこの点も舷度が補いiq:丘点を比較すると,ヒライソガ二の二万がホ奥部である｡また,他
の観矧こ机 ､て朽 Il部の平成上で探躯されるカニ桝のほとんt'はイソカニであった｡これらのことから,イ

ソ*'二はヒライソJJ'二に比べて,より内朽皮の舶い勘所を1:-AITJ:分-和城としていることがうかがわれる｡イ
ソガ二.ヒライソガこ, ケp/サイソJJ'このXiできJLいな嵐にJ生息するといbjL9),これも内所度に対する適
応の速いをホ攻するものであろう.

次に生息額の兆Tlである｡故事毛に生息するカニMli,平らな告盤上には移動中のものを除いてほとんど見

られず,岩盤の測れEl,蝕み.転石,海譲など†plちかの遮庶物を必要としていた｡また,今LE!)の税祭1:･は,

ヒライソカー二やイソガ二は転石と海底や転石と転石の空riilを利用するのに対し,イポトゲ1/二は多くの切

介,転LTの下面に1JZltして生心している｡このため.イポトゲJl二は,ヒライソカ′二やイソカーこよりも転才了

の数と個体数が比例し.鯨JLiの多いB型に分布の中山があl),転石の少tJ:いA,C4Jや石が砂に埋まるL)型
には少ない(Table7)｡コツ-そ7'f二は後述するように,和漢群落との的孫が推黙される｡
他のlつは水深である｡ヒライソガ二やイソガ二は.I.rJiT=1m以淡を主要な/Ji息JfとするfTable3,LI)ら

イ･i=:トyガ二はFu]じ民Tiでみると水探4rn以技で'5度が荊く(Table7),水深約1-4mが主要な/生息域と

推'祭された｡

磯折に/-k.仏するカニ類のこのような環境要閑と分布のLq迎は,撞ごとの生活条件と佐問朋休の結果として

BLわれている｡これらカニZFiのすみ分け等の生活の実態を知るためには,さらに詳細な研究が必要であろう.

2 移 動

ヒライソガことイソガ二の助命,水深25-4mに出現するのほ,甲帖:犯mm以上の}:型個体が多く,主

に芯,*tu時であった(Table3,4,171g7,8)｡また.甲肺10mm以下の個体は柑咋汀線附近のVT線SL1

に多くみられた｡これらのことから.ヒライソカ■二とイソガ二は,n牌附近の砂錬成に沈rl'し,その).qiLIの

A(探llll以技のA,B型をJ.'.1年主要lJ:J生息鵜としながら,訂.1水弧舟山こは大型個体が深部へ分Jl姥 払げている
のであろう｡

ヨy-モガ二は,今回のiq息点では鉄から冬の期間に多く.西1liB型の水深ImやA型では,その期間

のうちでも特に11-2月までの塘&=がll,紬･った(rrLLble6)｡ また,lT;水ni朋の椴Ifiでは平織や転TTの軸椎群

越中に多くの個体がみられた｡-ノ)',軸擁押掛 上北淋道H木dLH日脚 こL.いては8-10月にiLrh'#ガは なる｡こ

れらのことからヨy-モガ二は,子Ei励J抑こはね搬伴洋を王輿fj:/ヒ心棚とし,鮎菰群p-弗が.少なくなり. Ĉnlが
低下し始める岬胤に水深のほい転石 Fに姓桃 しはじめ,供水niJgJをそこで過すものと推'翳される｡

イオ:トゲガ二は.I.q'.F4111以注のB!糾こ分JiL.小型個体も大型個体も用年I''1-場所に入られた｡これら

のことから,季節的移動はほとんどIL:いものと乃えられる｡

ケフサイソ7')'二は.A-調度では賢科が少なく不少Jな点が多い｡しかし,分Jliが淡い範は削こ削られているこ

とから,その移動は′トさいと乃えられる｡

3 手策 t耳活 動

ヒライソガニおよびイソカニの赴叫 清秋 i水温に火きく依存しておl),15oCを越えると非常に括矧こIJ:

り,10oC以下ではほとんど山を桝所動を行わなかった(Flg12),忍路沖でもrL･l期間には水深1m以技の6:石

下に多数均集しており,採如されても暫くはほとんど動かない｡この時肌 i冬Lt状態にあると考えられる｡

しかし.ヨy.､モガ二,コイチS,ウガ二では,水弧が7oC以下になる冬期もアワビ椎貝を食客するりIT'k性を
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′六験した報告10)があり,ヒ--/イH/二やイソガ三についても,今後-;''内容物鞘並などによって,天然状態の

桝桝活動を調べる必輩がある｡

また,ホ突放では令群とも1984年5,6月の化【糾率の佃は,1983年6月の他よりr'jJくなっている｡これ

は.1983年6月と1984年-5月の水温がほは同じで(IT唱 12),L984年6月はそれよりTl'古く,前述した水温と

似糾所動の関係を示している｡ただし.1983咋6月と1984年5,6月のkI一兆の追いは,供試個体の大きさの
追いも妙粥していることが,4えられる｡ヒライソWニ(大)を除いて1984咋5,6月より1983年5月の帆拭個

体の})Jが若干小型であり,!王を飼率は(大)より(小)群の方がit..I.い位を小す｡
4 産卵期と照出期

ヒライソJJ'ことイソガ二の抱卵雌は,1983叫は7月をピークに6-8月に採炎された (Tab一e9)｡このこ

とから,産卵は6.7月を中心に,好相加ま7,8月をrl心 に行われ,抱卵)州iLHま約 1カ月と推邪できる｡1984

年には,ヒライソJJ'二の産卵期がF彬Tlより上Iiく始まっている｡ケフサイソガ二は,両唖よりラ7-1二早く産卵が

始まるようである｡ィ,+'トゲN二の抱卵雌は,ll-4月に7.'6い捌命でみられたことから,産卵は10月下旬か

ら11月｣_佃に.那EtJ.は4月下旬から5月に行われ,抱卵期間は約6カ月に及ぶと考えられる｡その他のカ

ニ斯は,採射糊体が少なく産卵Jyl,那ILりyli,L9Iらかにできなかったが,いずれも6-8月に抱卵個体が採光

されており,これらの健の産卵jglはtl7njtllにあると推定

される｡

以上のような各唖の産卵期と忍路約の水温 (FIE 13)

から,イポトゲガニ以外の唖の産卵JgJti,水温が10oCを

越える卯から始まり,イポトゲNこの推卯月Jは,10oCか
ら下る恥こ始まると考えられる｡

柵f!,W,;のイソjJ'二は4月下向～8月に11),沖親王のヒラ

イソ1)'二は11-Ll月に12),また,ト71じイ17ガニ料のモク

ズガ二は-矧Lq県で10-5月に抱卵個体がみられる榊 と

繊作されているO

5 推ガ二期の成長と生物学的8小形

一紗 こ短尾軌 珊 出後･/ェア肌 ノガロJ'肌 用掩 Flg.13. W.-lertemperature"10shoro

方lOまゾェアPJ,プラ.〉=トェ期の浮TYf幼生期を経て舵ガ Bay WalertenperatLlre､VaSmeilS-

ニとなるb以下に櫨ごとの糾られたFf順鰍如 ､らJR長逝 ured byOshO,o Mar.neBIO)og】Cal

馳 推定する. SLallCn

ヒライソガニ イソカ'この77-淋幼生娼Jは,水弧20oC舶後で約25Elである11).それと同程度-の長さと伽

妊すると,析出軌から･*えて8月下旬から9月上仙こ沈潜すると恕われる｡ したがって,1983年 10-11月

に出Blした (Flg 4)E11軒_)～3111mの個体や1984年2月の4-6mmの個体が0齢肝 (1983年群)と考えら

れる｡このことから,1982咋掛ま1983年7月の桃の6-10mm,8月(浦1齢')の雌の6-12mm,雌の8-

101-rmの群(I:唱 4)と.払われ,これは11-4月には雌雄とも12-14mmにそ-ドをもつ群(F】g6)を形成

していると考えられる.

また,股も小さい抱卵個体のFF順1;は,ll1mmであった｡これが生物学的収小形に近い値であることは,

甲櫛と般節峠とのLAJ旅(lT,蛋ll)からも純然される｡年齢および成長と産卵のE姻降を明らかにするためには,

さらに詳細TJ:調血を待たなければならない｡

イソガニ 1983年 LO月に出現した雌の叩仙4-6mmの個体が0脈鮮(1983年肝)と考えられる｡この

群は11-LI月の鰍犬では雌排ともlLl～16m111にモ-ドをもつ群を形成していると考えられる.雌では10-

12mmにも作がみられるが,この峠にはri4!)'I主産の個体の占める割合が多い｡このことは,淡Jl圭と西松におけ

る成長の迎いや成瓜にともなう移動によることがj!えられるが少Jらかではない.

事 軌 EHl与を年齢節足の韮畔とし,軌 lり81が7-8)Jと思われるので,8月で済 1齢とした｡
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1983,1984咋6月の雌の抱卵個体のkll尤(Flg4)から生物IL芦的Et小形は 18ITm と推繋でき,このことは

ヒライソガ二と同様に F鳩 目 によっても支拝される｡ また,16-17mmで性JR熟 こ述するという報告1一)

とも一浪する.

イポ トyllニ 析出肋 ま4-5月と推定されるので,19お年 11月にLu現した4.-6mmの個体(FIE5)は

0齢辞と.uLわれる｡ この群は1983年 11月から1984年LIFHF】g6)および1984年6月には7mm台以下の

群を形成していると々えられる. このことから1983年7,8)]では10-I:Zmnを,9,10月では8-10mm

をモードとする的 1.1982年群と考えられる｡

生物ノ('=的瓜小形は9mm舶按と推察できる (Flg5)｡

ヒライソガ二,イソガ二,イポトゲガ二のql肺は,それぞれの粗で雌より雄のプiが大きかつたりTlg4-6)｡

これは,ケガ二15)やその他のカニ類Il)で報告されている.抱卵中の雌は脱まできない絵娘,椎の方が上り

A-きくなる別製とI"1じIC･あると考えられるq

また,飼JfT火牧で小型個体では,梓から軟の期間に脱妓個体がみられ,大型個体では8,9月の(.'石水ai朋にの

みみられた(Tablell)｡このことから,若給個体の脱皮l糊恥ま(.3齢個体のそれよりも短いことが推Ij,訳された｡

摘 要

1 7ワL=-･ウニ顔の幼稚仔の事故生物の 1つと一払われるカニyJの生態調並を行った｡分和調#.は1983
咋 6jlから1984年 6月まで忍路約で行った｡摂糾満勅を調べるための飼育Ji験は, ヒライソガことイソガ

二を用い.主にムラー'J･キイ〝イセ別科として1983年6月から1984年7月rPiI)まで行った｡

2 ヨツ-モカ'二を除くカニ加は,砂利や転石のない平鹿 E二にはほとんど見られなかった,イソガ二は'抄

Jlli朽火部の,ヒライソjJ'二は火)'lt朽奥部の,ケ7サイソガ二は朽輿部のIXI鉄塊の載い旧717t='背益施設内の,
それぞれ水深 Im以校にJ抑 二多くみられた｡ィ.i=:トゲガ二は水深約 1-4mの転石下に周年多くみられた.

3 ヒライソガ二とイソが二の大型榊体はI':石水氾mルこは水深4m附近まで生息域を抜ける,ヨツ-そNニ

は海港繋戊j帥こは海誰群瑞相に生息するが,海港判鵜RIJの水弧下抑l如 ､らtLE水独特にかけて,水深 1m以Lk

の伝T;仙 こ移動する｡ケフサイノガことイポトゲガこの季節的移盛如上小さいと批Y.盲された｡
LL ヒライソ7')'二とィ./ガ二のti帥r串および爪王ilL榊加串は水弧の上JI,下降にともなった変化を'T;した｡

1!t桝T.Ti一加i15oC以上で非常に活発になり,10oC以下ではほとんど1脚 lしない｡

5 イポトyカー二の産卵期は10-ll)I,耶iLJ.JEIJは4-5J:lであった｡ヒライソカーこ,イソガ二,ケフサイ

ソガこの産卵期は6-7月.呼出期は7-8月であった｡生物'l芦的俵小形は,ヒライソガ二は甲帖約11mm,

イソガ二は約 18nM1,イポトゲガ二は約9mmと推起された｡
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は じ め に

北海氾押WWIl一肌 まfI栄凝海域であり.),海軍掛こよるLl=Jl;-が本道の他の海域に比較し妨っている｡ホソメ

コンプ(山 川'〝(-r'L'IL･/'g''JW MIYAtiE)の胞 r恥よ12JJから3月にかけて州DlL.ほは).-ポFにわたり憧占

唖として/JiffL,現存碇も多く,コ-/7'軌柴,ウニ･7ワヒ新の飼料海躾,生息切所として租TRlJ:1年生海
藻である2･3･1)｡

したがって,木瞳の光行成速度ならびに呼吸速LK･を明らかにすることは,本俺の生理的特性を明らかにす

ることのみならず,生席取を推定する上で臨めてイJ効である｡今回は,本性の魁了体の幼体PIから成体朋ま

での光合成速度･および呼吸速度を調べ,さらに,光合成一光曲線を直角双曲鰍こあてはめ'ヒ産地推漣を行な

い,二,三の知見を柑たのでここに報告する｡

本論に入るに先たち,光用境について御教′[;および鄭 riなPt料を挫供して下さった戊林水虎邪北海)道農業

訳放域打l功伸上 ならびに研究を行うに際し御L史'fLを計ってTさった北海道大学忍路臨海実験所1,-1人和郎

氏にIgく御礼申し上げる｡

材料および方法

板類される水深約0_5mの鎖から,ホソノコ/プ胞子体を揺触した｡弟状部の収も将の広い讃川立からコ′レク
.ポーラ-に上って,面耶約 1cm2の腰片を相,測定に供した｡

R.片をろ過海水でよく洗rTIした後.10Io)ろ過海水を入れた水脈EPでRlL̂LfJ:がら,現場水温に近い氾度

で.L2岬Hl】明Jy112岬r棚ilJ臥 150/Lt二･m-2･sec-1で,約2LIEl.nl"'】解題LgJりHから=ろ粘液を放州させた後,

父奴にt托した｡

光合成速度および呼吸速度の測定には.クラーク型厳讃屯経を桁り付けたノl=.物H順 索モニター(YSIMo(le1

53)を用いた,済走容器内の海水は5m/とし.光軌こは-/･コ/ lタタ-ラ/-/(Kon(loSyl､･LLnlaKp-8)を

班用した｡光条件の設定.漁切でのホソノコ'/プ典樹上雨での光見子息 余日)での太陽光の光巌 (一屯の甜'iiI

には,水中光里子七./サー(LトCORLtd L卜192SB)を用い,光合成AJf効放射度を沸定した,

災与如ま呼吸速度のiN延から始め,つづいて光ちとの弱い条件から脈に光合成速度の桝定を行ったa3兼片を

用い3rr･]触り返した｡洲疋後,試料のれE;kおJ:ぴIP-さを測'jiIL,その臥 タL,E･フィルaはを JEFFREY皮
HUMPHRF_YS)のプア法にJ:り測定した｡

測定に用いた個体の典良,薬師,兼並r:i,軽快肘 た少印(-舷嫌TrihTrr tもITriはx100).腰rfll5'Eおよび実験に

用いたAS川 の児将,クpPフィルa_I.tを TilblelにノJミした｡

光介収速LB:および呼吸速度から生産鬼を推鑓するためには,光合成一光曲線を数式化する必饗があり,結架

Table1. ThedateofexperlrnCntS,eXperlmenLalwaterteml)eraLure.and

norophologlCaldataOr /juJLt"arLOrL,/1gtoSa,COllecledaLOshoroJiay･

ExT)enmeTttalBlade Blade Blade Blade BladeChlorophylL Dry

Dale lem肯 IreI?cn.gnL;.tt.':A:,. -憲 ■H a(rdeL L t.'1LcEks,-S_(蕊 )_cmo.an;o!enrt

Dec.盟,1981 53 25 05 007 0009 008 1240 158

Ian 20,1982 Ll2 80 28 020 015 014 0827 128

M乙Ir12,1982 38 1100 43 156 340 059 0LI69 130

May31,1982 lJILI l490 125 1430 1247 145 0276 147

juL 22.1982 1}00 590 76 551 345 151 0304 170
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から光合成一光仙線をTAMIYA6)の俳論式 p-bI/(1-(JlJ

を用いて求めた,ただし,Pは捻光介成速度,Iは光裁度

で,〟,bは延数IC･ある｡なお,1/a(- l̂,)は屯ち上 り勾配が

値大総光合成速度り11-x)に適した‖!f6,光雌 ･/I(-(:/I;)
は立ち上り勾nl./)/lL(-[',.1.x)は応大総光令状速度である｡

結 果

I.光合成一光曲線

総光命成速度(l')で小した光合成-光EEtl線を両朗,乾燥

iTil誼,クロT]フィルa品の各i事i位当りについて,TAMIYA6)

の式にあてはめた縦架と呼吸速度(R)を Tablc2,3,4に

示した｡光合成一光仙奴を純光合成速度 (〟,, ['"-p-Jで)

l 垂面棟当りの光合成一光曲線 (Flg 1-̀I,Tab)e2)

立ち上 ｡硯 (-3III')は幼朋 =矧 こ吊･H 0.90{･あ-
たものが, 1月と3月にそれぞれ0117,0120と帆下し,

5月,7月には上昇し,それぞれ0164,0186となった. lK

他は12月から3月まで糊hHL,3月に350IJE･m~2･sec~1

となるが,その後減少し5月に220/JE.m-2･sec-),7月

に107/LE･m~2･sec-1となった｡推定巌大総光付拡速度

(/'tnAX)はL2凡 1月は22-24[･gC･crn-2lhr-1で,3月

には421ILgC･cm~2･hrlと払L:.･Jになり,以後漸次減少し,

5月に362FLgC･cm~2･llr~1,7月に199jLgC･cm-2･hr11

となった｡蚊も7,'占い3月のlLTuは,山も低い7月の伯の約

21倍であったD呼吸速度は.12月に200/LgC･cm~2･llr~1

となり,以後しだいに梢加し,7月には396FLgC･cm12･

LlrllとなったO

(.L
LJ
,･LAJU
U
'JJ)
3トY∝
U一トUHトN̂
SOトOHdト
山
N

PAR(〃Em~-～●亡~')
Fig･1.a. Netphotosynthes■sll'ght
cIIrVeSI)erLlnltbladeareLLOrSPO-
rophyLeSOfLa川川ar''-rL,/'g'0-a,
rromDecember1981toJLl1y1982,
collectedatOShoroBay

Tnbte2. EsILmated fLlnCllOna】lormulLIS(Ill),coTrel乙lllOn COefTIClenlS

(,う,JN,dfld/,J'mfLr.L･ndrest,.r̀ltOryrHlCS(R)orI-a'JLl′Jl''IEJrl･lLg′0､0
MIYABEpertlmtbltLdc(Ire.i

J〕ale F r lA. Cill' pM

Dec 1981 I,-I.% とJ O99 1.8 0190 223

Lan 1982 P-1是 認 9′ 099 203 0117 238

･…,r 198L, p-一.Oi% l o99 350 0120 421

･ay 1982 P-1芸諾 51 098 220 0164 362

･ul 1982 I,=了是 認;3I O91 107 0186 199

l>,R FLgC･cm-2lhr~】,/ FLE･m~21SeC~1

〃

00
48

75

00

9
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3)

l̂･他は薬両Sli当りの光令成一光EILl線の朗合と同様であ

った｡立ち上｡勾nC((:JJ;)は12月に0095と別 か 他
を′)､し,以後減少し,3月に0011となった｡3月以後水温

は急速に上井するが,ユ'Z.ち上 り勾敵 ミゆるやかに減少し,

5月に0008,7月に0006となった｡継起般大総光の成速

皮 (Pm")は12月の幼体期に妓7,'LでlllmgC･g-1'lry

Wt･hr-1となり,以後減少 し,7月に06mgC･g-ldry

､､･t･tlr~1となった｡呼吸速度は12月099と最も高く,漸

次減少し7月012lngC･g-1(lrywl･11r-1となった.

3 クロロフィルII,t当りの光合成一光曲線 (ド】gi-C.

'rable4)

Î･ほjR赫h'i当り,乾燥乗取鼠当りの光合成一光曲線の

域令と同様であったb立ち上り勾促は12月に1208とT.'S

く,3月以後5月,7月と緩やかに減少した｡推走般大総

光合成速度 (Pn8Ⅹ)は12月に1Ll19mgC･g~lchlu･11r~1

とf.A.iいが,1月に最大 (1849mgC･g~lchl(J･hl~1)とな

り,以後減少し7月に最低 (402mgC･g~lcl-l̀7･hr~l)と

なった｡呼吸速度は12月120,1月190mgC･g~1cllll'l

hr｣ と開く,以後減少した｡

I一.生産tの推定

ホソノコンプのlEl当りの生耗且を推定するために,3

月と5月の総光合成速度と呼吸速度を用い言t井を試みたb

3)Jと5月の忍路桁のコ/プ群落の菓樹上所での大悦の細

別エネル-i'-p-の光合J戊イ】効放射F'1-(PAR)の平均l日..q変化

を推<jELFlg 2に示した.ただし,悲-い物がないと仮

正し札幌竹区先史台が椴7】llJした札幌における3月と5月の

レ一一 一 ~芯㌻訂芯 ~
こ[- - デ ㌔

PARrpE:rrl-'sN-)

Fig.I.b. Netphotosynlhes】S-1Lghl

curvesperunLlbladedrywelght

or sporophyles ol LaJHLJtLn〟
rLJ/Lg10Sa,fromrkcember19811o
July1982,collecLed atOshoro

Bay

Table3. EsllmZ11edrunctlOnalfoTmLElilS(F),correlalLOnCOerrlCentS(/),
lK,ElfllII,Pzmx,an(lresp汀alOry rilles(J†)orL('mlna′'(''L,['g仰(I
M】YABEI,erUnltblt,(tedry､､･e■ghL

Dale F IA i//7 J,･･-I l<

I)ec 1981 p-iBoo93£′ 099 118 0095

Jam 1982 p-了諾 8′ 099 204 00∠13

Ma, 1982 p-ifoo㍊≦81 099 353 0011

May 1982 p-逮.coLl5/ 098 220 0008

JL･1 1982 1,-I.0.00X 21 090 107 0006

P,Jく ･-1gC.glldrywt･llr~1,∫ F･E･m12･sec~】

鯛

90

別

13

1

0

0

0

0

0

.1

7

7

6

6

1

8

3

1

0
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全天日射旦平均値を盛にし,全天放射量に対する光付文IJJ

効放射農は,農林水虎邪北海遡良男.拭験畿点集光粂研究室

の刑斜により.OLI9,052とした,また,札良の全天放射能

に対する忍輪の全天放射fltlこついては,余市{･大槻の帖卯

エネルギ-の尤介成イT叫放射【lE(PAR)む測定した村.柴か
ら榊証し,078,098とした｡水滴での光合IRイJ効放射品

に刈する.+.ソメコンプのRS樹上而ICの光合成イJ劾放射lliは

,JL_I.粁門での洲'jEの採火07,08であった.光介付け了劾放射

l;と(PAR)の平均IIJ.fJ変化から放射雌皮100,75,50,25.
125,625%の幼合を仮定し,抵光合成速度-のHJ,'J射 ヒを

推定した｡F.g3に兼両駅当りの光合成速度を用いてNF.

vL16 8 10 12 14 16 18 20
TIME(hr)

下.g.2.MeandlllrnLllcollrSeSOr.,rad･LLnCe(PAR)
L)ysolarradla=OnupontheLLmlI/tEJIl(I-be(l･̀L

O5horoBay,WereeSlinlatedbylhed.1lZIOlJiLPan
MeteorologlCIJAgencyi.LSapporo

Table4. EslllTlaledfunctIOnillrormlll;LS(FLcorrel.1110nCOe爪cenlS(r),
I▲.(/l'(/I,rn.I,and respirZLtOr)r.lLeS(Jq oll･(川い1fJ,.JIL1.I,/JgL-∫
MIYABEper‖n.IWe.か110fchlorophyll̀T

oaIe F ･･ ′▲- (!Jll' I,-Ar

I)ec 1981 ′,-i.L認諾51 099 118 1208 1419

j"n 1982 P=1+900500148/ 099 204 905 1849

Mar 1982 p-..4.63:281 099 350 462 1621

May 1982 p-1.4.濫 5] 098 220 413 918

Jut 1982 ,,-品 ′ 090 103 3･88 402

P,R gC.g~lchLa･hr11,IF･E･m ~2･bec-I

く

紬

抑

鵬

76

円
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Fig.3. MeandiurnalcollrSeSOrphotosynllle=cratesperURNblarle

areaofIA･ILu･ar'arL･/Jg'05alnl00ro(●九50rc(▲L.In°125ro(IJ)
oflrradlanCe(PAR)bysolar-.Idlat】ononMarchandMay1982,
callcLlI.lledfrom T.It)】e2,andFlg 2

Table5. NeLprodlICtlOrLrlLteSPerdayperbladeofLttIIIIlllL71lt/~eLlgJOでrl
MLYABEln1007p,75ro,507も,25TE,1259も,and625roormeansolar

lrrad】ance(PARI NeLPrOdt.cLl0n ratesWereebtlmaLedbygross
phoLOSynthetlCandresplTatOr)･rillesPerunllbla(learea,perunlt
bladedr)weLght,andperunlt≠e唱hLOrellloroph)lla

NeLprOducL10nrate(g＼＼eい､いblade~l･day-I)

Date lOOro 759も 50rc

aretLWe･ghlChl〝 area"･e'か1tChlt- 1lrèL "elght Chla

Milr.12.1982 132 070 107 107 057 087 072 0LIO 057

May31,1982 827 66:2 66L} 729 58LI 584 6(氾 481 481

NetproくJucLIOnrille(iwe日､いbladc-)･day~l)
Date 25r' 125% 6.25ro

area We.gut chllL area We.ghtChLL･ area ､､e･ghl Chl̀･

Marl2,1982 023 013 017 -012 -005 -010 1028 -015 -0g7

Mny31,1982 361 283 287 149 118 日8 -007 -066 -066

足したものを示した,さらに,捻光合成速LR:のFIJ,.q変化と呼吸速度から.1典状珊当り,1El当りの生推量を

推定した (Table5).なお.3月および5月の乾燥盈宜当りの炭素卦 ま松山ら7)にしたがい29,27% を用い

た.その括果,3月には兼両統当りの光合成速度を基に推定した生産且が巌も荊く,放射照度を100% とした

時,132gwclwt.blade~)･llay~)であった｡クロロフィル(.葡当りの光令成速度を進に推定した3月の生

産最が典両駅当りのそれについで多く,放射照度を100% とした時 107g"-elWl.l)lade-1.{llly-1となり,

茶所も1当りの光令成速度を盛に推定した生虎具の約80% であった,乾煉典irf'i当りの光合成速LB=を基に推

定した3月の生産iillは非常に低く放射照度 100% とした時070gWetWt.btade~1･dayllとなり,禁而研当

I)の光合成速度を益に推起した生産品の63% であった｡5月にも典両GIE当りの光令成速度を2.⊆に推定した

生鹿故が収もd:古く,放射照度をl00% とした時827g甘elwL･blade~l･day~lであ･'たぅ乾煉非瓜見当りの

光令状速度およびクpI,フィルa量当りの光合成速度を脂に推碇した生産且は同じとtJ:り,腰両駅当りの光

OJ犬速度を掛こ推定した生花-rqとの約80% であった｡
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また,放射照度を100% とした時の推定生産免を益に計耕した3月の相対成長串 (RGR)書は00115-0085

g･g11･dar15月の舶]･T成R串は00LI6-0058g･g-1･d･Iyllであった｡

考 察

ホソノコンプの光介成一光Iul鰍 まTAMIYA6)の理論式によくあてはまった｡ホソノコ'/7'では3月にJA･

値が試くなり,光付R一光曲線も1,100/LE.m-2lSeC-1という義光下でも定常にIL:らなかった｡松山J)はナ

/プワカノ(U′∫(/ar'a♪川〝al'Jida)を用い何位の実鞍を行った結盟.1月と3月に1.LLOO/LE･m~2･sec-1で

も娃･kにならず兼分上拝し,この時朋の光要束が大きいであろうと推孜JLた.本敵工各季節とも光飽和にな

りにくく,1.(X氾fLE･m-2･sec-tの光強度でも敏光阻番がIL:く.光草深が菰い唖と考えられ,3月には特に光

要求が大きいと思われる｡

灯･肌脈9)は岩手Lr,lL姫のコンプ尻の-細(LlLJ/=JaIIaSp.)の光合成一弘腔特性とその季節変化を測定した.

そのt..潔,冬期(2-3月)水氾5℃ で10m102･g-Idlywl･hr-I,春期(5-6月)水温15oC.{･42m[021g~l

drywt･llr-■,夏期 (8-9j‖水温20oCで2m/02･glldrywt･hrlであった｡KTNG& ScHRÂ1MIO)は

横束qZ騒法を用い,コソ7'属2捷(i d'g′/lJrlJ,i SaCChEJJ'''a)を含む,22練の海藻の光合成速度を四季に

わたり調べているDその#i梨,多年生の組は1年Jiの唖より光合成速度ほ低く.群探-qTの幾は潮間帯の種よ

り低く,コ./プ尻の上記2tiでは光飽FlJ.I.tは冬に下ったこと,光飽机引 r近での光介成速度は L dlglLotL,

では冬(5oC)で15,脊(loo°)4-0,戟 (L5oC)40mgOZ･g-Ldrywl･hr.であり.[･ sacllLl･r"･〟で11も

扶共に20mg021g~ldrywt･llr-1であったことを報告している｡それぞれの軍都でのホソメコ/プの光合

成速度は,畑 ･横浜9)の用いた LD′〃'''L71'aSP より低く,L d'gllatLZと l-xJrr/･ar'′∫LZに比べれはかな

り高かった｡この相違は KING皮ScHtミAMM10)の述べている帆こ.1年生細物と多年生柄物の速い,生育

樺の迎い,光や水温等の射場の追いに上ると考えられる｡

新原11)は天然 リンリコ/ブをmL･胞子体の幼体の光合成速度および呼吸速度をr7-ルプルグ倹JlIl71な用い

調べている｡その中で光合成一光曲軌 こついて論じているが,15oCでの実玖軒火であるので,今何の･1-ソ

メコン7'の紙架と比較するた桝こ報告中の光合成-温度曲線をmい,5oCでの光付Rr光曲鞍を推達し,

TAMlYA6)の式にあてはめると, p-0327.(1+0011)になった, ただし.1IJIi･rn-2･sec-I-50lux12)と

し,弾位はP.mgC･g-)dry､､,t･llr~1.∫./･E･m-2lSeC-1とした｡ その続Bt. Îほ90f･E.n~2･hrl

E!J7は032･Pm.,は28-gC･glldry､､･L.h,-1となった｡ /., :/I;,Pm" ともに'tソノコ/プの12月の

長与巣よりtM .柑こ!/7がか ことは光化7=Lk-L綿 の所性がリ/リコンプで'.･ntことが脚 される. しか
し,光軒の追いによる光'fiのJ,Y_.測走)J一法の速い苛によるとも増えられ.練問の光缶状/l三埋特性のIlHl題につ
いては今後の研究が必要であろう｡

典両5'i当り.乾根菜TTiFi当りおよびクロロフィル〝罷当f)の光i71戊速度の節ki,それぞれAi火伯は般′ト低
の21L汚.185倍,46倍であり,塵rFilm当り{･′バしたl',,."で季節的な変化が少なく.乾撫養取見当り{･,I.

した Pnu で粒も大きかった.これは,成長にともないW.さが増大し.光合成色兼をもたない輔僧都の<uq令

が糊加したためと考えられる｡有史)3)はアラノ(E'se〃'abL')I/'5)とカジノ(rJklo"Jaral･a)の5月の幼体

と9月の成体の光合成速度を兼面SAtL当りと乾煉兼亜旦当りで弟べた結果,今回のホソノコ･/7'の結果と同様

に,どちらのl杜位でも成体より幼体で稲く,中位別で11果両駅当りの値の方が手節変化は少ないと報告して

いる,軌 岬 はナノプワカメの巣状郡の光介成速度の季節射 ヒを調べ,クL,I,7 ,lルL7見当りでの射 ヒが少

なかったと報告し,さらに.それぞれのIli位での変化の帆''.Lもホソノコ･/7'とは舛なっていることを報15-･し

ているoこれらは,それぞれの機での成艮様式の相嵐 クppフィル〃砲の季節変化の様式の速い,限度適

応の過いに起困すると乃えられる｡

･ 相 成絹 (RGR Re･tl"reCr0､､..-Rate)-llvI/(I,V(g.g-.･da'･一･)
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ホソノコl/プの生虎見推定に閃し,舷横取丑当りの光合成速度を基に推娃した生姥_TIQが他に比べ低くなっ

たのは,KzNG&ScHFuMM.-),ぶ上び剛 JlS)が東放当りの光合成速度ICは部位により大きtJ:逆があると
報じているように,11奴に用いた兼l化 Et大東kf部の中央部から糾たために,単位斐面駅当りの屯且が平均
上り大きくなったためと推耕される｡ホソノコンプのl柊位典立見当りのタppフィルa鬼は湛部で少なく,

上部で多い悌rT.Jがtみられる.6)｡ このことから,クt- フィル('iit当りの光令成速度は乾螺W Ti-当りの光介ば
速度より部位に上る題が少ないと推測できよう.

これらのことから,今r司の訴欺のように刺 it部の1カ所から糾た井けな)机 ､て推定した切合,典lWrbJ(当り
の光合成速度を1.かこ推起したくヒ威r加'.斑の生推脚こ近いと,utJ.われる｡
ホソメコ/プの3月と5月における1個体当りI日当りの伸長成J壬HLは約 15cmである16)｡ これらは生
産鬼に推定すると04-05g,13-21gと考えられ,今回の1典状部1日当りの生産農の紙巣に当てはめれ

ば,1個体の1日に受ける放射照度は3月には平均放射照度の1/2以下,5月にはl/Jからl/8と)l淵 に軌 ､
と考えられる｡ホソノコソプが急速に成R<する3月から5月にかけて,このように群沫内の光粂附ま急敵に

変化すると推定できよう｡

今後,本能の生産且を推定するために,光一合IX生理について詳細1{研究が必要であると同時に,乾嘩荻生

当りの光令成速度を盛に推'ji;した/生産量の耶度をL=げろた軌 弟状卸のさまざまな部分,什jT谷部,名状部

の光合成速度から個体の光合成速度を推定する必要があろう｡さらに,群r'5内の光灸件,糞体の光透過丑を

調べることに上り,SAEKl17)の式を用いホソノコ/プ群落の生産且を推定することが可能となろう｡

要 約

1 ホソノコ./プの胞子体の光合成一光特性.を花便法を用い,12)1から7月まで天然の水BLにあわせた条

件下で調べた｡

2 光hlkL速度および呼吸速度からJJi産ili:を,推定するためには光合成一光曲線を数式化する必紫があJ),

'rAMIŶ6)の式にあてはめた｡

3 本倭は各季節とも光飽和になりにくく,1.000lLl三･m~2･sec-1でも威光臥l宰芋がなく,1'̂MIŶ 6)の式
によくあてはまった｡

4 ノ本錐は光嬰滋が大きく,特に3J:Jに大きいと思われた｡

5 兼両駅当り,乾性典蛮見当り,クロロフィルa見当りの光合成速度のiM定結果間では.光介成速度の

竿節的変化は菓両駅yiウで長も少なく,乾嫌農奴品当りで点も大きかった｡

6 忍路線こおいて3月と5月の平均 一̂階抽射の放射照度を推起し,100%,75%,50%,25%,125%,

625%の放射照虻時の生産巌を武井した｡

7.1糞状部当り.111当りの生産Z.tを.拭許した鮎ni,兼面6li当りの光れ犬速度を基に生産Hiを推定した

幼合,其の値に点も近いと推定された｡

8 100% の放射照度が兼状部の全体に当ったとして 3月の相対成)を串 (RCR)は00LI5-0085g･g~1･

Llay~1,5月の朋対Im毛利 iOO46-0058g･g~I･day~Lであった｡
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ま え が き

ホソメコ./プ Ly〝L'JLtu･La'e/'g'OjrLの生似こ帆しては, 良群JLlらL)が余rh雌とLU.路産の典体の仲良生良

と肥大生長について.阿謙ら2)が忍路碕離臭私産の糞体の伸長生長の季節'&化および菓体の生長と救桂の体

rllR分合17_Jlqlの隅tGIこついて報告している｡しかし,Ri何の生良且や.姫痛打Iの桶人魚および典良と典面机の

減少農の季節射 ヒについて個体別に欠淵した搬iI子がない｡
本税では,1983JILに711られた個体ごとの生長データを用いて.瓜良と此帖の生17<luL,腰l(liG7のql人l辻と械

少巌の季節変化お1び果体の形億の変化とのLN休について若干のJ5',.Sを行ったO

搬L,i.1･に際し.Plitに捷 々御協力いただいた北海道大■1芦忍綿飴恥Lji艶所(.りく利付氏に深く感謝する.

調 査 方 法

詞在朝所は,忍路朽朽奥部の水探30-40cmの岩盤上に形成 された.+.ソノコンプ群浦の中に及定した

(FI芭 l)｡

鞘LEは.1983年2月からlIJは で行った('r､able1)｡ホソ/コ-/7'は姑ffにZt生させたままの状態で,個
体を讃別するために薪号をIJしたILuxL:1211川1の標識をデ/エソ./魁ケーブルタイを用いて各鵡ii･時に個体

の端部にhu起した後,コ′レク,ilト ラ一別11いて2E部から先端部まで炎体中僻部の小火に10cmri:僻 で直径3

mlllの穴をあけた,それぞれ穴をあけた部分の兵略およびEt上部の穴から先端部までの良さ(沃戊)を記鍵

し,これらのだ隷胆触111.-34llr.n(ただし9月 1日から11月15日までの謁丘は75I川'l)放任した後に

採兆した｡採躯した個体は.果体上に残された各穴の間隔と戎r{および穴の成育していた部分の典輔の変化

までは阿部ら3)の典両肌推定式到 1Iい,その他の部位は艮J)'形に近い形と茄されるので,それぞれの穴のI;il
隔の良さに上穴と下穴の部分の姫幅の平均胎を乗じて求めた.
コl/7'方iの虎J長は.介生生戊による/lニ)長屋と典体の先端部から柿

死維zJ;する沖少Ia:とのLYilとして別れ,楚lその増加Iltは実際のコ'/プ

の生艮帖より僻に低い値として拙Y.iされる｡ノ木々 'Bでは,典戊のlユか

けの付加巣から糾たそれぞれの他を見かけの比生F<串,見かけの生

Table1.Dateor■rLVeStlga=OnSandnumber
oTsi川1p】es

Tdgglng ColIccllng D.I)･S

Dale sa"mop'e D･1･e Lだ.7,.C.nves.･gL,Led

ITeb 17111 30 ドeb :281h 10 ll

M.Lr9Lh 30 Mitr25L11 1 16

M.lr25tlt 30 Apr llth 16 L7

P̂r18th 30 M.ty121h 24 23

May121h 30 Junc8Lll :犯 27

JLlne8日1 30 ｣llly5111 2L1 27

JuLy51h 30 JLllyこ掴Lt1 30 2LI

Figll･MLlpS Sh0､､･･ng ll･e･." Jl■ty29Lh 30 Sep lsL 26 34

::sdl■ヲEIこてニas::三nlてnoET:okrkOLlPda.i- se･, lst 30 N0､,15tL1 15 75
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Jを魚と呼び,東の/l三艮免から糾たそれぞれの俄を比生長串,生長故と呼び区別した｡糞長の比生艮串●),LLi

良能は.それぞれ次式を用いて}父めた｡また農帖と姫面前の生長および恭ll{と腰面節の減少のそれぞれの他

も次式に準じて求めた｡
1

RelaLEVeGro､V.■･ri･.e(C･.l･C- -.1(lay-.,-(LeBR,:;.naar;e.rei'gfiiays)柿 -1
GrowthvalLle(cm.dny~l)=Gr0､､,日llength〝days

結 果

1 糞休各恭位の事野変化

採bIさして計iNした個体の蝶歳時と採ガさ時の典Jを,N'仙 北両班の平均他を T.Lble2に示した｡

R:=戊11,3月まで急速に増加して,3月下iTJに年l;Tlの最大値である92_9cmを′示し,その後減少した｡

柴l恥土,6月まで糊hTlして,6月上向に年間の叔大他であるIL7cmを′示した｡その後,最大帖を′1､す部

位が枯死津失することによって菓掛 まゆるやかに接少した⇒

糞虎bllは,5月中佃にifin'llの展大値{･ある7393cm2を,I;した按狭少した｡

Tabte2. Meanandstand.lr(LdlmauOnOilhelength,Ⅵ1dthandarea

oEsporoph)LesatLagglngllmeandcoltect■ngL■neln1983

l)LlraLIOnOf
1nVeSILgiLl】OnS

Feb 17th-28Lh

Mar251l1-APrlltll

Apr18Lh-May12th

May12Lh-JLlne81h

Jt)ne8tLl-July5Lh

Bla'lelength(crn) Bl.I｡lewldTh(cm) Bltlde.trea(cm2)

rr(lg即ng

465±798

929±2244

876±2395

909±2143

718±1377

Collecllng

662土 920

578±2633

7L15土2084

755士1954

396士1193

TELgglngCollectlng

L17土097 57士125

81土1.52ll2士205

89土187107±199

108±182113±135

ll7j:20110Ll±167

Tagglng

1595j=4117

5501±18880

5488±21029

7393±22453

66:～.2±18868

Collecl川g

2851± 6857

4756±253LI8

5678j=17594

6395士17L186

3192±12774

JuLy5tl1-29th 565±1548488j:15817 94j:137 92j:130 L1348±181353663j=16&30

JLlly29L11-Sep lst 546j:2246440土2148 ll1士282106士278 48LI3±305253467±21205

Sep lらt-Now 15th 519士L8.3J1274± 936 101j:2.79 85±221 4206±228441762j=98.00

2 葉長の生長と#少の事肴変化

1'1 兼体基部から50cm区Iilめ生長

A5体益部から50cmk.ra】の10cmごとの各lf.r川の発見の比生艮串およびtLi滋瓜の季蕗変化を F】g21こ小

し た ｡

此良の生長は,その鹿部に近い部分ほど活発であり,時伽こよってはAE珊全体で観'1.1された｡

22 度都全体の/i=)蔓と減少

AS体の個体当りの炎1之のIt生長串,生長且と見かけのIt生長串,/Ji艮崩および比減少率,減少鬼の季節変

化を ド】g3に示した｡

比Jt良串,生F<免の鞘iE期間中の最大値は2)Jにそれぞれ0039士0007cl1いClll~1･day~1.205士035
cm･day-1を示した,その後,生長Ii派少していき10月にはほとんど軌ヒした｡

見かけの比生R率.生長且の謁査期17"rl]の収入伯は2月に示された｡iLかけの生長は,4月上iLlまでに
88%の個体IC-/イナスに転じ,その他は-0031j:00二狛cm･cm~1･day-1,-207j:219cm･day-1と年riBlの

収任を,Jミしたーまた,その標準Li差値は大きい特政を.I≡した｡その後は-[イナス生良が按き,7月以後-03

cm･day~1で安定した｡
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Fig･3･Sensor.i.lv.lr,atlOnStnthe.elaL.､･e

g'O､rlhrate(a)i.ndthegTO､Vthvd)ue(b)

ortllebladelength

(I) Growth
(⊂コ)ApparentgrO､rth
(▲)Decrease

腰体の比瀬少*,派少足は,生長がAiも盛んfJ:2月にそれぞれ0006iO007cm･cm~1･dily~1'026j:03L

ct-l･(lay-1で,lLEiは拭いがその標坤伯必lLliは大きい特徴を示した｡その後.械少jJiは急激に軌如し,4JJ上

小二はそれぞれ0069j=0029cm･cm-1･｡Lay-1,372土178cm･day~1とJt′l三)毒串,'JiF'品の放火帖を上阿る

IL(uで年rijlの般大を′バした｡

23 累61JjiLLr:iと強打l減少血

2月1711の邪見とJd月詣在より糾られた生F<止から果BltI典長の.,i;スティック曲線を球め lTLg Ltに,-J<

し九:a

/Ji長がほとんど作ILした11月15Llの娘研兼良は'_)173cmを示し.平均兵戊の収入時の約24倍に過し

た, また搬駅兼F{と平均Ri長から求めた11月15日の見かけの巣も■i減少鬼は1938cmに通した,一九 令

月の個体の実軒の接少はを折井して諌めた巣&.柵 少巣は3026cmで,#相'1典戊よりも7L-sL､魅を,JJ;した｡
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3 兼幅の生長の季節変化

典体』占77liから50cmrf問の10cmごとの各部分に

おける灘恥の比生長率および生)を品の変化を lTI8 5

に小した｡

成体).ら部から10cm部分の比生娘率は2月に0054

i:0010cm･cl11~l･(1.1y-1,生長良は4月上イl)に032j=

010cln･dily~】で.それぞれ年間の般大を小した,そ

の後,生長速度は減少し,10月に生段はほとんど拶IL.

した｡

典体の盛部から10cm以上の部分における薬肺の比
生比率,生成Hとの瓜大Jylは,20cm部分ではIlliJ薪が2

刀,後J]が4月上il).30cm部分では両者とも4月上

旬,Ll0cmと50clll珊分では両者とも5月上旬であっ
た,また生長がほは仲止する崎JyJは20cm部分は10

月,30cmとdOcm純分は8月中旬,50cm討粉 は6

月･いイl)であった｡

柴II-.tの生長は,虚位のそれよりも常に低いlEliを小し

た｡その')flJかこついて兆体).ら泊;から10crnl火.問の長
さの生長と戯体述部から10cm部分の腰幅の生長の
瓜大柳の他を比較すると,比/JJを串で57%,生長1.とで
21% であった,

32 最大幅の見かけの/ii艮

柴体の最大幅の見かけの比JJi収率,坐)主砲の射 ヒを

FLg 6にがした｡

(
T

L
E･P

.

.uJ3
uJU)
a一eJ
壬
-
,叫
写

te
la
tl

(
L

jPP
uJ3)an満'三
吉

3
9

1983

FL富.5. SeiLSOnalvar.al】OnSm therelaLLVe

growthrate(a)Llndthegro､vLhvalLLe(b)
orLllebLadewld1110ftllebliltlebe)Ow

alevelor50cmFromttlelranSlllOnZone

(I)10cm porLIOn

(□)20cm 1)Orll(川

(+)30cnlPOrLIOn

(o)40cm POrt10n

(▲)50cm poruon

(.
ゝ
ep

L

.uJ3
LUUV

王
主
O
J叫

3^l
一
e
一3
∝

(I.)(eP
LUU
)

anle^LJt‡
0｣
5

1983

Fig.6. Sea50na】V(lrは=OnblnthereLallVe

growlllrate(a)ELndthegrowthYatue(ら)
orthelllaXltTll1m bladew】dltl



106 阿部英治 .垣内政宏 .恰L1億 二 ･金子 孝

比生長串,LLl長ii]i･(illJJ上仙こそれぞれ0019j=0009cm･cm~1･day-I,0L8j=0.08clll･day-1で年間の瓜

大を/I;した｡その後,生11速度は急速に減少し,5月中何までに23% の個体の生成がマイナスに転C,さら

にそれは6月下旬には88% となり,それぞれ値は年間の最低を.Jくした｡

4 垂面柵の生長と減少の季節変化

41 腰体AE部から50cln区IiT)の生艮
非体進部から50cm区ril)の10cmごとの各区間の薬面もIiの比生長串および生R鼠の変化をFlg7に示したo
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典体基部から10cm区fljJの比生長率は2月に0148

i:0019cm21cm-21(lay~1,生良品は4月上†ilに1L)96

±473cm21day~】で作間の危 -̂を小した｡その後,坐

戊速腔は減少し.10月に生長はほとんど軌 トした｡

鼎体述部から10cm以上のJ*_FFi】の比/Ji長峯,生良品
の他人)糾ま,10-20cm区間では11il新が2月,後 -̂が

4月上旬,20-30cm区間ではIJJJ薪とも4月上ilJ,30

-50cmrx間では5月上iTJであった｡また雅rtliもIiの

糊加がほはP,';止するIhugJは,10-20clnl引即ま10月,
20-30cm区間は7月中旬,30-40cm区間は6月中

旬.40-50cm区間は5月下旬であった｡

L12 灘部全体の生EEと減少

兼体の帆体当りの難所も■lの比生長率,生長丑と見か

けの比生凝乳 生長i辻および比減少率,減少並の季節

変化を Flg 8に示した｡

比生長串は 2月に0058±0012cll12･cm-2･day-1,

生長L主は4月上旬に1767土884cm2･dayllで年間の

収入を/J､した｡その後.生典速度は減少し,10月に生

長はほとんど停止した｡

見かけの比生長率,生長北は2月にそれぞれ0055

j=0013cm2･cm~2･day~l,u42±341cm21day-1に

過したOその後,生長速度は急速に減少し.4月上旬

までに50% の個体の生良がマイナスに転じ,その他は

day-1と標附 宿題値が大きい特徴を/Jてした｡その後,

1983
Fig.
9
.
Se乙ISOnalvar-at】ons】ntheover.I
ll

growll-narea(-).Ln(
ll1-elossof呈lrea
(0-0)o†theblade

-0012土0034cm21Clll~2･day~1,-
438±1872cm2･
5月上仙こマイナス生F<を示す胴体は44%まで減少

したが,6月中旬に -1271J=L174cm21day-1で年間の瓜低を示した｡見かけの生長1.主は7月以降 -327±

406crn2･day~1で安達した｡

比減少*,減少鼠は,生長が粒も7.7;い2月にはそれぞれ0006±0006cm2･cm-2･d̀Ly-I,082j=062cm2･

dayllと非偏に耽い値を示していたが,その後急激に増加し,/-I三品iTt,iが年間の広大を/示す4月上旬にけ,そ

れぞれ0071±0033cm2･cmJ2･day一㌧ 2206土1320cm2･day-tと面荊生長の最大値を上li=Eる伯で年間の叔

大な'示したoその後,減少並は急速に減少し,7月以降325-463cm2･day-1で安定したb

LI3 果h-IL生長先と鵜Lti減少丑

2月 17口の来所も'tと各月調か こより宇土1られた生良品から,qWE頻rrrrb'Llの.,ジステ^ツク曲線を淡め,F唱 9

に/Jたした｡

/J=戊がほとんど仇 仁した11月 t5｢lの果散薬而G7は1,5778cmコと平均棄而朋の瓜大略の約22倍に適し

た｡また,鬼も▲礫 雨Hiと平均兼両駅から求めた11月 15nの見かけの巣tFl減少Jiとは1,4016cm2に適したっ一

九 41月の個体の実際の減少丑を打併 して求めた泌脈状少もとは2,1736cm2で,鬼も'俳 画も‡よりも粥い値を
刀､した｡

5 重体の各種形井と生長t,減少JLとの関係

丑体の各唖形門と生艮i誌,減少址とのLM尉こついて指数回柿分析Ja:行い,子守られた相関係数についてイ)･志

水聯5% で検定を実施し,その結果を Table3に小した｡

標瓢特の襲長とその牧の遊部から10cmE3{問の比生抜率および胴体のl日当りの生長晶の問には,調査期

間中宥恕な相関がなかった｡-jJ-,採射特の柴長と採継されるまでのそれらの間には,3月 25I-ト 5月 12Fr
の期問中に行った調査で正の1J諾な粕朋があった_

標謝 tYの薬長とその後の減少晶の問には,4月11日から7月5Elの調査で正のIJ-I.正な相関があった｡
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採脚 .亨の灘尺と採uさされるまでの減少†ltの関には, 3J】25Eト 5月 1211の詞並でL'Iのイ】恋な州朕tがめ

ったn

牒謝特と採火日.半の盛JL'<との関には,2月171ト 2811の制水でlEのjl'忠なヰ川対があった｡ このFl!f細の各柄

体の生l蔓J融土讃盛期帥 l,瓜も7.I.3く,逆に減少血は瓜も低いうえ(/Jijを比の約13%),令個体の生艮IIとの株対日稲
盗れlLも少ない.そのため,-延期間経過した後の火かけの典良は.どの個体においても一様に榔加した.3月

25H～6月8Llの調准IC･はイi意TL:4川対がなかった｡6)】8日からの鵡JF.では正のイI意な相関があった,これ

らの時hJでは兼良と生成鬼,減少地のIimこ1了恵なJ川畑はTL:かったが,外個体の必見はすでに和dl裸少してお

り,さらに生長鹿と接少尉まともに低い値を示している｡そのたれ iiかけの典L良の生動は一様であった.

ほ淑時と採#L峠の焚F{と薬形値のrillには,詞催nlri;Irt】においで掛こJEのTf恵な榊帆があった｡

炎11<のノl三P<J'Ttと械少旭の問には,謁禿期間中イJ.正なPlrMがなかった8

% #

阿部ら2)は,ホソメコ/71の果J壬の生)'<r.tの季節射ヒについてiqベ,その紙袋を盛に減少血を推定し,磨

体の生艮農と派少屋の朗係について論じた｡しかし,報告で用いた標本は個恥改列をしなかったため.腰仙

の生J三島や恭F<の舛少且が個体別に実淵されておらず,典体の維少牡の季節/4:化 とりわけ胞子体の若い時
1帥こおける生LT{故と接少最の関係についての会議が不 L.分であったく

胞子体の個体¶りの黄r<,恭帆 腰両駅のJkr<敬は,その個体の生艮帝を含む鹿部から10cm区間の生)壬

能より常にFSく.柑こ生長の77i充た4月まで斬E-ICあった,これは,鞄了体の生長は常に娼部付近で瀬も銭

んICあるが,Jk良の活発な時期には兼都全体でJE艮していることによる｡しかし,調査期間r卜の典体娼雅か

ら10cml郡 nの兵長と菓面的の巣研生iT<敬はそれぞれ 1401cm.10･106cm2で,これらの値は典都全体の

兆駅生長鹿のそれぞれ81%.71%に相diL.JJq年を姐じ胞子体の生長の多くは生長帝を含む盛部付近で行
われていた｡

6月以降,個休ごとの典Jiの沖少最を耶許して諌めた躾も7械少Liは親もIL盛良を上BIり,計井上では典体が
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この時期に刑失することを示している. しかし,池場では11月までホノメコL/プ群珠が観'#され.別井終

盤と大きな追いが.沈められた｡これは Flg3に示したように,壬に3-5月には生長範を大幅に｣=阿るll.■占い

減少確が記蝕され,これらのllfiを兆もItLたことに起閃している｡ また ′Ⅰ､able2に′Jくしたように採非された

仰体の薬長符の平均仙ま,同一臼岬の標識個体の平均lLliよりも薬幅を除き低い切令が多く,この帆r'･】は特に

3-6月に姑I潜であった,本調査で用いた個体は,大小さまざまの大きさのものに無作為に標識しており,上

述した値の差がわずかである助命を除き,調虎における筋識力法の不均一性が同一F=l岬の控誠個体 と採JJさ

胴体の兼良等の平均伯に差が生じた折田であるとは考えられない.さらに T.Ib】e3の採銀将の柴Jをとそれ

までの生長見,採射特の楽長とそれまでの減少北との間にイJ′なた相関があったことから.3-5月に生成iitと
減少且を調査した胞子掛ま,雅長が大型の仰体ほど,この関の/JILilltが高く,しかも減少丑は低いqLrTr】があ
り,これらが大型の個体糾こね:ると考えられる｡また阿部5)らは.木調査区のホソノコL/7'群落中には4月

まで胞了体の肉眼的な州別が認められ その個体群の巾にはEIL伽こ州祝し,大型で長月川]lにわたって生存す

る仙仏と.遅く出現し小判で短期間だけ生存する僻体を確認し.個体群のLti現E制抑こよって生皮および生脹

nl胴 がyUL:ることを報iL_;-した｡したがって,今剛目し､た控水中にはJk艮l正と減少i正および1日.現時JgLのR-なる

政教の個体群が含まれており,その紡娘,個体ごとの生長茄と減少ilとのGli節値から球めた胸千体の生存周J聞
と的掛こおける群指の持続JP川iJの問に大きな必がJkじたと.駁われる｡この年には2-Ll月に胞了体が地元民

により大li3:に採取された｡このため胞子体の'#皮の低下によるLLl之の促進,いわゆるr#此効果などがあった

ことも考えられ,このことも上述したような弧磯の実態と計界低との適いをさらに助抜したと)払われる｡

々IT,)の調速で胞子体の減少瀧は4月範の典体で娘も多く,この日lfJEJは境に急速に減少して行くql向を′J､し

た｡-プ)-,阿部ら2)は1981fF'における,+.ノノコ/プの班長の減少は胞子体が若く生長がテfi発な帖期に盛ん

であり.生長故と減少品の季節A:化に止の拙l淵を.浩めたOこのように十円の調査と阿部ら2)の報告とでは

調雛けり姉H叫に当る2-Ll月の減少瓜に大きな丑が認められ,この時朋の胸1一体の非良の減少E;iが1981年で

低く,1983年で前かった｡このことは,採災した庶路には物理的な摩耗の形跡が見られたことから,胞子休

業部の減少Jil._は,先端部の細胞の&化による柵死流失liとのほか,披淋こよる外四的な減'J,lT.-も大きい'.uJ令で

含まれていると考えられる｡したがって,本調査区における,i-ソ}コ/プ胸Irf体の減少tT1の季節変化は2月

にすでに始まっており,それが3-4月に (最大時)抑まLIJH急速にIL.6くなった後減少し,6-7月にiliび増加

した後さらに減少する′くタ- /な佃叩,示すと考える｡瓜体の生長丑や減少旭の7,▲も低はその年に発/l三する個体

群の形アJlや水狐,班,先発瓜 波浪等の環墳粂作によりさまざまに変化し,このようfL:柴長のとl三品iTi-,減少

品の変動が,その作の見かけの必体の大きさを決定していると考える｡

今回の銅盤では腰艮とその生艮iiとおよび減少茄の仙こ特徴的な用Eklが教例あり,111｣回2)の報イL.でiC<5良と2.ら

部から10cm区Fll'Jの生長丑の問に此奴的相関は認められなかったとした知見と一致しない｡それは,今阿和

.正な相関のあった横木の値の倣和国が,ほとんどの助nJ的級的分布を'J<していたことによる｡

胞子体の典長が娘大を示すLl～6JJでは,帆瓢時の典長とその後の減少iiのr抑こIEのイー意な相鵬があった,
これは,この日､畑山こ生育している胞了体のうち大型の個体はどその後発体が激しく減少していることによる｡

したがって,従米より報告されている2.3･5)典戊の季節変化の中で,4-6月に起る見かけの丑良の州jJLlの仲

1Lは,大型の個体から減少量が7.3くなるために起 り,さらに,その後の見かけの炎)之の急速な減少は,/暮三pff

している胞子体のうち大野Jの個体の兼17{がより減少するため起るものと考えられる｡

要 約

1983年2月から11月のRl目礼 小樽11忍給紙の朽奥部に謁#,･.-.しな設定し,ホソメコ/プの兼良,非帆 典

両8-Itの生長と減少の季節変化を調べ,以下の知見を得た.

1 共段,薬将と繋而hllの戚大生長は,2月と4月の間にそれぞれ205cm･day-1,OL8cm･day-1,1767

cm2･(Iay~tに適した.

2 此位と発而机の激しい減少は3月とLIJ】の間に起 り,4月にそれぞれ372cm･(lLly･11,2206cm21
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(l.ly-1に達する最大値を,示した｡

3 採非時の斐長と生ILS竜の間には3-5月まで正の有意fL:畑朋があった｡

4 採継時の兼良と減少敬の間には3-5月までJlのイJ意な佃鵬があった｡

5 標識時の#.良と減少品の問には4-6月まで正のオ億 な柵Ligがあった.

6 柴長の生EuLtと減少iI辻の問には).r.約-に渡 りIiJ恋なイ糾児がなかった｡
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野付湾のアマモ現存品と/Ji速星の季節変化
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Mlly-Jllne lldecreasedrrolnfaH,andreal:bedlhelowesLlnOctober

2 ll.cstilndIngcroporZoStera(aboveground)sllO､Vedal■n'mOdalseasollalvar】atlOnilnd

reilChe{t孤maXlml･mlnSummer,Jl'ty-AHgust

3 ■n-eiLreaOfZosfL,'･(▲bel一lnLIleb呈lyẀ■SeStlrlli-ledatabo‖135km2 ll-eblOmaSSOrlh･5

hPCCleSrCtIClle(lamaxlmtt1110日2,784LOOS(4.474lonョOrcarbon)lnJuly lLdecllnedlnrall,iLnd

rei･Ched .̀mLn.ml】mOf5,542tons(1,940tons)lnDecember.respect'vely

4 Accor｡･ngtoFujI(19777smodel,theproductlOnOfZoSIL･ru'SCOmpOSedofthefoll0､､,1ng
foursubdL､･ldedones TherecrLHtmentWasPTOmlnCnt'nJune-July,andthes唱rHrtCantderoll･い
L･OnOCCu,edJuly-OcLobe, ll-egro､vLt=vitSprOmlnent】nMay-Al】guSt.andtheWltherlng､VaS

concenLraLedAugusL･December

5 Therespectl､･ePrOduct10nSlndryWelghlfrom May10T)ecenlber,Ⅵe,eesLlmateda13LI

g/m2Ln,eCrL=tment.lgOg'm2.ndefo).atlOn,233g/m21ngrowth,and85g/m21nW.lher.ng

は じ め に

77モ(ZosJL･raN'クrL''uLINN丘棚の生態的伊能については,PETERSEN(1918)の研究以米多くの搬JID･

がされており(嫡池,1973),虎近Ii77モ科,トチカガミ料に鵬する海草を起源としたデトライタスの廃紙食

物遜軌における並資性が羅臼されている(菊池,1982.閑Ij,1982),しかしTL:がら,わが国においてlまその盛

礎となるべき77モ切の現存農の消長や生物生産丑についての知見は乏しく.′トm和清での MUF(Al,AIOL

ら(.MuKA1eLa),1979,AloⅠ& MuKAl,1979,AIOl,1980)の一連の報告,サロー,湖での誌上 (1977)の

報告があるにすぎない｡

アマモ朝におけるアー/モの現存量の季節変化や生物生産Jtを明らかにすることは,ホッカイエt='の漁胡形

+ BL 北海道立戒培漁兼振合センター

+ PlesenLaddress /JokkLZtdoI/りJII〟LL･OfJV〟rJCIL/lLLl･C,ShlhEJbe,〟okAaldoO4ト14,Japa/∫
搬文番号 ^134(1985年3月26日受理)
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成横柄を解明する上に必要fL:はかりでなく,野付湾におけるホッカイェt{個体群の動態や確の収留ノ)を見研

る上でもTT(要な基礎-JUiとなる｡
¶山王ylJ桁の7-!モ切について,ホッカイェどの生血切としての生態的紗.刊を明らかにする円的で粥丘

を進めているが, ここIC･は野付所の7-/その秋存徒や生産丘について得られたいくつかの知見を報告する｡

TL:丸 Ji-文に入るに先たち,木析約の御佼Luと幼虫な御助言をいただいた,北海道大学木花7=部rd上 鵬

教授.ならびに,東);てk-1';海作研究所,ll,排 去伸上に深く感謝する,また.詞丑を進めるにあたり,御協

力をいただいた野付漁,#協同組合の開床諸氏にお礼を申し上げるB

調査地域と謁査方法

即什所は北海道AiJ訊こ位虻し,群砂の移動他恥こより形成された野付､暮三仏に内包された火粥12km,南北
8kmのIJl帝である(ngll｡朽内は湾nから火と北に向かう2本の大きなミオ(野付湖切とトポロ潮切)と,

それから派生する多数の小さなミ71-を除いては,拡大TL:沸切を形成しており,その両脚工碕全体の70%にお

よんでいる.盛鰍 まほは77その2ii一群滋からなっているが.碕ロの一瓢ニス〆711モ(ZosLL･rLICLZeSPIJsIJSa

MIKり,また朽奥の一部にはコ77モ(ZosIL･ruJt-f･o''Lra AscHETモSandGRAEBN)が混生している｡市内

の-/-/そが生育している水作はおおむね3mlJ技であり,rLたる生育帝は1-2rllである.

Flg.I. SampLlngSta=OnSOrNotsukeBay･nHokka･do

EelgrassbedlSSho､vnbyshadedareas

凋イ亡は1980年5月から12月にかけほは鮎J】-也,Flglに′J三した湾奥火部(Sll).祷Ij鹿部(SILJ,I,柄

n西部 (St31,朽北都(St4 の4近点を対奴として行ったが,SLlでは1981年の2,LI,6月にも追加弟

衣を行っている｡払詞企地点でu.Scubtl清水により.25x25cmの方形枠のLHul練返し採躯を行うことで

I/4m之にあたる地上姫休部の'jjlS蒜媒染がなされた,媒染した-/-1刊1抹数 (-Shoolt糞乱 軸流簸,乾範
丑を甜淀した｡乾丑JLは24rl抑 脱毛した後,80oCの乾燥Jmで18時間乾燥することで求めた｡

r/てその生産識見の井LLJ.は'山上 (1977)のノ)虻にもとづいた,すなわち,

JVを脚立耐BIl当りの平均都政(典数/I-12)
H を1兆Jうりの平均軒TliITi

JNおよびJu′を歩数お上ひiE量のある嶋lH】内の瑚人あるいは減少丑とすると,

J.Y.u'は襟度の増減に山水する変化具で.止値の場合には新芽に上る路加地を,また,凸他の似合は脱捕
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lll1-をあらiっす｡

また,AW･Nは個体の生長による変

化鼠で,正値は非の生長且を,Ll伯は

末枯血をあらわす｡

717その炭素含初見は富士(1977)の

分析値を用いた｡ただし,薬の部位や

時期により淡素食-lJ'串が32-37% と

異なっている(宙士.1977)那,本報告

ではすべて35%とした

結 果 と 考 嚢

<

Fig.2.Seasonalcl.angeofwaterLemperalure

野付,Iの水温の変化 TnNotsukeBay･1980

野付湾の1月から12月における水

温の変化を Flg2に示した｡ 1月か

ら4月上付までは結氷期である｡4月

中旬には0-3oC,5月上知こは5oCを

,-I;すが,6月上旬には12-13oCまで

上昇する｡その後も上昇が続き,8月

上前tlに1117-18oCに連する｡ただし,

7月および8月の好天時には,帝奥の

手Rい所では支所水温が26- 2rCに連

することもある｡8月より水軌 i下降

しはじめ,10月以降は急赦な低下がみ

られ,11月には5cc前後,L2月にな

ると氷点下になり, 1月にIl紡氷期に

入る｡

2 アマモ生育密度の季節変化

1980年5月から12月の4延点にお

ける-/-/その密度 (lmZ当りの株数)

を FIg3に示した｡5月から7月に

かけて,Stlでは238株/m2から276
株/m2に.また,St3では184株/m2
から2L18扶/m2に増加した｡ しかし,
lJJl'地点とも8月から9月にかけて大師

に低下し,10月に収低となった｡一九

S12とSt4ほそれといくぷんyUJ:

った様佃を生し.怒皮は5月に康大を

Fig･3･ Month)yvaTla110nJnShootdensltyOfeelgrass
atSISi-JllnNotsukeBay,from MayLODecember
1980
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Fig.4.MonLh】yvarlalLOnOfdens1-yandsLand川g
croporeelgrasslnNotstlkeBay.

示し,いずれも330枚/m2以上である｡
その後両地点とも10月の嵐′｣､値を,ボナまで減少を授けるQ生育密度が勘所や季節により変化することは小

FfI和帝でも報告されており(A10Ⅰ,1980).普遍的な特徴のようである.野付湾での S12および St4はミ

オに近く,Sllや S13にくらべて波浪や潮流を受け易い地域である｡こうした場所による密度の季節変

化の差掛 よ,生息環境の速いによると他われるが,この点については今後さらに詳しく調査した上で明らか

にしたい｡なれ 先にノバしたように,4定 Êf.は所内の77モ磯の地Jgの特性をあらわしており,糖内のそれぞ
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れのla城を代表する地点とみなしうるので,俳宜上.それらの定点から糾られたlJTlを平均することで野付朽
ア-/モ切の特性をホすlLTjとする｡そこで4地J.一丈の平均'#度の季節変化を示したのが Flg4である｡密度は

春から初夏にかけて捷大値をとり,軟に削 ､値をとる｡また,10月から翌年6月にかけての分枝により冬か

ら作にかけ密度は約2倍に伽 l】している.SHOJIT(1975)は Rhoadlslantlで冬Rl胴 の分枝により密度は約
31円に増加したと糾1㌧している｡

3 アマモ現存Jの季節変化

5月から12月までの4定加 こおける7-7モ現存崩

他 流施)の消長を FLg5にノJ三した.現存丑は地山こ

よる違炎がみられ,掻大鰍 1300g/m2から600g/m2

におよんではいるが,各地点とも作から夏にかけ急激

に伽 uして,7-8月に鐘大に過し,i)後減少をつづけ

てiW冬に極小値をとることで非血している,棲中値は

140-190蛋/mコである｡本州中部太平洋岸の小rlT和浩

では,地上部の億大現存鬼が5月の192g/m2(A】ol,

19SO)･E=1本海淵の能登鹿川粥では6月の140ど/m2(杏

rl･山FI7,1979)と報告されている｡これらの記録に

くらべて野fJ把の現存iiとはかなり上r里Jるが,壌大儀を

'JI<す時期が,ITtT述の地域より1-2カ月遅いといった

特徴がみられる｡

また,野ィ,J湾内の平均鋭存鹿の捷大を/flす畔期は,

密度の極大を'Jlqす時期よりやや遅れ,370冒/m2の値と

して7月にみられた(FlgLl)8

BACKMAN良BARRILOTTl(1976日よ.7-,その現

存丑の変動に彫苛を')-える単四として,光鬼,水温,

柴丑塩lJ:どが塩安である75'.,その季節変化は光量が第

-讃的で,水温は前温時に生長611鞍という形で閃J)-す

るとのべている｡

野I,】栂についてはl_順 帖関と7-,モ切の中での舶枕

的な水温のデ-メ-がないため,現存血の季節変化にr姻

与する少閑についてほいまのところ明らかではない｡

4 7マ壬の生長と生殖珠の出現状況
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Fig.5.Monthlyvar】atlonolsl̀lndLngCrop

oreelgrassatSts.i-41mNotsukeBay,
fron MayLODecember1980

アマモの生長を明らかにするため,SLlにおける

各株の戯艮兼を対奴とした出鋭兼良の頻度分力Jを′Jくしたのが l:Eg6である｡ したがってこの同は位大柴長

の季節的な推移を/Jけ こととなる｡5月の兼良鰍式では,30cmと60cmの2つのそ-ドがみられた｡7-I

-I-の無敵 土,磯子による和性生水と分掛 こよる火炎生躯とがあるO小さい))-のモート'は分岐による娘珠に由

来する典長で,大きい方は親株のモードを示すものと.LRわれる｡親株に由来する典長頻度分和の示す最頻値

は月の経過とともに増大し.8月には100-120cmに連したが,9月以恥 ま兼他のため減少した｡分枝によ

る娘株の側枝ほほは1tt月出JRしたが.なかでも10月から4月にかけては0-20cmの側枝が多くみられ,こ

の時期に分枝が多く,娘株として独立してゆくことが示唆された0

5月から9月までの間の生雑株のLLJ.現は Ftg7のように,各月ともまったくiIJ.税をみfJ:い朽輿の St1

を除いて,各Jth,L!工とも春から初夏にかけてIF.'.糾･帆叶を,示し,9月にはすべて維失することで ･̂･通している.

しかし,切所によって出現率はかなり異なり.湾rlの SL3では5月に収 -̂の28% を示した｡

生瀬株の出税率は,7ラスカ各地の推将 で33-45%(McRoY,1970),TJ77棚や小田都市でも10%を越え

ることはほとんどないとされている(TE･JJJ,1982)｡野付帝でも,巌も満い平均郵政は6月の約10%であった｡
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下ig･7･Occurrenceorthereprodt.C日､･e
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5 野付湾アマモ個体群の生物生産犠JL

野付湾での7-[モ助の両肘 i約35kmZである｡瀬戸IJl縦での77モ掛 ま2,073個所で約63km2(1977,

両内水研)と軸1_tI･されていることからも,野fl.I-把はサロマ湖 (II:H_,1977)と並んで,国内でも布教の77モ

場といえる.

野ィ､偶 の7-lJ1-の生産諮堤を求めるにあたり,1978年9月の朽内34地点における77モ平均確度および

平均現存血 (1981,水鳥)と,今回のそれらとのHl'r)には,10%FiTl後の弟FCより認められtJ:いので,4kI点の平

均現存並を用いても,生産諸畳の大柿の把掛こは有効であると判断される｡そこで,先述の SlI-4の現

存屋をもとに,郎食感にJJi育する7･7そ群鞘の,7け 現存竜と生産.mLli:を榊定してみた｡
なお,粘姥大型族生敏物の生物生産児のmlIか こは.(1)もともと柁｣=織物の生産諸品の推定にJ71いられて

いる方法で,般大の別布r;I.を年間の生産iLtの近似桁として採用するか,あるいは現存豊の変化から継走する

})汰(JoHN,1971 13ELLAMYetal,1973),(2)光合成測定によるプチ法(たとえは PoMEROY,1960 0DUM,

1963),(3)Sl叩le-m乙Irklng法 (ZEIMAN,1975)があげられる｡アマモへの適用には各/{の方法に短所,艮所

がある｡(1)法は).qiFを凪して生長と枯死,脱浦が迎統している77壬では,特に末楢のおころ時)抑こはどう

しても生長と束柿とを区分してi丘化することはできず,生長屋も末柿崩もともに過少に兄も●Ltられることはさ

けられないDしかし,このyJ.法で荊利なのは.洗失株による負の生椎が兄6-iりうることで,生産話馴lとの縦走

という観点からは班用できるであろう｡(2)の力法は,胤生産および純/J=産のEiと的見耶 りは可能であるが,そ

の他の誹晶はこの方法では推定できないO(3)法は,一枚一枚の柴体の純生産瓜をT.A.1い柄度で測定することは

できるが,辞林全体の純生碓iTLの推定には,(2)法と川様にどうしても報存立の桃定が曲礎となる点で,(1)汰

の欠点はそのままここでも持ち込まれてしまう｡純/-F_姥iLkのみでなく,生殖.W崩を推定するには,(3)法を多

数の淡体に実施することで(1)法と併用することが盟ましいという結論になるが,対象とする7-7モ勘の両iLII'
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Tablel･ Est】mtllcdblom(lSSOleelgrass

(abovegrol】nd)LTつNotsl】keBay

MonLll Dry､､relghtC(lrbon､､･eLgLlt
(ton) (ton)

May 5818 2035

June 8262 2892

Jllly 12784 4474

ALIg 12342 4320

SepL 8500 2975

0cl 6630 2321

De(_ 5542 1940

Table2. MonthlychangelndenS■Lyor

ee)grilSSandaverageWelglltOraleaf

lnNoIS一】keBay,lroznM.ly10Decem-
ber1980

M｡nth Denslly ､霜 .rtag.7adieya,
- (No/m2_) (g)

May 1303 0131

Jllne 1218 0200

July 1316 0286

Al】g l166 0316

SepI 808 0309

0C1 742 0262

Dec 786 0207

Table3･SeiLSOn･Llchange･naverages

va)ue(g/tl12)oftlleroutS､'bdlV■(一ed
prodLICt】On50feelgrassatStsI-4

J霊 こ,LtI_'ac.(,oolJGro-LhWhh~erlnh'

May-Jl】nC 14 87

June｣llly 24 109

July-A"g

Al】g-Sepl

Sep1-Oct

5

(ソ】
9

Oct-Dec. 10 42

Tota1 34 190 こ233 85

TllePrOducLIOnISeStlmate(lbylheSubdl-

vldedEoLlrpTOducllOn>aCCOrdlngLO ドuJI

(1977)'S1110del

Table4. JZsLlmatellsever.lLproductIve

b】otllaSSeSOfee】gr壬lbShbovegTOund)

】nNolsllkeBay

RecrllltJ)efollGroヽvlllWlt)-
~merH 一･LllOn -erH1g

J〕試o芯elght l190 8155 6650 2975

Carbon､velght 417 2854 2328 104I
(Ion)

がはいほど困難さがql大するのは当然であるBこれらを考慮して,ここではT,lJ'.葺的な意味あいで,(1)掛 こ印1

拠する7古土のモデルによった｡

まず,湾全域の-/.?モ現存i;i:(乾取去1')の月別変化は Tabtelに′Jくしたように,5月は58×103-ソであ

ったが,7月に瓜大の127×103ト/に榊え,その後12月に55×103トノに減少した.

次に生産諮丑を節目J.1るため,Table2に5月から12月におけるJ:l別のアマモの平均邪教と-氷りりの

範屋を示した｡これよl),5月から12月の7-/モの生産諾血 (添加 脱鵜,/1_L7<,末帖の附託)む凍めたのが

Table3である｡拡加川ま6-7月および10-12月にみられたがlFI.L的には少ない｡脱落は7-10J-1の罪から軟

にみられ,ことに8-9月に112g/m2/月を'73した｡'生長は春から夏lこ多く,ことに6-7月に109g/m2/月の

生長並を'示し,5-12月の期間中では233g/m2を記録し,詰鹿の中では位も多かった,兼柿は鉄から冬に多

く,9-12月に36-42冒/m2/月を/Jくした.

これよJ)朽全域のアマモの生産訪鼠をTLIbEC4に推定した｡添加1tJl-1壬を合わせた鬼と脱林と米桝とを合

わせた巣とは各/I93×103ト/および96×103ト./でありほは均衡した他をノバしたe

沿岸水域において.アマモなどの MLICrOPhyleS:大型海誰)の分鮒 こより形成されたデトライタスは,負

軌 多毛Xti,甲殻獄などのベ./トスの火炎軒として利用されるといわれている(FEトCHEL.1972)｡野付湾に

おいては今回明らかにしたように,大石との7-/モが生産され,それとはは岡見が枯死脱沸して晦年朽内外に

堆甘tL.分解すると考えられるCこれら711モ起源のデトライタスを21;艇とした腐柵食物迎節をJ明らかにし

ていくことは,野付糖の生物生産を杷塊する上で極めてgi要である｡



If什湾のアマモ現存鬼と/i森島の牢帝変化 117

要 約

1980咋5月から12Jほ で,北海道東部のIf什所の4kt.･.I.･J.で,77その他上兼休部の坪刈採火を行い.杏

度と現存もtの季節射 ヒを知 り,さらに朽全域の現存!丘と生耗岨等について推証し以下の知見を柑た｡

1 7-[その生Jff密度は5月から6月のI紬､ら初夏に点も茄く,秋には低下し10月に最低となった.

2 -/-[そのJR布r;目地上腰体珊)は夏の7)Jから8月に瓜大となるrド件型の季待針 ヒを′Jミした｡

3 'I:r:i.(1977)のモデルから77モの生産FltをTuL.すると,非個体数の州減では,新芽による旅加!.i:那
6-7月および10-12)1に少見ながらみられ 脱7-#止は7-9月に多かった｡JJ!個体の生長では,生娘地は
5-8月に多く,末捕且は8-12月に姓申した｡

4 5月から12月のLli虎詰i止(乾釆旦)紘,繰hll立34g/m2,脱落巌 190dm2,生EElq:233g/m2,Jk柿碇

85g/m2と推定された｡

5 野付所のアマモの瓜大難青鬼は7月の127×IOlトソ(J14×103トン-C)乾並立であり,最小は12月

の55×10日 -/(19×103ト./一C)と推定された.
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木タテガイa)斗苗生産に関する生態学的研究

)L. 邦 題

梢火をはかるため.サロマ湖を研究対象地として,

I+.タテ1/イの生雑生態と虎卵を支出する要L札 浮遊

幼生群･什Zl'.推只群のuJ.現的艮およびその変動熱q

のAW'Tなど,発育段階にともなう個体群の動感を究

明した,その抵果.産卵BL執ま産卵叔兆Enの大き

さ,年齢触成,生殖典諏畳の近いにより支促され

ち.PElrJ,幼生†料ま発生iM)抑こ席卯兄の998%が減Llた
し.その後.浮遊畑後期に預るriiJに外海-の維り'.に

より40-76%,自然死亡に上り18% がそれぞれ減

耗し,浮遊n慨nJには蕨uJ.鬼の001-008%が生残

するにすぎない｡什B級は必長10mm の種苗に通

する時期までに倍大付か農の約50% が自然脱蕗す

る｡

A128 北水.妖髄 27 153 1985

qt火瀦海域における暮建ホタテガイ生井兼の先達異

十

川其m 懲 治

PJt火朽砂節で1齢から2齢になるまでのWJrii】の犬

'm個体とへい死榊体の出現過樫と満1齢から2齢4

カ月までの正n'群と火常群の成熟過程とを鵡べた｡

Ikaと2齢の正常群,異常群ともにそれぞれEE朋に

成熟期の個体が10-30%HBiしたが,異常群のカが

正常群よりもuJ.BL串が点く,F<期間にわたって川現

した｡典常個体は6月から10月の間に大きく輔加

し,それに1-3カ月過れてへい死個体が増加した｡

災'U,'個体やへい死仰体の増加と此行して成熟畑JのLR

体のLu乳が観繋され.成熟生雛細胞の放出と辿化 ･

吸収の不完全さなどの性周期の乱れが,双'#,'仙体や

へい死胎体のJLJ.別を糊hlJさせた-l人は増えられる｡

A130 北水式報 27 65-69 1985

ホタテガイの究書初親における温度と比I耐性

九 邦 二護

ホタテガイ苑ff初RTTの温度と比釆耐性を把握する

ため,製死率.鵬繊毛迎勅の迎皮.恨如けi州Ilt.心

臓Nl劫数等を指標として実験を行った｡その結果,

発生遵水温は8-16oC,者比屯 (QIS)は23-26にあ

った｡浮遊幼JJiの応温限非は20oCで適比企は25前

後であった｡仲居推只と1齢個体のpTrh温限非は22-

23oC,比iTi似非は17で.題比並は23-25であった｡

Al:狛 北水.LJ:郎 27 55-6L11985

忍路諸の破浜に生息するカニ類の生せ

福垢和食･宮本鯉的 ･水鳥純堆 ･伊藤雅一

1983-1984年に君臨抑こおいて,横浜に生息する

カニ類の生態訴丑を行い, rI一川寺に,1EE桝77,勅を謁べ

るために鋭fF染抜を行った｡

カニ粉の分れ1,内朽度,拡質,水状 の3つの耳!

噴要田と朗迦していると考えられた｡また,季節的

な移動をする故知としない低頬があった｡

イポトゲガ二の産卵期は10-11月,I川t期は4-

5月,ヒライソガ二,イソガこ,ケフサイソガ二の

虎卯肋 16-7月,析出肋 ま7-8月であった｡ヒラ

イソガこ,イソdこの似粥TTi勅と成長には,水温が

大きな膨哲を及ぼしていると_考えられた｡

A131 北水成働 27 71189 1985



ホソメコンプの生産t推定における光合成速度の季

節変化

ヒ IIIIJl ~-I

.+･ソノコ./ブ胞 /姑の光介収一光軸比を12Jlから

7月まで天然の水私と同じ条件下で調べたO糾られ

た光IT成一光Etll線を TAM]YA6)の粥fq双曲毅にあ

てはめた｡光缶状速度の季節射 ヒは,柴lf軸7当りの

他で瓜も少なく,乾燥鉱見当りの値で娘も大きかっ

た｡/tは3月に大となった｡

水深約 0･-30cm で遮へい物がない糊合のホソノ

コンプ群落の並居上L5光合成イJ,h放射の平均Il伺変

化から生花jTl推'jEを行った｡その括り!･,腰繭的当り

の光令成速度を益にした低がi'1の値に巌も近いと推

止され,100% の放射.y.1.度を･空けた朝命,3月とSJJ

の相対成長串(RCR)は0.045-0085汚･g~1･da),-I
0046-0058g.g~l･day~lとなった｡

A132 北水.拭報 27 91-99 1985

野付湾の7マモ現存JLと生産Jの宇野変化

水 l'b 敏 博

1980年5月から12月にかけ,｣ヒ軸in鹿部ylJ約

のア-(その/[_鹿について粥漉 した｡7-[壬の照度は

任から机弟にかけて浪花となり,鉄に最低 とtL:っ

た,現存且は夏に殺人となるJii件型の季節変化を示

した｡朽At.体のア-,モ朝面研は35kmZであり,也

上部の般大LR存Iii:(他流韮)は7月にL27×103ト
ン.叔′ト釜は12月の55×103トノと柵起された｡7:i

士(1977)の方法に上る生産地推蛙のうち.汚hltGS:と

/JiF{且は約93×103ト'/,脱清見とR抗具を約96x

lO3トンと推淀するとともに,.抑 lとの季節Jg化につい

てT9Jらかにした｡

A134 北水訳搬 27 11ト118 1985

忍路沸産ホソメコンプの生長について

阿部共析･IlI_内政'宏･松山恕二.金T･ 孝

198311-2月からu月のNJr川, 小縛ff了必路把にお
いて,ホソノコソ7Iの薬LL 典l臥 JISlllihLttの生ILt血

と織少鼠の季節射 ヒを調べた亡

弟体の生F'巣の収大佐は雌犬が2月.腰仙と兼両

肘 土4月に示した｡兼良と腰面も'Itの械少掛 ま3-4

月に収入むノバし,伯はこの帖ガ沌･境に急速に瀬少し

た.3-5)】において斐F{の生長砲が絹く,減少並の

低い個触ま,その抜,細1壬く大型の形態を小した｡

果皮のJJi畏敬と減少晶の間には周年LW適性がRら九

なかった｡

A133 北水,T̂報 27 101-110 1985



北 海 道 立 水 産 試 食 蛾

北 海 J凸 く/rl.火 水 捕 .tJ:験 li)5
(llokkaldoCe-1lrLllド･sherleSExperHT.enLalSlall0n)

北 海 逝 ;/.函 鮒 水 虎 .試 験 機
(HokkL"doIl乙tkod'1telTISherleBExl)Crlrr-entitLSLal】On)

北軸道立幽飽水推.拭玖切室舶支甥
(MuroranBrilnCll,HokkaLdoHakodaleFlbllerleS

l三xperlmentalStaいon)

北 和 泊 立 釧 抑 水 雌 試 験 場
(Hokka･doKuslHrollllSherleSExper】mentaESlat.011)

北 海 道 1-I_網 走 水 産 .試 験 場
(tlokka･doAbashlr･FISher■eSExpe一.mentalSlat.On)

北軸迫立網建水JIE試放槻紋別支槻
(MonbelsuBrCLnCh,l10kkZLldoAbash)rl

FISherleSExpeTlmenLiLISta110n)

｣ヒ海 道 止 推 内 水 推 試 験 場
(HokkLILdoW(.kkana】FISher'esExpe'.menLillSLal■On)

北 海道 立戯培 弧北総!?七 ソ ク ー
(HokkaldolnsMuteofMlIrletllture)

046
余FlH恥余小町脈･L･町 238
(YoICh),Hokkaldo,JaL)an)

042
函館lF粕川町 1-2-66
(YtlnOkawLl,llakodate,

Hokhldo,Jill)an)

051
室幽市 )'tf見町1-133-31
(FLlnamlCho,Muroran,

Hokkaido.Japan)

085
釧路市浜町 2-6
(Hanacho.Kut,lltrO,llokkaldo,J̀11)iln)

099-31
網走市労浦 31
(Masuura,Abashlrl,Hokkaldo,Japan)

094
紋別市港町 7
(MlnatOmaCllL,MonbelSu.

Hokkaldo.Jal)an)

097
推内rfi宝来 4-5-4
(Horal,Wakkanal,IILokkatdo,JapanJ

041-14
茅部7ni鹿部町牛本別 539-112
(Slllkabe,Hokkaldo,Japan)

W川】60年 9nlOEl 印 刷

昭jll60年9月 13rl 党 rr

鴛だ賃 北海道立巾央水産試験場
北 海 道 糸 IIffB粂 Ifi■r

'EJ O135(23)7451(代)

印 刷 僻 で絹 会祉 文 栄 堂 印刷所
札8trff中央区北3兵火7Tl】

芯 EL Oll(231)5560(代)
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